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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　がっ。がっ。がっ。

　手と天井の間──羊がいない静かな朝の農園をマーブリング模様の立方体が行き交う。

　落ちてくる木き屑くずに塗まみれながら、御み剣つるぎ乃の音おとはこれからの生き方について考えていた。

　行動指針の折れた人ひと身み御ご供くうに「したいこと」はもう存在しない。それでも生き続けなければいけない身で、ならばいったいなにをすればいいのか。

「…………」

　感情に先立つ理由を探す御剣。

　そんな彼の上で、今日も彼女は眩まばゆい光と共に誕生する。

「スクランブル、参上！」

　縦横二十センチの立方体は身長百三十センチの少女へと展開した。

　どんな願いも叶かなえてくれる彼女はネコ型ロボットならぬヒト型ボックス──スクランブル。

　ちっちゃな手足をグイと伸ばして宙で大の字になったスクランブルは、そのままぱふんと御剣のところまで落ちてきて彼のあばらをこねくり回しながら言った。

「お腹なかすいた！」

　上下にカックンカックン動かされる首に合わせて金色のツインテールが揺れ動く。上目遣いの大きな瞳もやっぱり金色で。衣服を真ま似ねた胴体は景色を乱反射してその色を変えていく。

「はいはい」

　堂々巡りの袋小路。自問自答の薄暗い渦に吞のまれていた御剣には、彼女の要求がちょうどいい動く理由になった。

　パックの米をレンジで温め、冷蔵庫から取り出したカットサラダにドレッシングをかける。

　それは昨日と同じメニューだったが、スクランブルは文句のひとつも言わず席について『いただきます』をした。

　なぜなら彼女にあるのは食欲だけで味覚は伴っていないから。

　それはまだ、御剣のほうが持っている。

「がつがつがつ！」

　丸めた手で握った箸を振り子のようにして朝食を喉のど奥にかき込んでいくスクランブル。

　御剣がお茶を酌くんでいる間にも彼女は『ごちそうさま』をして、今度はべつの不満を口にした。

「お腹足りない！」

　スクランブルのお腹はだいたい二人分の食事をとらないと満たされない。食べずとも生きてはいけるはずなのだが。

　彼女は手に入れた感覚に対してとても素直だ。

「文句は言わないって約束だっただろ？」

「ぶー！」

　丸い頰ほおがひょうたんみたいに膨らむ。

「毎日お米とサラダだけなんて、人間っぽくない」

「おまえは人間じゃないだろ」

「だけど乃音は人間だもん！」

　彼女の自発はいつも彼女のためだけに促される……はずだったのだが、愛情という概念を御剣から譲り受けてから、こうしてときどき彼女は自分以外のことを考えるようになっていた。

「……僕ももう、人間じゃないよ」

　願いを叶かなえるために自らを構成する諸要素をエキセントリックボックスに献上していた御剣乃音はもはや人間という枠組みから外れている。

　同様に、御剣からまだ全ての要素を奪っていないスクランブルもまた、人間と表現するには欠陥が多すぎる。

　ヒトから外れ、人身御供としてもその生をまっとうできず──。

　ヒトに近づき、しかし途中でエキセントリックボックスとしての機能を放棄し──。

　ここにいるのは、どちらもなりそこないの存在だ。

「乃音は乃音！　で、私は私！」

　叱るように、そしてうれしそうに。スクランブルは覚えたての哲学を箸の先で躍らせた。

「……そう、なのかな」

　破滅に向かうことはできなかった。

　なら、再生に向かってみるのもありなのかもしれない。それがムリなことだと頭では理解しつつも。

　御剣乃音を御剣乃音に戻す──それがスクランブルの望みなら。

「ぐび、ぐび」

　喉を律動させて出されたお茶を飲み干すスクランブル。そして小さな円卓にコン、と空になったコップが置かれたとき、来客を告げるインターホンが鳴った。

「はーい！」

　いったいだれがこんな自分を訪ねてくるのだろうか？　御剣がそんなことを考えるよりも早く、スクランブルはひとりでトタトタと玄関のほうへ走っていく。見える世界にある色全てをない交ぜにして、その背は朝日色に輝いている。

「おい」

　めんどうな勘ぐりをされるから不用意に他人と関わらないよう言ってあったのに。まさか忘れたわけでもあるまい。

　スクランブルはわざと言いつけを破って自分の思う通りにしていた。まるで須すべからく人がそうするように。

　ガチャリ。ドアを開けた先に立っていたのは──。

「わっ！」

「わっ！」

　両手に鍋を抱えた真ま白しろセツミだった。

　一足遅れて顔を出した御剣は、いつかと同じエプロン姿の彼女を見て戸惑いを覚える。

「えっと……こんにちは」

　ぎこちなくはにかむ真白。

　真白セツミは御剣乃音のことを忘れている。なのにどうしてまた彼女は同じことを繰り返しているのか。

「あの、えっと……大家さんにきいて。御剣さん、独り暮らしだって。だからその、よかったら！　差し入れです」

「どうして僕のことを？」

「なんというか、昨日の縁ということで」

「昨日？」

　御剣は眉を顰ひそめた。人身御供でもない真白が昨日のことを覚えているはずがない。もうひとりの人身御供の力を目まの当たりにして、彼女の辻つじ褄つまは合わせられているはずだ。

「ほら、私たち、なんでか屋上にいて。あのときは部活があって急いでたからろくに話もできなかったけど、不思議な縁だなって」

「……ああ」

　御剣は理解する。彼女の中から消されたのは氷ひ室むろ棗なつめの存在だけだということを。

　たしかにあのとき、御剣は結局『神かみ代しろ』の力を使わなかった。使えなかった。だから真白の記憶から昨日の御剣は消えていない。

　消えているのは、昨日までの御剣だ。

「……妹さん？」

　真白は御剣の後ろに隠れて様子を窺うかがっているスクランブルを見る。

　そろそろと、どうしていいかわからないといった様子でスクランブルは彼の背中から顔を覗のぞかせた。

「こんにちは。綺き麗れいな服ね」

　鍋を持ったまま屈んでスクランブルと視線を合わせる真白。

「……こんにちは」

　頭だけペコリ、とスクランブル。丸い頰をツインテールがペチンと叩たたく。

「昨日はごめんね。その……なんか気づいたら抱きしめちゃってて」

「ううん」

　今度は横向きに鼻頭を弾く金色の尾。

　真白はクスリと笑ってから、器用に指先で鍋の蓋を挟んでそれを僅わずかに持ち上げた。

　甘い醬しよう油ゆの香りと共に立ち昇る湯気の向こうにあったのは、星形のにんじんが印象的な肉じゃが。

「お腹すいてた！」

　御剣の横に並び立ち、ちっちゃな両手でガッツポーズを作るスクランブル。

　人間的な葛かつ藤とうは一瞬で食欲に組み敷かれていた。

「よかったらどうぞ」

「乃音！　ごはん！」

　急かすように御剣の袖を引くスクランブル。

「ああ、悪い」

　──つい、そんな言葉が口をついてしまった。

　真白を部屋に招き入れてから玄関ドアを閉める御剣。

　真白は一直線に部屋のコンロを目指し、そこに鍋を置いて慣れた手つきで二人分の皿を取り出して、そこではっと手を止める。

「ごめんなさい。私……いきなり勝手に自分の家みたいに」

「いや、いい。助かる」

　御剣は考える。真白に過去の断片が残っている可能性を。

　記憶とは別の習慣で彼女は動いていた。今までずっと御剣のことを世話してきた惰性に手た綱づなを引かれて。

　御剣は考える。はたしてまたこうやって真白に甘え続けてもいいのか。

　しかし答えは見つからない。壊れた心にもはや善悪の規範はない。

「御剣さんって、普段なにしてるんですか？」

　皿に肉じゃがをよそいながら真白は尋ねる。

「なにかしていたような気もするし、なにもしていなかったような気もする」

　人助けなんていうものはただの手段で、御剣にとってはとどのつまりその程度のことだった。

「なにかこれからの予定とかは？」

「ないな。特には。どれだけ羊を数えられるかにでも挑戦してみようかな」

　スクランブルと一緒に円卓の前に座り、御剣は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「だったら」

　と、真白は二人分の皿を置いてからエプロンを捲まくり、下に着ていた制服のスカートから一枚のチラシを取り出す。

「もしよかったらなんですけど……これ。観みにきてくれませんか？」

　チラシには、落らく日じつストリート近くにあるホールで演奏会がある旨が記されていた。期日は七日後の土曜日。

「どうして僕に？」

「ああいや、興味とかなかったら全然いいんですけど……」

　取り繕うように顔の前で両手を振りながら目を伏せて、真白は小さな声で呟つぶやく。

「御剣さんがきてくれたら……がんばれるかなって」

　どうして自分がいけばがんばれるのかは、やはりきき出すことができなかった。

「……わかった。いくよ」

　計画が瓦が解かいし、どうせやることも決まっていない身だ。今はとりあえず空白の予定を埋めていくことから始めようと、御剣は軽い気持ちで約束をした。

「よかった」

　ホッと胸を撫なで下ろして安あん堵どする真白。

　彼女はチラシの上にチケットを一枚置いて立ち上がる。

「それじゃあ」

　と、踵きびすを返す彼女に、箸を握ったスクランブルが言った。

「真白は？」

　皿と真白を交互に見やり、スクランブルは短い首を傾かしげる。

「私は大丈夫。これから部活だから。まだ鍋にけっこうあるから、また明日取りにくるね」

　既視感を伴う現実に、御剣は昨日まで見続けていた──そしてなぜか昨日は見なかった、過去をなぞる夢を錯覚する。

「なあ、真白」

　夢と現実の境界が曖あい昧まいになり、ふいに昨日までの関係性を思い出し、その居心地のままに、御剣は尋ねた。まるで彼女の優しさに甘えるように。

「僕はこれから……どうすればいいと思う？」

　物憂げな表情で口にされる悩みを少しだけ捉とらえ違った真白は、しばらく頭を捻ひねり、やがて言いにくそうに口を開いた。

「……とりあえず、外に出てみる、とか？　ずっと家の中にいたら息も詰まるだろうし」

　真白は御剣のことを引きこもりなのだと思っていた。現代の闇をいろいろと背負って屈折してしまった独り暮らしの男子高校生。そんな彼を心配して訪ねたのも、理由として少しはあった。

　御剣は隣の部屋に住む人間のことを連想して苦笑する。

　もう彼の夢は覚めていた。

「……そうだな。とりあえず、そうするよ」

　こうして、御剣乃音の人助けは再開した。自己矛盾に気づき、間に合わせであることを自覚した、決して正しくはない人助けが。







[image: 彗星の描き方]

　彗星の描き方は大きく分けて二つある。

　宇宙を創ってそこに彗星を浮かべるやり方と、たゆたう彗星の周りに宇宙を宛あてがうやり方だ。

　けれど稀まれに、深海へと沈む死体を描いてそれを彗星に変える例がある。

　今回の件は、ある側面から見ればそういう話だ。










　　　　　　　　　　◆




　皿に盛られた肉じゃがを食べ終えてから御み剣つるぎは部屋を出た。真ま白しろを見送るときには気持ちよく晴れていた空は、今は重たい雲を羽織ってぽつぽつと雨を落としていた。その勢いはこれからさらに強くなりそうである。

「ばさあ」

　マンションを下りて、スクランブルが傘を広げる。いつからかすっかり使わなくなったビニール傘。雨に濡ぬれても風邪ひとつひかない御剣のために、スクランブルが傘を差す。しかし残念ながら相合傘には身長が足りないので、たぬきの置物よろしく彼女は御剣の両腕にすっぽり抱えられた。

「重くない？」

「ああ。疲労の要素を失なくしているから、腕が折れない限り重さを感じることはない」

「そこは『重くない』だけでいいのー！」

　膨らんだ頰ほお袋ぶくろからおちょぼ口へ空気が漏れて、ぴー、ぴー、ぴー。できそこないの口笛みたいな音が鳴る。滑こつ稽けいな演奏をききながら、御剣は散歩感覚で当あて所どなく街を歩く。

　しかしやはり無意識がそうさせるのか、御剣の選ぶ道は自然と人通りの少ないルートばかりになった。

　今まで心の奥底では人と関わることを避けてきた人間がいきなり群衆を好むようにはならないらしい。エキセントリックボックスにそういう要素を格納されない限り。

　街の中心に上乗せされたようにある落らく日じつストリート──その周辺を避けてどれくらいの時間歩いていただろうか。

　ときどきすれ違う疎まばらな人の中にポツンと立ち止まった少女を見つけて、御剣は足を止めた。

　シャッターを下ろして久しいタバコ屋の軒下で、両手いっぱいにビニール袋を提げて、丸い眼鏡めがねの奥で彼女は雨を睨にらんでいた。三つ編みにした薄茶色の髪に微量の雨粒をのせて。首の後ろに回したコードレスタイプのヘッドフォンを耳に当て。まるでなにが正しくてなにが間違いであるかを鮮明に知っているかのように、眉間に深いシワを寄せて降る雨のひとつひとつを睨みつけていた。

「鬼!?」

　腕の上でびくりと身を強こわ張ばらせるスクランブル。

　その声でようやく彼女は御剣たちの存在に気づく。

「……鬼？」

　視線が集められていた自分を指差し、彼女はヘッドフォンを外すと困ったように笑った。

「ボク、そんな怖い顔してたかな？」

　ふっと、眉間に寄せられていたシワがなくなった。持ちあがっていた眼鏡がストンと鼻頭まで落ちる。それから手荷物を肩にかけ、わざとらしく両手を広げてスクランブルを威い嚇かくしてみせる。

「がおー！　食べちゃうぞー！」

　きゃっきゃっと楽しそうにはしゃぐスクランブル。

　御剣はスクランブルの手の中から傘を抜き取り、そっと彼女に差し出した。

「使ってほしい」

　軒下に入り込んだ傘はその仕事に暇いとまをもらい、遮るもののなくなった二人にしとしとと雨が落ちていく。

「キミは……」

　御剣の真ま面じ目めな顔を見て少女は目を丸くする。

「どうした？」

「……ううん。なんでもない」

　繕うように一笑。

「ありがとう。でもいいよ。それはキミたちのものでしょ？」

「僕はキミを助けたいんだ。本当は今すぐいきたい場所まで瞬間移動でもさせてあげたいんだけど……」

　じっとりした視線を感じて、スクランブルはぷいっとそっぽを向いた。

「瞬間移動なんて。魔法使いのアイディアだね」

「今はもう使えないけどね」

「それに『助ける』なんて大おお袈げ裟さだよ。雨は凌しのぐものだし」

「それでも僕はキミを助けたいんだ」

　御剣が再び生きていくには理由が必要だった。

　──のべつまくなしに人を助ける。

　それは一度捨てた、彼の生き方だった。

「だから……キミを助けたい僕を、できれば助けてはくれないだろうか？」

　強固な信念を否定され、抜け殻の思いだけを残されて、御剣乃の音おとは前より少しだけ弱くなっていた。

「……ふふっ。キミ、おもしろいね。それに口説き上手」

　スクランブルはなにやらよからぬ気配を感じた。

「いいよ。わかった。ボクを助けたいキミをボクが助けてあげる。『人助け』って、わりと好きなんだ」

　差し出された傘を手に取って、彼女は軒下からぴょんと飛び出した。それから御剣の背中へ抱きつくように密着する。

「これで三人分。互いにちょっとずつ濡ぬれ合える」

　肩にかけていたビニール袋がバサリと傘の中に落ちていく。

「ひょー!?」

　スクランブルの恋愛センサーが鳴らした警鐘は降る雨粒に吸い込まれて弾けて消えた。

「ボク、鶴つる見み凛りん。近くにある高校までよろしく」

　鶴見は袋の中のものを雨から守り、代わりにその肩を濡らしていた。




　　　　　　　　　　■




　海かい星せい高こう校こう。そこで鶴見は御剣の歩みを止めさせた。ムカデか電車のごっこ遊びみたいだった縦列は、屋根のある渡り廊下で解散となった。

　軽くお辞儀をして礼を言ってから、鶴見は膨れたスクランブルの頭を撫なでる。

「ごめんごめん。悪かったって。だから機嫌直してよ」

「ふーんっだ！　乃音にべったりしていいのは私だけなのにー！」

「必要以上にべったりくっついてたおまえの汗で僕の腕はべっとりだよ」

「あ、もしかしてボクのせいもあったりする？」

「キミの汗はかまわない。キミが濡れるよりは僕が濡れたほうがいい。何事においても」

「……やっぱり口説き上手」

「ぶうー！　凛ばっかりふこうへー！」

「スクランブルちゃん」

「凛のことなんてしーらない！」

「飴あめちゃんをあげよう」

「うわーい飴ちゃん！」

　黄金飴ひとつで容易たやすく懐柔されたスクランブルは満足げに舌を回していた。

「それじゃあ改めて。ありがとうございました」

　ビニール袋を肩に下げて制服姿の鶴見凛が敬礼する。

「ああ」

　踵きびすを返しながら御剣は実感していた。エキセントリックボックスの力などなくとも小さな人助けくらいならば可能だということを。

　今までなら些さ細さいなことにもすぐ力を使ってきたが、こうして自力で人を助けたほうがたしかにその感覚が湧わいた。自分が人助けをしたのだという感覚が。そしてそれは不思議と御剣を高揚させた。

「ねえ」
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　去りゆく背中にかかる鶴見の声。

「もしよかったらなんだけど……もうちょっと一緒にきてくれないかな？」

「いいけど、どこに？」

　振り返って御剣が尋ねると、鶴見の後ろからひとりの大男が歩いてきていた。

　御剣の視線を追った鶴見もそれに気づき、慌てた様子で男に釈明を始める。

「あー、いや、違うんですよ先生。べつに学外の人を許可なく招き入れているとかじゃなくてですね。彼に……そう。客観的に評価をしてもらいたくて。あくなき探究心というやつです」

　蛙かえると等速直線運動とMgを合わせたみたいな顔の男は、海星高校の理科教師兼生活指導担当という立場にいた。

　そのごたついた顔で彼は鶴見と御剣を一いち瞥べつし、太い首を傾かしげる。

　彼の反応の意味がわからなくて同じようにする鶴見の横に並び立ち、御剣は浅く頭を下げる。

「一年二組の御剣です」

　言われて、思い出したように男は頷うなずく。

「……ああ。御剣か。鶴見と知り合いだったんだな」

「いえ。先程知り合いました」

「そうか。まあ、そういうことならかまわない。だが……」

　厳いかつい視線を向けられ、御剣の腕の上でスクランブルはぎょっとして姿勢を正す。

「その子は？」

「僕の妹みたいなものです」

　御剣は打算の噓うそを口にした。

　下から顎あごに抗議の拳こぶしがぽこぽこ入れられるが、御剣には痛くも痒かゆくもない。

「子供でも、あまり学外の人間を校内にいれるのはな……」

　難色を示す教師に御剣は寛容な態度で先手を打つ。

「はい。もう帰らせます。ほらいくぞ。校門まで送ってやるから」

　御剣はそそくさと門の前まで歩いていき、ポーチのチャックを開けた。

「そういうことだ。ボックスに戻れ。スクランブル」

「妹ちゃう」

「僕のエキセントリックボックスです、なんて言って信じるのは人ひと身み御ご供くうと隣人さんくらいだよ」

「優しくしてくれたら戻る」

「……どうすればいいんだ？」

「なでなでして」

　丸い頭がにゅっと突き出され、しかたなく彼女の下顎をさする御剣。

「顎じゃなくて頭！」

　からかっているのかと膨れるスクランブルに、御剣はため息を吐ついた。

「渡したばかりの感情を要求されても困るんだよ」

〝優しさ〟はもうスクランブルのものである。

「仮に失った要素がまた生まれてくるのだとしても、たぶんそれは時間のかかる話だ。昨日今日失ったものについて、僕はやっぱりどう扱っていいのかわからない。それに……記憶を遡さかのぼってみても、僕が他人に優しくしたことなんてないしな」

「じゃあ、これからすればいいの！」

　頭を撫でられながらそう言って、スクランブルは満足げに頰を持ち上げた。

「……まあ、考えてみるよ。おまえがそう言うのなら」

　自身の心臓と向き合って御剣乃音はそう言った。

「うん。がんばろ」

　スクランブルは彼の胸を優しく撫でてから、約束通り腕の中で縦に一回転してぎゅいんと立方体に戻る。

「……妙な箱だよ、本当におまえは」

　ついた雨粒を軽く払って落としてからポーチに彼女を納め、御剣は足早に校庭へと戻った。

　既に教師は去ったあとで、鶴見だけがその場で御剣のことを待っていた。

「スクランブルちゃん、もう帰ったの？」

「ああ」

「ひとりで？」

「ああ」

「そう」

　ぶっきらぼうな返事に鶴見は少しだけ寄せた眉を緩め、傘を畳む御剣を眺めながら言う。

「それにしても驚いたな。キミもここの生徒だったなんて。御剣くん。御剣乃音くん」

「いつ忘れられても不思議じゃない存在感でいるから」

「一年生なんだって？」

「一年です」

「ボク二年」

「先輩」

「後輩」

　互いに指差し、軽く笑い合う。

「敬語とかはいいよ。使われると窮屈だから」

「それは、少しわかるかもしれない」

　例えば、夕ゆう凪なぎの無遠慮な態度に御剣が心のどこかで救われていたように。目線の高さを揃そろえて語られる言葉は優しくなくても寄り添って紡つむがれているような気にさせる。

　御剣に必要なのは、まずその目線を揃えることだった。外れてしまった人間のソレから、普通の人間の高さまで。例えその行いが本質を隠した偽りのものであろうとも。

「それで、僕はこれからどこへいけばいいのかな？」

「ん。このあと予定とかなかったらでいいんだけど」

「ちょうど予定の立て方を考えていたところだよ」

「そう。よかった。じゃあ、こっち」

　繊細な細い指先が御剣の手を引く。

　校舎で吹奏楽部の練習が再開した。

　閉じ込められたヴィヴァルディが響く校内。鳴る足音はコンチェルト。

　艶つや出しされたアクリルの階段を上り、突き当たりの廊下を曲がって、端まで歩いた鶴見は古い木製の扉の前で足を止めた。

　扉の上枠にはネジ打ちされた木板が小さなアーチとなって二人を迎えていた。

『美術室』。白いペンキかなにかで、板にはそう書かれていた。

　鶴見はノックもなく扉に手をかける。ガタガタと今にも外れそうな音を弾ませて扉は開き、一足先に主人を迎え入れる。

「どうぞ。いるの、ボクだけだから」

　子こ狐ぎつねが鳴くような仕草で手招き。奥にある窓ガラスのさらに向こうで降る雨が不思議なアンニュイさを演出し、まるでこの部屋に入った途端、彼女が一枚の絵になったみたいだった。あるいはその挙動の一瞬一瞬にカメラのシャッターを押し続けたみたいな。雨の音も、吹奏楽の演奏も、彼女を中心とした円から次第に遠ざかっていき、得も言われぬ雰囲気でもって、彼女は沈黙の世界に立ち尽くす。

「…………」

　その様は、御剣でさえしばらく息を吞のむほどだった。

　御剣はこのとき初めて感覚で「失うこと」と「奪われること」の違いを意識した。その瞬間の御剣の拙つたない心は間違いなく奪われていた。彼女が醸し出す芸術的な魅力に。

「どうしたの？」

「……いや」

　空気を転がすように首を傾げられてようやく、御剣は思い出したように中へと足を踏み入れた。

　部屋には木彫りの机と背もたれのないイスが数脚。あとは彫刻や版画の作品を保管しておくためのガラス棚。棚の中では近代美術と現代美術が互いにそっぽを向いている。

　そして部屋の真ん中にはのっぺりとした黒い布を被かぶった三角形が立っていた。

「これは？」

「ボクの絵」

　肩から下げた袋を静かに机上へ置いて鶴見は照れるように笑った。

「ボク、絵、描いてるんだ」

「他の部員は？」

「いるよ。少ないけど。でも今日はボクだけ。ホントは活動日じゃないから」

「じゃあどうして？」

「絵が描きたくて」

　人が息を吸う理由を答えるように、鶴見はそう言った。

　その当たり前なまっすぐさが御剣にとっては眩まぶしくて。湧わいた興味は自然と問いを重ねさせていた。

「キミはそのために生きてるのか？」

　鶴見は目を大きくして困惑を口にする。

「……なんか、いきなり質問が飛躍したね」

「そんなふうに見えたから」

「うーん……」

　首を捻ひねること幾いく何ばくか。

「……さすがにまだ、そこまでは言えないかな」

　──まだ。その言葉だけでも驚異的だった。

　まだ、ということは──彼女はいずれそうなるつもりでいるのだ。

「とりあえず、今の目標はコンテストで入賞すること」

「入賞したらどうなる？」

「プロになる、かな。コンテストにもよるけど」

　ききたかった答えではなかった。それはたぶんきき方が悪かったからだった。しかしなんときけば自分の求めている答えと重なるのか、今の御剣にはわからなかった。

　だから質問を変える。

「入賞できなかったらどうする？」

「また次の絵を描く」

　やはりききたかった答えではなかった。

　鶴見凛という人間はとてもまっすぐで、彼女にとって挫ざ折せつは直線で引かれた生き方の通過点でしかなかった。

　御剣のように道を変えることを余よ儀ぎなくされるような挫折を彼女はまだ知らないようだった。

「賞なんてもらえないことのほうが多いよ。今までもらってきたのはどれもちっちゃいやつ。先があるようなコンテストにはまだ選ばれてない」

　取り繕うように語る鶴見。

「へえ……」

　彼女に対する特別な興味が御剣の中から薄れていく。先が見えていない自分のことをもしかしたら救ってくれるかもしれない──そんな甘えが光に吞まれて消えていく。

　御剣が希求していた答えをきくにはまず、鶴見が「目標」という言葉に言い換えた「夢」を叶かなえる必要があった。叶えて、叶えきって。先がなくなったときにもう一度同じ質問をすべきだった。

　───なにもなくなった今、キミはどうしたい、と。

「それで、御剣くん。御剣乃音くんに頼みがあるんだけど……」

　口にされた頼みはそのまま、鶴見が御剣をここへ招いた理由となっていた。

「…………ボクの絵、見てくれないかな？　客観的評価が欲しくて」

　無論、頼まれて断る御剣ではない。

　ただ、あまり力にはなれそうになかった。

「いいけど、僕にはあまり芸術ってものがわからないんだ。人の心と同じくらい」

「かまわないよ。なんとなく、思ったことをそのまま口にしてくれたらいい」

「同じ部員とか、僕以外にもっと適した人間がいると思うけど？」

「……ボクは……キミに見られたいんだ……」

　伏し目がちに組まれた手の爪のピンク。躊躇ためらいをのせてほんのり赤く染まった頰ほお。

　四角い窓に雨粒と混ぜて塗られたモノトーンの背景が一際彼女の色彩を際立たせる。

「布を被せてるのはもちろん日に焼けて色が褪あせるのを防ぐためとかって理由もあるんだけど、それ以上に……あんまり見られたくないんだよね。完成途中の絵って」

　ビニール袋から取り出した絵の具一式を意味もなく一列に並べながら、彼女は丸めたもう片方の手で口元を隠す。

「なんだか……ほら……そわそわしちゃうからさ……」

「わかった。見るよ。キミの頼みだ。僕が断るわけがない」

　見られることへの耐性をつけたいのか、あるいは無性にそわそわしたいときというのもあるのだろう。それくらいに考えて、御剣は頷うなずく。

「…………やっぱり口説き上手」

　妙にしおらしく呟いて、鶴見は布の端を抓つまむ。

「……じゃあ、見せるね……？」

「ああ」

　ぎゅっと目を瞑つぶって、バサリと布が捲まくり上げられた。

「…………どう？　変じゃ、ないかな……？」

　身を硬くしている鶴見。

　力の抜けた優しげな笑みを零こぼして御剣は答えた。

「ああ。どこも変じゃないよ。とっても綺麗だ」




　　　　　　　　　　◆




「彼は甘い声でそう囁ささやいてからおもむろに、彼女の耳の裏を輪りん郭かくに沿っていやらしく指先でこねくり回し始めるのだった」

「なんでそうなるんですか」

　日中の雨で煌きらめきの大半が失うせた夜空の下、今日も二人は偶然出会った。いつもの場所、いつもの距離感で。

「あれ、違うの？　私はてっきり隣人くんの自慢話をきかされているのかと」

「そんな要素どこにもありませんでしたよ」

「ああ、そういう感じ。流行の済んだ鈍感系主人公路線であえていくわけだ」

「感動には動どう悸きが伴うもので」

「まったく気持ち悪い」

　文章の最後に句点を置くように言いきって吐き捨てる夕ゆう凪なぎ。昔なら一緒に漏れ出ていたタバコの煙は現在タンク切れを起こしている。

「まあ、もしかしたら、心が動きかけた瞬間はあったのかもしれませんけど」

　鶴見のまっすぐさに束の間興味を示した自分を客観的に思い出しながら御剣は呟つぶやく。

「隣人くんのそういうのって、だけど本当に無自覚でやってるのかもね」

「そういうの、とは？」

「タバコ、また始めようかな」

　柵に背中を預けて頭を空中に投げ出し、開けた口に夕凪は楕だ円えん形けいの月を放り込む。

「ダメですよ。隣人さんは実際にドジッ子なんですから」

「ふん。生あい憎にく隣人くんの妄想に付き合う気分じゃないね」

「どうして？」

「月が苦いから」

　柵に頰ほお杖づえをついて、御剣は夕凪のほうに顔を向ける。

「じゃあ、現実の話をしますか」

「お金と仕事と将来の話だったらキミもガブリと食べちゃうぞ」

「そんなことを僕が話すと思いますか？」

「思ってないからまだ食べてないんじゃないか」

　ふっふっふっ。喉のどを鳴らした小気味いい笑い声が夜の世界に溶ける。

「宇宙の果てとか愛の行方の話だったら付き合ってやってもいい」

「だいたいそんな感じです」

　明滅する点状の鉄板は今日も二人が作る沈黙の間を飛行する。

　夏の夜の生なま温ぬるい風が水滴をのせた赤い髪を撫でて彼方かなたにそよがせた。

「隣人さんはあのときのこと、どこまで覚えてるんですか？」

　エキセントリックボックスは妄想のような現実の現象だ。

　それがもたらす辻つじ褄つま合わせは、現象に触れた者の記憶からファンタジーを消し去る。代償ありきの魔法使いとも言える人ひと身み御ご供くうの記憶ごと。

　夕凪は先日、エキセントリックボックスの力に晒さらされた。

　そしてそれぞれべつべつの部屋に帰り、二人でベランダから月を見上げた。今日のようにまた〝偶然〟出会って。

「どこまでもなにも……突然レイプ紛まがいのキスをされた私はすっかり傷物さ」

　もし現実が逆だと知ったらどんな反応をするだろうと御剣は考える。

「僕の顎あごが粉砕した理由は？」

「ぶつけたんだろ」

「隣人さんの足が腫はれてる理由は？」

「だからぶつけたんだろ。どうせ私の寝こみを襲おうとした隣人くんの顎に」

「エキセントリックボックスについては？」

「エキ……なに？　そういえば屋上から帰るとき、あの幼女のことを隣人くんは何度かそう形容してたね。たしかスク……スクールランブル」

「スクランブル」

「そう、それ」

　部屋の中から眩まばゆい光が溢あふれ出す。

「スクランブル、参上！」

　名前を呼ばれて飛び出した人型の箱はベランダに出てくるなり主人の足にべったりと抱きついた。

「いや、呼んでないぞ」

「女の人と話しすぎー！」

　ぐりぐりぐり。丸い頭が腰に押しつけられる。

「出た、幼女」

　金色の目がぐりんと夕凪のほうへ向いた。

「……でも、アリスなら我慢する─」

　そう言って、スクランブルはまたとてとてと部屋に戻っていった。

「……なんなんだ、あいつ？」

「わからないけど、許されるっていうのはいいね。次の『許されない』を探れる」

　目の下のクマをのばしながら夕凪は笑う。

　自分とスクランブルのことを覚えているのはあのとき屋上で力を使わなかったからだろうと予測し、御剣は質問を続けた。

「じゃあ、もうひとりの人身御供のことは？」

「なんだそれ？　隣人くんが新しく毒どく牙がにかけた女の子のこと？」

「氷ひ室むろのことですよ」

「知らないって。絵描きの子以外にまたべつの女か。そういえば朝もなんだか他の少女を連れ込んでたようだし……隣人くんは女子に催眠でもかけてるのかい？」

　御剣は苦笑して言った。

「氷室は男ですよ」

　そのとき。後ろのほうで甲高い声がして、間もなくトン、という勢いと共に、御剣は背中に柔らかいものを押し当てられた。

　またスクランブルかと振り返った御剣の前には、紫の瞳をした銀髪の少女が立っていた。

　高い鼻とぷっくり膨らんだ唇。日本人離れして整った顔立ちの少女は、純白のワンピースをそっと捲まくって水玉模様の下着を露あらわにしながら言った。

「氷室、参上」

　妙にねばついた口調で。綺き麗れいな瞳でべとついた上目遣いをしながら。

「ダーリン。ごはんのお風呂でワタシにしよっ」

　てへっ。短い舌を出した〝彼〟は今日も変身していた。御剣乃音を困らせ、自分を排除すべき悪者だと認識させるために。

「どうやら隣人くんの部屋は少女の収納施設だったらしい。気持ち悪いからほどほどにね」

　呆あきれた様子で部屋に戻ろうとする夕凪。しかし思い出したように窓枠のところで足を止めて。

「っと。そうだ」

　身の丈を半分だけ出したまま尋ねた。

「それで変態くん。その絵描き志望の子の絵はどうだった？」

　御剣は纏まとわりついてくる真の変態を突き放して答える。

「とても綺麗な絵でしたよ」

「なにか感じた？」

「……綺麗なんだろうな、と」

「そっ」

　短い相あい槌づちで暗い部屋に消えた夕凪は、去り際になぜだかほんの少し口くち許もとを緩ませていた。

　隣の窓が完全に閉まる音がしてようやく、氷室は御剣から離れた。

「おえー」

　ガバリと開いた股の間に顔を沈めて白い手で喉を縛る。

「……おまえはいったいなにがしたいんだ？」

　壊れ物としての行動原理なら容易たやすく見抜ける御剣だったが、逆に氷室棗なつめという人間が持つユーモアというか独創性というか、そういう変質は摑つかめないでいた。そもそも摑めるほど知りたいとも思わないのだが。

「くっくっくっ。御剣乃音──これであの夕凪とかいう女はあんたを見限った。幻滅した。これでおまえは嫌でもオレを悪として意識せざるを得ない」

「まだそんなこと言ってるのか」

　深いため息がひとつ。

「隣人さんは最初から僕のことを気持ち悪いと嫌ってるよ」

「それはあんたが愛情を失っているからそう思うだけだ」

「だとしても。僕を孤独に追い込んでおまえになんの得がある？」

　氷室棗はまだ御剣乃音ほど壊れてはいない。困らせる相手を多少なりとも選んでいる時点で、それくらいの分別はまだ利いているということだ。ならばどうしてわざわざ御剣ひとりにこだわるのか。

「オレはあんたをヒーローにしたいの！　弱きを助けるために強きを挫くじく理想のヒーロー」

「そんなものを目指した覚えはない。もちろん名乗った覚えもな」

「だけどあんたはヒーローになれる」

「そんなにそのヒーローってやつに憧れてるならおまえがなればいいだろう。なにせ変身もできるんだから」

　上々の皮肉に対して、氷室はなにも言い返しはしなかった。

　かわりに。御剣宅の玄関ドアが開いて、その向こうに立っていた水色髪の少女がか細い声で言った。

「一分です」

　御剣に対する夕凪の認識を改めさせるために氷室は『神かみ代しろ』となって二つの力を使っていた。

　彼の言葉で言うならそれは「変身」と「ワープ」。

　加えて御剣の様子を窺うかがうためにときどき「観測」の力も使っている。

　ずいぶん重量のある憧れだと、願望成じよう就じゆの力を与えながら彼のエキセントリックボックスは思う。

「へいへーい」

　見目麗しい少女から普通のジーンズ＆Ｔシャツの少年に戻った氷室は当然のように土足で御剣の部屋へと入り、立ち尽くす少女型ボックスと口づけをして契りを済ませる。

　それからコンロの上にある鍋に注目。

「おっ、いいね。ちょうど腹が減ってたんだ」

　すすっと取り出した皿にささっと鍋の中のものを盛り、円卓の前に我が物顔で腰を下ろして。

「いっただっきまーす」

　くっちゃくっちゃっ。

「はあ……」

「はあ……」

　漏れ出た息は二人分。氷室を挟んで一人と一個のため息。

　けれどなにか注意する気にもなれなくて。しかたなく箱に戻ろうとする彼女の手を、ふいに弾力のある手がぎゅっと摑つかんだ。

「……え？」

　スクランブルだった。

　金色のピンポン玉みたいな瞳は、憂いを帯びた水色の瞳をまっすぐじっと見つめていた。

「え……？」

　突然のことに戸惑い、エキセントリックボックスは主に視線を送る。主は肉じゃがを腹に詰めるのに夢中になっていた。

　不承不承、御剣へと視線を向けてみるが、彼もまたスクランブルの行動意図を摑めていないようだった。

　スクランブルはもう御剣の管理下にいない。むしろ御剣が彼女に命を管理されている。宛さながら人身御供とエキセントリックボックスの関係が逆転したかのよう。

　困り果てて目の前の少女に視線を戻すエキセントリックボックス。

　もしや氷室が引き起こした昨日の一件に怒り、このまま押し倒されて殴られるか、あるいは侮ぶ蔑べつの言葉でも浴びせられるのだろうか。

　そんなことを思ったときだった。

「……」

　より一層、手を握る力が強められた。

　そして大きな声で、スクランブルは彼女に言った。

「おともだち！」

　薄い壁を挟んだ隣の部屋まで間違いなくきこえていそうな、宣誓みたいな声だった。

「…………えっ？」

　それでも氷室のエキセントリックボックスには向けられた言葉の意味と理由をうまく結びつけることができなくて、やはり困ったように小首を傾かしげる。

　だからもう一回、スクランブルは言う。

「おともだちに、なりたい！」

　そこでようやくエキセントリックボックスは気づいた。距離感が狂いそうなほど声を張るスクランブルの手が小さく震えていることに。ピンポン玉みたいな丸い目が、今にも泳ぎそうになっていることに。

　それは人が示す緊張の反応と似ていた。緊張し、萎い縮しゆくし、それでもなにかに立ち向かおうとするときの。前に進もうとするときの。

「……私と……？」

「う、うん！」

　スクランブルは氷室のエキセントリックボックスと友達になってみたかった。

　動機は単純だ。見た目の年も近そうだし、性別も一緒みたいだし、なにより同じエキセントリックボックスだし。

　ただしそもそも──そんな発想に至った理由の説明は困難を極める。

　いったい人ひと身み御ご供くうからどんな要素を献上されていれば「友達がほしい」という発想に至るのか。

　まだその要素をもらっていないエキセントリックボックスには、だからそれがわからない。
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「…………ダメ…………？」

　眼前の、ピンポン玉みたいな目をした箱が今にも泣きそうな顔になる。その原因がなかなか返事をしない自分にあることは、彼女以上に未熟な箱にもわかった。

　だから。そういう理由で。しかたなく。自分の感情なんてものとはもちろん無関係に。

「…………いいよ…………」

　エキセントリックボックスはエキセントリックボックス同士、友達になることにした。

「……う、うわーい！」

　パアッと、スクランブルの顔が明るくなる。

「ばーか。おまえらが友達になってどうするんだよ。オレらは協力して御剣乃音を苦しめるんだぞ」

　食べた皿をしっかり洗いながら氷室が言う。

「……はい。氷室様がダメだというならもちろん私は……」

「いや、べつにそうは言わないけどさ……」

　水を切りながら氷室は考える。はたして過去にエキセントリックボックスが人身御供の判断を待たずに行動したことがあったか。続いて思い出す。昨日の件。屋上で、ひとりでに成長して見えた彼女の姿を。

「べつにいいんじゃないか、氷室」

　そう口を開いたのは御剣だ。

「おまえが僕にどんな感情を向けようと、それは僕とおまえの問題だ。エキセントリックボックスの感情まで縛る必要はない」

　言いながら、御剣自身も判断がつかないでいた。その感情が元は自分のものなのか、それともスクランブルの中で自然に芽生えたものなのか。

「……まあ、そうだけど」

　氷室は自分のエキセントリックボックスを見つめる。

「おまえは、そいつとそうなりたいのか？」

「…………私、ですか……？」

　…………私……自分……自分自身…………。

　無意識に落ちていく視線の先には、生暖かい小さな手の在あり処かを確かめるように握り返した白い手。無機物のように冷えた自らの手。

「…………その答えは……まだ保留にしていてもよろしいでしょうか？」

　だれにともなく尋ねる。

　尋ねて、付け足す。

「…………しっかり、考えてみたいんです」

「べつにいいけどよ」

　舌打ち交じりに答える氷室。その顔は態度ほど不快さを表してはいなかった。

「じゃあ帰るぞ。今夜の食料を食い漁あさられた御剣乃音は、これで一層オレへの恨みを強くする」

「悪いな。もう僕もスクランブルも食べた後だ」

「……明日からもずっと食べてやるからな」

「どうせ食欲のない僕は一向にかまわないよ」

「ち、ちくしょう……覚えてやがれ！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残して氷室は帰っていった。箱型に戻ったエキセントリックボックスと一緒に。普通に玄関から。

　スクランブルは閉められたドアのほうをいつまでもぼーっと眺めていた。うれしそうに緩んだ頰ほおに手をついて。

　やはり妙な箱だと、御剣は思った。

　その夜も眠った御剣があの回想夢を見ることはなかった。




　窓の向こうで一筋の彗すい星せいが観測された。
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　翌日の御み剣つるぎを起こしたのは部屋に鳴り響いたインターホンだった。

　机の上のスクランブルがまだ箱型であるのを確認してドアを開ける御剣。

「おはよう」

「ああ、おはよう」

　向こうに立っていたのは真ま白しろだった。

「まだ眠ってた？」

「いや、もう起きてるよ」

「お鍋、回収しに」

「ああ、悪い」

「おじゃまします」

　腕の下を潜くぐって部屋へと入り、空になった鍋を見て真白は嬉うれしそうに鼻を膨らませる。

　それから抱えていたべつの鍋を隣に置いた。

「これ、今度はシチュー。夏野菜とか入れて、わりと涼しい感じにしてるから」

「ああ、悪い」

　いつの間にか口癖になっていた言葉を吐いてから、御剣は床に落ちていたチラシに目をやった。

「……なあ、真白」

　御剣は知っていた。過去の──一昨日おとといまでの彼女が、自分のために部での活動をおろそかにしていたことを。

「今日は練習、ないのか？」

　真白は一拍の間を挟んで答えた。

「ううん。だからまた、これからいこうかなって」

　外は今日も雨模様で、灰色の空は時計のない部屋に時間の光を届けない。

　御剣は何年かぶりにテレビの電源を入れた。ブツン──。寝ぼけ眼まなこを突かれて数秒後、薄い直方体は忘れていた役目を思い出す。

　空虚な笑顔を張りつけたコメンテーターが毒にも薬にもならないようなことを口にしているその横で、細い白字が小さく時刻を表示していた。

　朝の九時過ぎ。その時間に真白がここにいることの意味を御剣は理解していた。

「……もう始まってる」

「……え？」

「この時間にここにいるってことは、真白……キミはまた、部活に遅れて顔を出すつもりでいるってことだ」

　感情や感覚にはうまく寄り添えない御剣だが、機械的に決められた予定を覚えておくのは得意だった。

　真白が所属している吹奏楽部の活動はいつも決まって午前か、午後に始まる。午前の場合は朝の九時から。終わる時間が長引いても、始まる時間がずれ込むようなことはない。

　彼女がエプロンの下に制服を着ていることから考えても、おそらく今日は午前の日。つまりもう、始まっている。

　真白セツミはまた自分自身をないがしろにしようとしていた。他ならぬ御剣乃の音おとのために。

「またって……？」

　眉を顰ひそめる真白の肩を御剣はグッと摑つかむ。

　ドキリとして、少女の鼓動が速くなる。くすんだ栗くり色いろの目に吸い込まれそうになる。そして自覚する。自分の中にある特別な感情を。善意の向こう側にある淡い煌きらめきを。

「僕はキミに悪い影響を及ぼしたくないんだ」

　切な表情で口にされた言葉は、だから再び、向いている方向を捉とらえ違えられる。

　御剣はやはり自責の念からその言葉を口にしていて、真白はやはりその言葉を自らに向けられた気づかいと勘違いした。

　クレヨンを揺らしたみたいに、白い頰に波打つ朱が引かれた。

「……ありがとう」

　ボソリと呟つぶやく真白。

　────僕はキミのことが心配なんだ！

　真正面からそう言われたのが恥ずかしくて、今はそれが精いっぱいだった。

　なぜ御剣が自分の部活時間を知っていたのか。そんな些さ細さいな疑問など、胸の高鳴りで頭の隅の隅にまで追いやられていた。

　一方、どうして礼を言われたのかなどまるでわからない御剣は、首を引いてじっと真白のことを見つめたまま、忠告の言を身体の中まで流し込むため彼女の顎あごをそっと指で持ち上げる。

「あっ……」

　色づいた吐息が桃色の唇から漏れ出す。

「コンクールが終わるまでは、どうかそれに集中してほしい」

　その先のことなど考えず──考えられずに御剣は願う。

　その先に思いを馳はせて──真白は小さくコクリと頷いた。

「ありがとう」

　ふっと笑って、真白の肩から手を離す御剣。

「じゃあ、いってくれ。今日もらったシチューはありがたく食べさせてもらうから」

「……うん」

「演奏、楽しみにしてるよ」

「……うん」

　……ジワリ……。

　子宮が疼うずくのを感じて、真白は逃げるように慌てて部屋を出ていった。

　縁と呪いは偶然と運命くらい似ている。

　よくない関係が、また始まろうとしていた。




　　　　　　　　　　■




「ばさあ」

　食事を済ませたスクランブルがまた傘を差して御剣の腕に抱かれた。それが一時間ほど前のこと。

　今日の御剣には予定があった。そしてそのために彼は今、あの海岸までやってきていた。

　元は無意識が選んだひとりになれる場所。緩やかなカーブを描いて続く防波堤。その上に上り、御剣は堤防の果てを目指す。きこえる潮しお騒さいになんの感慨も抱けなくなった自分に一いち抹まつの寂しさを覚えつつ。

　堤防の途切れ目を跳び、消波ブロックの奥はあまり見ないようにして、傘を叩たたく雨と打ち寄せる波の音に耳を澄ませながら歩いて、しばらく。

　行き着いた堤防の果てにはぽつんと小さな赤い灯台があった。錆さびた細い鉄の上に丸い電灯を載せただけの、畦あぜ道みちに立つ街灯とそうは違って見えない灯台。

　灯台には一本の傘がかけられていた。電灯に青空模様の布をうまい具合にひっかけて。

「あれだな」

　教えられた条件と照らし合わせる。「置き忘れ灯台」というのはあれで間違いないだろう。

「あれっぽい」

　灯台の下を指さすスクランブル。

　そこには灯台に背中を預けた少女がいて。細い鉄柱の端から茶色い三つ編みと紅茶色のヘッドフォンが覗いていた。堤防の縁ふちに投げ出した靴の先が時折、上空の傘からはみ出して雨に濡ぬれている。

「りーん！」

　スクランブルが呼びかける。

　しかし返事はない。

「りんりーん！」

　もう一度。

　が、やはり灯台の向こうにいる彼女は返事どころかスクランブルの声に反応のひとつも示す素振りがなかった。

「むーん……」

　膨れ顔のスクランブルはひょいと腕の中から飛び降りると、傘を御剣に預けてのそりのそりと彼女に近づいていく。

　嫌な予感がした。

「おい」

　と、御剣が呼び止めるよりも早く。

　足音を殺して駆け出したスクランブルが「えい」と彼女の背中に跳びかかった。

「りんりんりーん！」

「わわっ!?」

　思わず飛ばしそうになったスケッチブックを慌てて抱え直す鶴つる見み。それがしっかりと手元に残っていることを確認してふうと安あん堵どの息を漏らす。

　それからようやく振り返った彼女は、手に持っていた色鉛筆をクルリと回して照れ笑い。ヘッドフォンを首にかけると、呆あきれ顔の御剣としたり顔のスクランブルを見て茶目っ気けのある敬礼をした。

「……やあ、どうも」

　丸眼鏡めがねを外していた彼女はいつもより快活で、繊細さよりも可か憐れんさを纏まとって佇たたずんでいた。

「約束どおり、やってきたよ」

　スクランブルの胴体を抓つまんでひょいと持ち上げる御剣。スクランブルはいかにもいたずらを成功させたときの子供みたいに嬉しそうな顔でぴーぴーと口笛を鳴らしていた。

「……ごめん、ボクったら。自分で呼んでたのに……ついラクガキ始めちゃってて」

　傘の下に置いてあったトートバッグに色鉛筆をしまい、鶴見はそっとスケッチブックを閉じる。

「また描いてたのか」

「うん。それ以外にすることなんてないから」

「だったらそれを邪魔したスクランブルが悪いよ。キミがなにか後ろめたさを感じる必要はない」

「ガーン！」

「僕の価値判断ではな。他人の迷惑になった時点でこっちが悪い」

「そんなことないよ。自分でもわかってるんだ。これが悪癖だって」

「どこにいてもスイッチが入ったら突然絵を描き始めてしまうのが？」

「そんな癖はないよ」

　妙なキャラクター設定だと苦笑いして、彼女はバッグから取り出した眼鏡を耳に通す。

「集中しちゃうと、周りの音が全部きこえなくなっちゃうの。話しかけられても全然気づけなくて。だから人前では絵、描かないようにしてるんだけど……」

「なるほど」

　そういうことならこの防波堤はピッタリだ。

　夏なのに海水浴客のひとりもいないこの海岸は、人目から逃げるのには適している。

「部活時間以外に美術室を開けてもらってるのもそのせい。話しかけても無視され続けちゃうと、相手も気分悪いでしょ？」

「なるほど」

「理科の澤さわ田だ先生がね、部の顧問だから、融通きかせてくれてるの」

　スクランブルはあの、蛙かえると等直線運動とMgを合わせたみたいな顔の大男を思い出す。

「そのヘッドフォンは？」

　尋ねたのはスクランブルだった。

「これは、むしろいるんだ。感傷をトリップさせて夢想した絵を描くために。『きこえないけどきく』みたいな」

「なるほど」

「普通」さえなにかわからない御剣に、変わり者の「芸術家」が考えることなどやはりわかりそうになかった。

「じゃあ、みんなが学校にいるときはいつもここで絵を描いてるわけだ」

「うん。だから御剣くん。御剣乃音くんがよく堤防で黄昏たそがれてたのもじつは知ってるよ」

「なるほど」

　御剣はスクランブルを降ろして灯台に肘ひじをつく。

「じゃあ、僕はそれをまた見ればいいのかな？」

　ここに呼ばれた理由を察してみる御剣だったが、その予想は空を行く。

「ううん。むしろここにある絵は絶対に見せたくない」

　やはり〝人の事情なんてわからないもの〟だった。

　けれどその哲学で立ち止まっていたら、今の感情を欠いた御剣乃音からいつまでたっても変われない気がした。

　──変わらなければいけない。消失願望と決別して生き続けるためには。

「隠されると余計に見たくなるな」

　言いながら、これはいかにも人間らしいセリフだと御剣は思う。

「御剣くん。御剣乃音くんって……Ｓっぽい？」

「そんなふうにカテゴライズされてみたいね」

　人間としての小分類に振り分けることができるなら御剣乃音は人間だ。

　空虚な言葉遊びでも、そんな証明が成り立つ。

「僕はキミの現在よりも未来に興味がある。言い換えるなら、外身よりも中身のほうに興味がある。どんな要素でキミができているのかを、僕は知りたいな」

　真意に近づけるべく紡つむいだ言葉は、だけど結局真意ではなくて。

　口から外に出るために、思いはいつだって口こう腔こうに削り取られる。

　とどのつまり御剣が言いたかったのは「夢を叶かなえきって抜け殻になった鶴見凛りんを見てみたい」という残酷な要求だった。

　しかし伝えるために濾ろ過かされた言葉は結果、純粋な想いとして汲くみ取られ、受け手の頰ほおを赤く染めさせる。

「…………御剣くん。御剣乃音くんがそう言うのなら……」

　組んだ足の間で両手をもじもじさせながら、彼女はスケッチブックを身体にひっつけて胸まですり上げる。

「でも……見せる用の絵じゃないから……変だよ……？」

「ああ。かまわない」

　絵には興味がなかった。御剣が見たかったのは絵ではなく、それを見せるときの鶴見の様子だった。往々にして、隠したい部分に人の本質が現れるから。それを具つぶさに観察すれば、御剣は鶴見凛という人間に──ひいては他人という存在にもっと興味を持てるようになるかもしれないという気がしていた。

　上目づかいで御剣の表情を窺うかがいながらゆっくりとスケッチブックを捲めくる鶴見。描きかけになった絵のひとつ前のページにある一枚を、まず自分の目で確認してから、もう一度御剣を見やる。

「……本当に……変だよ……？」

「普通がわからない僕だから、なにが変かもわからないよ」

　本心だった。御剣は本当にそう思っていた。変でも、変じゃなくても、鶴見凛の描く絵は全て等しく綺き麗れいなだけなのだろうと。自分がそれに対して特別なにかを思うようなことはないだろうと。

　なぜなら先日御剣が心の動きを感じた瞬間は、彼女の絵を見たときではなく、彼女が絵のように見えたときだったから。

　しばらく黙り込み。やがて決心したように一回深く頷いて。

　鶴見はスケッチブックを裏返した。

「…………はい……これが……ボク…………」

　世界がぐらりと揺れて、呼吸が止まった。

　その絵は、そこにあった絵は、まるで透明な毒ガスか内臓を焼く火炎の魔法のように、目にした瞬間、御剣の心を蝕むしばんだ。そしてその苦しみは、先にやすらぎを用意した優しい導線の様相を呈していた。

　例えば、まず傷口を作ってからそこに消毒液を垂らすみたいな。痛みをわからせるために身体へ傷を覚えさせるみたいな。必要な疼うずきと癒しが両方、その幅五十センチ足らずの紙には込められていた。

　──たぶん、彗すい星せいだと思う。

　群青色の宇宙で、淡い光を放つ彗星が流れていた。

　その存在に不確かさを覚えたのは、そこに描かれていた絵が、他の何なに様ようにも捉とらえられたからだった。

　仮にそこに描かれていたのが宇宙を漂う彗星だったとして。無重力に辺りを散らばる星ほし屑くずは、ならば点描の牛と撫でられたピストルでできていた。向日葵ひまわり色をした大地の破片が浮かんでいて。極彩色の蝶ちようが十二角形の惑星に止まっていた。エメラルドのブラックホールは五日後の未来を盗み食いしていて。望郷へ至る水面は退廃した瞳に希望を映していた。

　そんな世界に、彗星は流れていた。仮にそれを彗星とするならば。

　その絵に描かれた空間は、見る者によって宇宙にも深海にも見えた。彗星も、人の死体や想いと見ることもできた。御剣には彗星に見えたその一筋は、スクランブルには黄金飴あめに見えた。

　けれどどちらにとってもその絵は、息の仕方さえ忘れさせる魔性の魅力を放っていた。

「…………どう、かな？」

　恥ずかしそうに絞り出した鶴見の声で、ようやく御剣は呼吸をしなければ自分が死んでしまうことを思い出す。

　御剣はいつもより速い鼓動を示す心臓を押さえ、雨に叩かれている酸素を思い切り喰くらって、それから鶴見を押し倒した。

「きゃあっ!?」

　堤防の上で重なる二つの身体。

　ヘッドフォンから零こぼれ落ちていく交響曲。

　傘からはみ出した互いの頭に冷たい雨が降る。

　突然のことに驚き、声をあげる鶴見にぐっと顔を近づけて、御剣は尋ねる。

「……どうしてこの絵を見せない？」

　真剣な顔に刻まれた陰影は、腕の中の鶴見を怯おびえ、萎い縮しゆくさせる。鼻先が擦れ合う、眼鏡の縁ふち分しかない距離で、それでも彼女はスケッチブックをしっかりと閉じて中の絵を守っていた。

「どうしてって……変だから……。だって、変でしょ？」

「ああ。変だよ。とても」

　まるで統一感のない、宇宙の中に深海があるみたいな絵。

「でも、それのなにがいけないんだ？」

　少なくとも、あんな、綺麗なだけの絵なんかより、どこにでも売っていそうなスケッチブックに描かれたこの絵のほうが、ずっと心に訴えかけてくるものがあった。

「僕にはこっちのほうがずっと凄いものに思える。たしかに変だけど、変だから……僕はこの絵になにかを感じる」

「なにかって？」

「……それは……」

　考える。壊れ物の頭で考える。思いに一番近い言葉を。

　探し出す。穴だらけの心から探し出す。言葉に一番近い感情を。

　そして見つかった代しろ物ものに名前をつける。

「…………僕は……この絵が好きだ……」

　愛情を失なくした自分にまだそんな思いが残っているのか定かではないけれど。

　好きじゃなくても愛せるのなら。逆説的に、愛せなくても好きになれる気がした。

　だから、そう。

　これが──「好き」という感情だ。

「……うん……好きだ」

　もう一度、その感情を確かめるように、御剣は呟つぶやく。自分自身の心を見つめながら、腕の中の鶴見に向かって。

「…………ありがとう…………」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた鶴見だったが、やがてこの上なく嬉うれしそうに笑って。

「えい」

　と、身を捻ひねって体勢を逆転させた。ずれた眼鏡めがねがカクンと鼻下まで落ちる。

　両足で御剣の腰を挟み、スケッチブックを灯台の下にそっと置いて、彼女は御剣の長い前髪を優しい手つきで搔かき分けた。

「このスケッチブックにあるのは、ボクが剝むき身になった……裸んぼの絵なんだ」

　頰に朱を刻んで彼女は続ける。

「だから……嬉しいな。それを好きって言ってもらえて。なんだかボクをまるごと肯定されたみたいで」

　ぴーぴーぴーと愛情センサーが作動。絵の持つ力に圧倒されてころんと転がっていたスクランブルが慌てて御剣から鶴見を引き剝はがす。

　御剣は上体を起こして再度尋ねた。

「どうしてこういう絵をコンテスト用でも描かないんだ？」

　色鉛筆でしか描けない、という話でもないだろう。仮にそうだとしても、ならばその分野で募集を受けつけているコンテストに応募すればいい。入賞は間違いないだろうと御剣は思う。揺れた心を根拠にして。

　しかし鶴見はそんな熱を冷ますように首を横に振った。

「こういう絵はね、評価されないんだよ」

「どうして？」

　壊れ物の鈍くなった心にさえ響いたんだ。正常な人間にこれを見せれば、きっとより強い衝撃を感じてもらえるはずだ。

「うーん……」

　腕を組んで唸うなりながら、鶴見は伝えるための言葉を選ぶ。人ひと身み御ご供くうである御剣が昨日、ファンタジーには縁のない教師に対してそうしたように。

「評価されないというよりは、評価しちゃいけないってほうが正しいのかな。こういう自分丸出しの絵は、仮にもプロになろうって人間が描いちゃいけないんだよ」

「そのほうが魅力的でも？」

「うん」

「出したことは？」

「え？」

「この、キミが宿った絵をコンテストに出したことはあるのか？」

　鶴見は困ったように鼻頭を指で擦こすった。

「うーん……じつはそれはまだ」

「じゃあ評価されないかどうかなんてまだわからないんじゃないのか？」

「わかるよ。歴史が証明してる。もし評価されるようなことがあっても、それは決まって画家が死んだ後だよ。それに……」

「それに？」

「……もし出して評価されなかったら……いやまあ、ほぼ間違いなくされないんだけど……そのときがきたら、まるで自分の人生全部が否定されたみたいじゃない。そんなのは……怖い」

　鶴見凛の人生はいずれ〝絵を描くため〟という一点に意味が集約される予定だ。

　その計画を途中で狂わされたくない。つまらない現実の介入によって。

　それが鶴見の本心だった。

　けれど。

「つまらない現実に合わせて、つまらない絵を描くことに、意味はあるのか？」

　御剣には、そこに意味があるようには思えなかった。

「……やっぱり、つまらない絵だったんだね」

　失言だったと、御剣は思った。自分なんかの壊れた価値基準で彼女の世界を貶おとしめてしまった、と。

　ところが鶴見はわかっていたように頷いて、俯うつむいていた顔をすぐに上げた。

「ボクもそう思うよ。あれは綺麗でつまらない絵。だけどそっちのほうが評価される現実があるなら、ボクはそっちを描いていく。露出趣味は趣味で十分。それを趣味以上にしようとしたら、ボクはたぶん現実から爪つま弾はじきされちゃう」

　それはあの夕ゆう凪なぎでさえ同じように至った答えだった。

　現実に生きている以上、現実に合わせた生き方をしなければならない。ファンタジーが流入して現実を壊しでもしない限り、自分を裸にした絵を出すことに意味はない、と。

　だが、この絵を見た御剣はそう思わなかった。

「鶴見」

　初めてその名を呼んで、まっすぐ見つめて、言う。

「キミの絵には──感性には──つまらない現実や歴史なんて塗り替えてしまえる力があるように思う」

「……！」

　だれにも見せたことがなかった、自分の心象風景を晒さらけ出した絵。それをどうして御剣には見せてもいいと思ったのか、鶴見はようやく自覚した。




　────ボクは他のだれよりも、この人に自分を認めてほしかったんだ。見てほしかったんだ。だって、ボクは────。




「…………もし」

　と、長い間を挟んで鶴見が口を開く。

「もしそれで評価されなかったときは…………責任とってよね。御剣くん。御剣乃音くん」

「責任？」

「そう。責任」

　いったいなにに対してなにをすれば責任をとったことになるのか。自分の命さえ軽けい々けいに扱ってしまう御剣にはわからない。

「いったいなにをすればいいんだ？」

　尋ねてみても、鶴見は惚とぼけたように笑うばかりだった。




　　　　　　　　　　◆




　一口だけかじりつかれたみたいな月が浮かぶ晩、ずいぶんと長引いた部活を終えて、真白セツミは自宅マンションまで帰ってきた。

　脇の駐輪場に自転車を停とめ、明滅する蛍光灯に群がる虫を払い、ふうと息を吐いてエレベーターに乗り込む。押したのは七階のボタン。扉を閉じてエレベーターは上昇を始める。

　真白はクルリとその場で身を翻ひるがえして後ろの姿見に自分を映した。

　自転車で切った風のせいで毛先の跳ねてしまったポニーテールを指の間でくしくし。夏の夜の蒸し暑さのせいで額に浮かんだ汗の粒をハンカチでふきふき。そろそろ化粧の仕方も覚えたほうがいいのかなと思ってみて、彼の言葉を思い出す。

「……今はコンクールに集中しなくっちゃ！」

　コーン。エレベーターが七階できちんと止まる。

「だけど……お鍋は持って帰らないとだよね」

　だれもいない空間でひとり呟き、一歩踏み出す。

「ずっと置いといたら迷惑だし……私も料理できないし……」

　なんだか言い訳をしているみたいだと思う。でもいったいだれに言い訳をしているというのだろう？

　これから会う彼に対してだろうか？

　それとも、これから会いにいこうとしている自分自身に対してだろうか？

　いつかは、きかなければいけない気がした。

　──どうして自分のケータイに、彼との通話履歴が残っているのか。互いに知り合う以前から。

　探りを入れてみてわかったことがある。それはあの御剣乃音という人が、なぜか自分を避けようとしているということ。けれど同時に頼りたがっているということ。そしてとても優しくて、同時に酷ひどい寂しさを抱えた人間であるということ。

　彼は悪い人じゃない。そして私と彼は以前から交流があった。なのに私はなぜかそれを不自然なほど綺麗さっぱり忘れている。忘れさせられている。

　…………悪い魔法使いがだれなのか、暴き出す必要があった。

　けれどそれもとりあえずコンクールが終わった後。今は彼が言うようにしっかり自分のことを優先しよう。それを彼が望むのならば。

「ずいぶんと他人本意なエゴイズムを抱えてるんだね」

　エレベーターの前で立ち止まっていた真白の頭を取り留めのない声が摑つかんだ。

「え？」

　真白はいつの間にか俯きがちになっていた顔を上げる。

　目の前に女が立っていた。

　死んだ魚のような目の下に深いクマを携えた女。真っ赤な髪が斜めの月光に照らされて怪しい色を反射する。水玉模様がファンシーな淡いパステルカラーのセット服に身を包み、いかにも今から寝ますといった格好で外に出ていた彼女は、片方の頰ほおだけを吊つり上げ不気味に笑う。

　一瞬驚いてたじろぐ真白だったが、エレベーターの閉じた扉に後退を阻まれた。

　落ち着くための深呼吸一回。

「こんばんは。たしか、昨日御剣くんと一緒に屋上にいた人ですよね？」

　中ちゆう庸ようの笑みと合わせて、真白はその白い額に闇のような影を作って尋ねた。

「……あなたが悪い魔女ですか？」

　愚にもつかない返事をゴクリと飲み込んで、夕凪は曇っていた目をおもしろそうに手で磨く。

「おほっ！」

　上うわ擦ずった声を漏らし、通路の手すりに片かた肘ひじをついて真白を見つめる。

「そうくるか。てっきり凡百に霞かすむ会話で終わると思っていたけれど……うん。いいよ。隣人くんとはまた違う感性をしている」

「どうなんですか？」

　静かに興奮する夕凪に対して、あくまで淡々と答えを要求する真白。

「ここで『悪い魔女さ』と答えたら、少女は私を殺してくれるかい？」

「殺しませんよ」

　ニッコリと笑ったまま、当然のように言う。

「悪い魔女だったら殺すだけです」

　冗談味のない冷たい言葉におかしな笑顔がべっとりと張りついていて。まるで殺意が空中ブランコをしているようだった。

　夕凪は手すりから下ろした腕で真白の手をぎゅっと摑む。

「私とカタツムリの汁を啜すすり合おう」

「カタツムリ？」

「そう。汚れたドラム缶をみつけて『わーキレイ。私なんかより絶対商品価値あるよー』とか言って傷を抉えぐり合おう。口に手を当てて応援しながら平均台から無ぶ様ざまに転げ落ちるのを願い合おう」

「……それってつまり……友達になろうってことですか？」

「そんなそんな。それじゃ凡百だよ。違う違う。私が言ってるのは……ええと、そうだな……」

　やけに輪りん郭かくをはっきりさせた月を見上げて、夕凪は言った。

「要は、あの月を今度一緒に食べませんかってことさ。互いに席を立つために、影響し合おうというわけさ」

「あなたが悪い魔女じゃないのなら」

「ちちんぷいぷいで世界を変えられるなら、私は今頃朝の憂ゆう鬱うつそのものにでもなってるよ」

　夕凪の言っていることは半分も理解できなかった。けれど彼女が探している悪い魔女でないことは感覚で察しがついた。そしてそのおかげで、感覚を頼ればいつか自分は必ず悪い魔女の正体に行き着けると確信できた。

「いいですよ」

　だから頷うなずく。額に下ろした闇全部を体内に吸い込んで。

「ごめんなさい、突然、魔女とかそんなの。考えてることを言い当てられたみたいでびっくりしちゃって」

「うん。またいつかランチをしよう」

　そんな言葉で会話を切り上げて早々にエレベーターへ乗り込む夕凪。そして姿見に背中を預け、閉まる扉に向かって言った。

「悪い魔女よりも、私は無自覚な美少女ハンターにこそ注意を払うべきだと思うよ」

　擦かすれたその声は小さく、扉の向こうにいる真白にさえ届くことはなかった。

「…………変な人」

　真白は髪留めを外し、長い黒髪をさっと夜風になびかせる。艶つややかな黒が月下に残酷なほど美しく躍った。

「さて」

　御剣の部屋の前に立ち、インターホンを押す。愛想のいい表情と声を作ってドアが開くのを待つ。

　しかし一向に中から人が出てくる気配はなく、もう一度呼び出してみてもそれは同じことだった。

　部屋に明かりがついていたのは帰ってくるときにチェックしている。消し忘れでもない限り、中にいるのは間違いないはずだ。

「あっ」

　そこまで考えて、真白は目の前のドアが微かすかに開いていることに気がついた。

「もう。閉めなっていつも言ってるのに」

　つい、そんな言葉が口を吐く。

「……」

〝いつも〟なんて言えるほど二人で日を重ねた覚えはない。御剣乃音という人間とは昨日偶然出会ったばかりなのだ。そう、偶然。

　胸に渦巻く違和感に漠とした当たりをつけながら、真白はゆっくりとノブを引いてドアを開け、中に入る。

「こ、こんばんはー」

　入ってすぐ見えるキッチンリビングにいたのは御剣ではなく、銀色の髪をした少年だった。

「残念だったな御剣乃音！　おまえのごはんは今日も……げっ！」

　少年は口に運んでいたシチューをボトリと床に落として固まった。

「真白セツミ……!?」

「だれですか？」

　振り撒まかれようとしていた愛想がしゅんと引っ込んでいく。

「……御剣くんの、友達？」

「はん！　だれが。オレと御剣乃音の関係はそんな生易しいもんじゃねえ」

「じゃあ、なに？」

「敵同士だ」

「敵？」

「そう。そして互いに憧れ合った間柄でもある」

　一秒でも御剣が彼への憧れを口にしたことがあったか、氷ひ室むろの懐ふところでエキセントリックボックスは考える。なかった。

　同じように真白も自分の記憶を辿たどってみる。不確かで、どこか無理やり整合性をつけられたみたいに思える奇妙な記憶を。

　向かい合って彼の顔を見た覚えはないけれど、霧ひとつない曖あい昧まい模も糊ことした記憶の中で、その銀髪はたしかに風にそよいでいた。

「あなた、昨日の……」

　だれよりも早く屋上から姿を消した少年。話したこともないはずなのに、なぜかこの少年は私の名前を知っていた。

「あなたは私のことを知ってるの？」

「ああ、知ってるよ」

「教えて！」

　真白が氷室の腕を摑む。身体ごと押し倒してしまわんばかりの勢いで。

「な、なにをだよ……？」

　男に身体を弄もてあそばれてばかりで久しく異性に触れられていなかった氷室は、普通に照れた。

「私……なにか大事なことを忘れてるみたいなの……」

　真白の表情は切なげに陰り、内省は強い自責へと続いていた。

　ふいにそこへ自分を見み出いだそうとしてみて、すぐに氷室は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「大事なこと、ねえ……」

　彼女の言う〝大事〟な事柄に含まれているのは無論自分ではない。

　悪役ヒールに思いを馳せる人間なんていない。わかりきったことだ。

　氷室は落ちたシチューの塊かたまりをスプーンで掬すくって口に運ぶ。母親のよりおいしいかもしれないと思った。

「忘れてるってことは、案外そんなに大事なことでもなかったんじゃねーの？」

　想いの強さや重要度など辻つじ褄つま合わせの前ではなんの効力もないことくらい人ひと身み御ご供くうである自分にはわかっているはずなのに。ついそんな言葉を口にしてしまったのは、真白セツミの中にいる御剣乃音という存在を無性に貶おとしめてやりたくなったからだった。

　なぜなら氷室棗なつめはアンチヒーローで。御剣乃音の敵で。絶対にヒーローにはなれないから。どうしようもなく他人を苦しめたくなってしまうから。

　だから最初から不正解を告げるための文句を選んだ。丸ではなく、あらかじめ透明なバツ印を引いて解答欄が埋まるのを待っているみたいな。

　そしてその透明な罠わなを、真白セツミは容易たやすく赤いペンでなぞってみせる。

「そうじゃない」

「なに？」

「私はだれかに頭の中を弄いじられている。きっと私を大事な人から遠ざけるためにだれかが仕組んだんだ」

　あまりの勘の良さに氷室は息を吞のんだ。

　常人が常識で篩ふるいにかけてしまう──決して解けないはずの問題の答えに、彼女はひとりで迫り、あまつさえそれを暴こうとしていた。

「なんだそれ。ファンタジーじゃねーんだぞ。それにいったいだれがおまえの頭を弄るってんだよ？」

　試すように問いを投げる。ファンタジーのほうから現実を持ち出して壁を築こうとする。

　その壁は、しかし一いち途ずな想いの前では一撃で簡単に破壊されてしまう。

「……私の大事な人にとっての、敵」

　──ゾクリとした。

　床に密着した背筋を走ったのは恐怖だった。

　いつの間にか。本当にいつの間にか。

　氷室を見下ろす真白の目は極寒の敵意を宿していて。他の感情は全て排したがらんどうの黒い球が二つ、笑いながら白線の上を転がっていた。

「おぐっ!?」

　ポカンと開いていた氷室の口に異物が押し込まれる。それが先刻まで自分の手に握られていたはずのスプーンであることは、ステンレスの腹で口こう腔こうをねっとりとなぞられるまで気がつかなかった。

「……ねえ。名前も知らないけれど、あなた。さっき言ってたわよね？　自分は御剣乃音の敵だって」

　それはまるで端から壊すことを前提にした触診。歯よりも内臓に興味があるみたいに笑う医者は、べとついた白濁の液体でねっとりと汚れたスプーンをゆっくりと歯の裏側や歯肉に宛あてがい、そこにささやかな体重を乗せて圧迫し、被験者に首の動きのみを許す。

　──眼球ひとつでも動かせばこのままスプーンで喉のどを突き破られる。

　誇張でも比喩でもない。まさしく死を流し込まれているみたいな感覚で、氷室はただただ首を引いて小さく頷く。

「ありがとう」

　言外の意思疎通がうまくいったことに微笑ほほえんで、真白は尋問を再開する。

「私、たぶん忘れてるの。御剣くんのこと。でも御剣くんはたぶん、覚えてるの」

　たぶん、なんて言葉が謙けん遜そんにしかきこえない正確な分析でもって、ファンタジーは駆逐されていく。

「ねえ……幻想にとり憑つかれているのは……私と、〝あなたたち〟の、どっちかな？」

　舌を銀色の背でぐっと押さえつけられ、込み上げてくる吐き気に耐えながら、氷室は首を横に振った。というより、揺らした。

　息を吸えば肺を潰つぶされてしまいそうな沈黙。永遠のような数秒。

　真白は自分がイエスノーでは答えられない問題で迫っていることに気づき、継ぎ接はぎ目が剝むき出しのおどけ方で口からスプーンを引き抜く。

「あっ、ごめん。このままじゃ喋しやべれないよね」

「げほっ！　げほっ！」

　首を支えて喉を開きながら氷室は起き上がる。

　真白の手には唾だ液えきで一層汚くなったスプーンが愉快なダンスを踊っていた。その踊りが第二回戦へと至る前の短いインターバルを意味していることは、彼女が額に下ろした不吉な影が鮮明に語っていた。

「それで？　どうなの？　知ってるんでしょ？　私のことも、御剣くんのことも、魔法の使い方も」

　後ろ手に床を撫なで、じりじりと後ずさりする氷室。

　腰を浮かせ、その身体に再び跨またがろうとする真白。

　引けた腰をキッチンの流し台が受け止める。

　逃げ場はどこにもなかった。

　どうしていつも自分はこういう役目なのか。カフェでの一件を思い出しながら氷室は忌いま々いましげに舌を嚙かむ。

　オレはこんな目に遭いたくてエキセントリックボックスを手にしたんじゃない。

「……ッ……」

　のそりのそりと這はい寄ってくる恐怖を前にして、咄とつ嗟さに放った一声は負け惜しみのような音色をしていた。

「……おまえの大事ってのは、御剣乃音のことなんだな……」

　銀スプーンが、こじ開けられかけた口の前でピタリと止まった。

　息を吸えば胃ごと搔かき出されてしまいそうな沈黙。永遠のような数秒。

「……えっ？　なに？　えっ？　べ、べつにそんなことちっとも言ってないけど？」

　慌ててスプーンを引っ込めた真白は、組んだ足の間でその柄をまごまごと撫でていた。

「…………は？」

　突然の変わりようにポカンと開いていた口が取り残される。

「そんな……好きとかそんなんじゃないっていうか……いや……なくはないんだけど……いきなりそう言われると恥ずかしいというか…………なんでわかったの？」

　真っ白だった顔を赤くして、視線が散らばる。ぱっくぱっくと目が開閉する。

「…………」

　照れていた。

　あれだけの狂気を見せておいて、真白は今さら、いかにも恋心を持て余した普通の少女のように照れていた。

　演技なのかと疑いの視線を向けてみるが、そもそも自分を相手にそんな安い芝居を披露する理由もないだろうと結論づけて、氷室はようやく開いていた口を閉じる。

　溜たまっていた唾液をごくりと飲み干して、一言。

「いや……バレバレだろ。自分で言ってたし。『私の大事な人』って」

「そ、そんなんじゃないの！　まだそれは私が一方的にそう思ってるだけで……って！　なに言ってんだろ私！　と、とにかく！　私と御剣くんはまだそんなんじゃないから！」

「……まだ、ねえ」

「あぁあーうぅうーっ！」

　ごろんと床に倒れて転がり回る真白。

　そんな彼女に氷室が向けている視線に含まれていたのは、恐怖と、微かすかな憐あわれみ。

「…………好きになっても、報われねえと思うけどな」

　真白はたしかに驚異的な勘の良さでエキセントリックボックスがもたらす辻褄合わせを理解しようとしている。

　けれどとりわけ大事な部分を、自分にとって都合のいい解釈で済ませてしまっていた。

　──どうして真白のことを覚えているはずの御剣が彼女に真実を伝えないのか。

「……ふん」

　現実に悲しい齟そ齬ごがあるからファンタジーは必要とされる。

　仮にもし、真白の言うところの魔法をだれが彼女にかけたのか──それを暴けたとしても、あとに残るのは悲しい現実だけだ。

　大事に思う相手が必ずしも自分のことを大事に思ってくれるとは限らない。

「……くっくっくっ。まあ精々滑こつ稽けいにもがけばいいさ。オレは他人を苦しめることが生きがいの存在。おまえの苦しむ姿もオレにとっては喜びになる」

　立ち上がり、高笑いと共に玄関ドアのほうへ歩いていく氷室。

「あ、待ちなさい！　まだ話は……！」

「御剣乃音」

「ううっ……」

　真白は振りかぶっていたスプーンを床に落として硬直する。

　真白セツミ専用の動きを止める呪文を習得した気分だった。

「オレは人を苦しめるのが大好きだ。おまえの恋心もしっかり弄んでやるから楽しみにしてろよな」

「……あんた……最低な性格してるわね」

　背中に届く侮ぶ蔑べつの声。じつに悪役にピッタリな声援だと思った。

「その性格通り、オレが悪い魔法使いならいいよなあ」

　意味深な呟きで不安感を煽あおってから、おっとそうだとドアの向こうでクルリと反転。

「シチュー、おいしかったぜ。ごちそうさまでした」

　バタリとドアを閉めて、氷室はエレベーターと反対方向にある非常階段をゆっくりと下りていった。

　──カツン──カツン──。

　やたらと足音が響くから、手すりに身体を乗せて氷室は螺ら旋せん階段を滑り降りる。

　生なま温ぬるい夜の風を切りながら、だれにも宛てずに呟いた独り言は、懐ふところのエキセントリックボックスだけがきいていた。

「……本当に、全部オレひとりが悪者で済むならいいのになあ……」
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「ありがとう」

　全ての絵を見終えた御剣は鶴見にスケッチブックを返す。

「どれも変な絵ばかりだった」

「それって褒めてるの？」

「少なくとも僕はそのつもりだよ」

　ひっかけた傘の幅はそう広くなくて、絵を介して二人の距離は自然と近づいていた。零こぼれ出す音楽が止まり、降る雨が止やんでからも、ずっと。

　いったいどれくらいの時間、この場所でそうしていただろうか。

　灯台にはぼんやりとした明かりが灯ともり、凪ないだ海にはもう夜の帳とばりが下りていた。

「それじゃあ僕はそろそろ帰るよ」

　膝の上でお腹なかを鳴らしているスクランブルを降ろして立ち上がろうとする御剣。

「あ、ちょっと待って」

　そんな彼を引き止める鶴見の一声。

「御剣くん。御剣乃音くんをここへ呼んだ用事、まだ済んでなかった」

「用事？」

　てっきり絵を見せることが鶴見の用事だと思い込んでいた御剣だったが、たしかに最初鶴見はスケッチブックの中にある絵は見せたくないと言っていた。

　どうやら彼女が自分を呼び出したのにはべつの理由があるらしい。

「これをね、預かっててほしいんだ」

　鶴見はトートバッグから一個の箱を取り出して御剣に見せた。

　傘に塗られた青空と、心もとない照明のオレンジ。それから茫ぼう漠ばくと広がった闇を浴びて、その箱は時間を止めた夕闇色に染まる。

　縦横二十センチの立方体。一面ごとに色の違う正方形。世界に起こり得る現象全部を閉じ込めたみたいな、既視感を覚える不思議な箱。

　──それはいかにも、エキセントリックボックスであった。

「…………どうして、キミがこれを？」

　尋ねる御剣の表情に変化は乏しく、発する声は冷静さを繕っていたが、それでも彼なりに決して少なくない驚きを感じていた。

　氷室のときと違い、御剣は最初、彼女を普通の人間だと思っていた。

　しかし鶴見のほうはそうではなかった。

「御剣くんが人ひと身み御ご供くうだって、なんとなくわかってたから」

「いつ？」

「出会った瞬間に」

　鶴見凛は最初から、御剣乃音が人身御供であることを看破していた。

「どうして？」

「それは、どうしてわかったかってこと？」

　御剣は頷うなずく。

「だって、御剣くんには……あんまり心を感じなかったから」

　心の所在が見えないとき、普通は原因を自分か相手に求めてしまう。自分が相手のことを知らないせいか、相手が自分に心を開いていないせいなのだと。

　しかしエキセントリックボックスや人身御供という事実について知っている者だけは気づける。第三の可能性に。

　すなわち、その人自身を構成する要素を奪われているという可能性。

　窺うかがえる症状として、心を開けないのとそもそも開く心がないのとでは微妙にみせる反応が違ってくる。鶴見の感覚に沿って言うと、心がある場合はそれを隠そうとし、ない場合は御剣のようにふりかかる雑多なことに対してどこか達観したような振る舞いになる。

「それにスクランブルちゃんの髪が見た目にそぐわない派手さだったり、ころころ変わる服の色を見ればね。そりゃ気づくよ。引っ掛かりさえあれば」

　スクランブルは金色のまあるい瞳で鶴見の手に載せられたエキセントリックボックスを興味ありげにじっと見つめている。彼女を包むパーカーとフィッシュテールスカートは鶴見が持つエキセントリックボックスと同じように光っていた。

「スクランブルちゃんにもどこか成長では埋められないような空白を感じたし。二人は二つで一人分って感じ」

　常人のように振る舞い、社会にそこそこの順応を示しながら、人身御供としての視点を持っている鶴見凛の観察眼は常じよう軌きを逸していた。

「じゃあ、どうして凛は乃音に絵を見せたの？」

　尋ねたのはスクランブルだった。

「たしかに。そこまで観察していたのなら、他人と比べて絵に対して感じ入る要素が僕に不足していることもわかっていたはずだ」

「それは……」

　鶴見は言い淀よどみ、少しだけ答えを真実から遠ざけて話す。

「鈍感な人にもボクの思いが届くのか……確かめたかったから。まあ、結果はノーだったんだけど」

「そんなことない」

　御剣は彼女に抱かれたスケッチブックを指して言う。

「少なくとも、そこにある思いは響いたよ。見分通り僕の心は鈍いから、なにか感じたのか──なにを感じたのかはよくわからないから説明できないけれど……なにかで殴られたような衝撃はあった」

　ある意味わかりやすい動どう悸きという形で。

「……ありがと」

「それで、どうしてそれを僕に？」

　エキセントリックボックスを手放すなんて選択肢は御剣の中に存在しなかった。

　なぜなら、それが他人に譲渡しても意味を成さないものであるからだ。

　エキセントリックボックスの力を使えるのは人身御供だけ。その人身御供には既にべつのエキセントリックボックスがある。

　エキセントリックボックスの譲渡はつまり、力の喪失を意味する。

「預かっててほしいの」

　と、鶴見は言った。

「近くに置いてたら、その力に頼ってしまいそうだから」

　いずれ絵を描くためだけに生きたい鶴見凛がエキセントリックボックスに願うこと──絵描きとしての才能。

「どうして使いたくないんだ？」

　破壊の進んだ人身御供にはわからない。自らが叶かなえたい事柄を実現させるために力を使う──その負い目が。

　鶴見は答える。名前に似合った凛とした顔つきで。

「ボクの夢は、ボクの力で叶えたいんだ」

　その表情の奥に御剣は光るものを感じた。自分が追い求めるべきものが──知るべき生き方がそこにあるような気がした。鶴見凛が抜け殻になるのを待たなくてもそれをきき出せる気がした。

「『神かみ代しろ』は人身御供の力だよ？」

　スクランブルが不思議そうに小首を傾かしげる。

「そうだね」

　肯定し、しかし鶴見は首を横に振った。

「でもボクは人身御供として生きたいんじゃない。人間として生きたいんだ」

　一度人の道から外れた人間が再び人間に戻ることはできない。精々人間らしく振る舞うことでしか自分を慰められない。少なくとも御剣の考え方ではそうだ。

　だから尋ねる。

「キミはまさか……まだ『神代』の力を使っていないのか？」

　鶴見には問答が少し逸それたように感じられたが、真剣な問いかけにはしっかりと事実でもって答えた。

「うん。まだこの箱を自分で開いたことはない」

　御剣だけでなく、じっと視線を向けてくるスクランブルにも目を配りながら鶴見は話す。

「ボクがこの箱と出会ったのは二年前……ある人の絵を見て完かん膚ぷなきまでに打ちのめされた日の夜。この場所でひとり呆ぼう然ぜんとしてたとき。突然ぶわって目の前が光って、次の瞬間にはもう、目の前では〝これ〟がひとりでに展開を始めてた」

　そして鶴見の前でその箱は人を模した。

「スクランブルちゃんと違って、この箱は男の人の姿をしてた。見た目的に成人してるかどうかってとこかな。それで、言われたの」

「『あなたは人身御供に選ばれました』」

「そう」

　昨日までは何度も見ていた夢のセリフだ。忘れるはずがない。

「じゃあ、あとはたぶん一緒かな。ぶわーって説明されて、質問があるかきかれて、願いを叶えるには代償がいるってことだったから、ボクはなにも願わず箱型に戻ってもらった」

「どうして？」

　再度尋ねる。すると今度は困ったように鶴見は細い眉を寄せた。

「どうして、か。ボクには御剣くん。御剣乃音くんのほうがわからないな」

「僕？」

「自分の要素を渡さないといけない、なんて言われて怖くなかった？　そうまでして願いを叶えるなんて、むしろボクにはできないな」

「そう……なのかな」

　御剣の場合、深く考える時間は与えられていなかった。一刻を争う中でその後の判断基準となる打算感情を渡して力を得、以降徐々に思考の物差しをすり減らして人助けを行うようになっていった。

　そうして普通ではなくなっていったから、きっと鶴見のほうがまっとうな、正しい考え方なのだろうと御剣は思う。

「でも、じゃあ僕に預ける必要はないんじゃないか？」

　力を使うかどうかはあくまで人身御供が決めることだ。最初から使わないと決めているのならべつにエキセントリックボックスを遠ざける必要もない。

「使いたくなってきてるの？」

　スクランブルの問いに鶴見は躊躇ためらいがちに頷いた。

「なってきてるっていうか、いつも突発的なんだけどね。コンテストで落ちたときとか、自分より凄い絵を描く人に出会ったときはつい、不誠実な力に手を伸ばしそうになっちゃうの」

「……ふせーじつ……」

　悲しそうに俯うつむくスクランブル。

「ああ、いや、スクランブルちゃんがそうだって言ってるわけじゃなくてね……」

　言葉を選び間違えたと、鶴見は慌ててポケットから黄金飴あめを取り出した。

「ほら、飴ちゃんをあげよう」

「飴ちゃん……」

　晴れない表情のまま受け取った飴を舐なめるスクランブル。

「力は使う側の意思の表れだ。だからその場合、不誠実なのは人身御供のほうだよ」

　御剣は言い切って、鶴見に話を続けさせた。

「うん、そう。だから自分の夢に対してそうならないように、御剣くん。御剣乃音くんにこれを預かっててほしいの。こんなこと、今まで相談できる相手なんていなかったから」

　誠実さ──それはおそらく今の御剣が持っておらず、鶴見が大事にしている心の在あり方だった。

　御剣は大事にすべきものを見つけた気がした。

　あとはその誠実さを向けるべき対象さえ見つかれば、うまく生きられる気がした。

「わかった」

　鶴見の手から御剣の手にエキセントリックボックスが預けられ、ポーチに納められた。

「ありがと。これで安心」

　鶴見は少しだけ大おお袈げ裟さに胸を撫なで下ろす。

　そんな彼女を愛いとしそうに見つめながら、御剣は言う。

「キミは立派だよ」

「え？」

「自分の生き方をちゃんと自分で決められている。僕にはそれが羨うらやましい」

　いつか人間としての役目を終えるために力を使い、人を助け続けていた御剣。その生き方はとどのつまり死に方のひとつと訳すことができる。その方法を利他主義から利己主義に変えた結果、その間違いを訴えられ、今は間に合わせの目的を掲げて宙ぶらりんに生きている。

　そんな御剣だから、鶴見の歪ゆがみないまっすぐさには敬服を抱く。

「……やっぱり口説き上手」

「本心だよ。叶うことなら僕はキミのように生きてみたい」

「御剣くん。御剣乃音くんにしかない魅力だっていっぱいあるよ」

「僕に？　魅力なんてそんなもの、あるとは思えないな」

　要素という装飾をそぎ落としてどんどんシンプルになっていった人身御供である自分を他人と比べたとき、いったいどこに勝るところがあるのか。

「なんか、危ういっていうか、ほっとけない感じがするの」

　御剣は苦笑する。

　危うさは、たしかに抱えている気がする。どうせ心配する人間もいないだろうと、自ら危うきに向かっていたようなものだから。

「ボクが一番惹ひかれた、二年前の絵を描いた人もそんな感じだったよ」

「へえ。僕と並べて語られるなんて。なんともかわいそうな話だ」

「そんなことないと思うけど」

「名前は氷室棗だったりするのかな？」

「いや、違うよ」

　冗談だと笑う御剣。その冗談は氷室のことを知らない鶴見には届かない。

「今でもたまにコンクールで一緒になるから覚えてるよ。夕凪って人」

　歪いびつな笑みが消える。

「…………ゆーなぎって、アリス？」

「そうだけど、まさか知ってるの？」

　スクランブルがおもしろそうにニコニコと笑う。

　そしてそれ以上に破顔して額を押さえたのが御剣だった。

「ふふっ……。そうか、あの人か。あの人なら僕みたいな人ひと身み御ご供くうと並べられてもしかたないな。もちろん、知ってるよ。そうか、あの人か」

　鼻で息を吐きながら喉のどをひくつかせて小さく笑う御剣。やはりその仕草にはどこか闇を感じるけれど、それでも本当におかしそうに笑う彼を鶴見は初めて見た気がした。

　だから、勘ぐってしまう。

「…………好きなの？」

「……え？」

　今度は御剣のほうが間の抜けた返事を返すことになった。

「僕が？　だれを？」

「だから……夕凪さん」

　きいておいて不安そうに目を伏せる鶴見。

　一拍の間を挟んで、込み上げてくる笑いが収まってから御剣は答えた。

「そんなんじゃないよ」

　芝居じみていない胸の撫で下ろし方をする鶴見に向かって御剣は続ける。

「僕には好きとかそういうのがわからないんだ。そういう要素はもうスクランブルのほうが持っているから」

「乃音好きー！」

「僕も好きだよスクランブル」

　御剣の足にへばりついて嬉うれしそうにきゃっきゃっとはしゃぐスクランブル。

　体温の伴わない告白は不完全な心にしか影響を与えない。だから鶴見にもそれが言葉だけのやりとりであることは伝わった。

　けれどまだだれにも渡されていない心には、余計なことまで伝わってしまう。

「……そっか……」

　スクランブルには軽薄に言えるその言葉をあえて否定する御剣の心の所在が見えた気がして、鶴見は芽生えた寂せき寞ばくの念を隠すように笑った。

「……じゃあまだ、チャンスはあるね」

　下を向きそうになった心をピンと指で弾はじいて口を開く。

「ボクが出してるコンテスト、たぶん夕凪さんもエントリーしてるはずだよ」

「へえー。それっていつ？」

「今週末かな。土曜日。二次選考に残ると展示されることになってて、ボクも一応残ってる」

「あの人も残ってるんだ？」

「夕凪さんの場合ちょっと特殊なの」

「特殊って？」

「大学の推薦？　みたいなのがあるらしくて。一次選考は免除されてるっぽい」

「コネで通り抜けるなんていけない人だ。今度話題に出してチクリと刺してみるよ」

「もちろんたしかな実力もあるよ。毎回受賞は逃すんだけど、ボクはあの人の絵がいつも一番だって思ってる」

「そうなんだ。じゃあ今度そのコンテストを観みに──」

「…………やめて……」

　精一杯、絞り出した声だった。

　これ以上話を続けてしまえば顔を上げていられなくなってしまいそうで、嫌だった。

「…………ボクを理由にしないで」

　それまでずっと独占できていたはずの視線なのに。

　同じ境遇という繫つながりも持てたはずなのに。

　自分がもっと大きな枠組みの中の一部でしかないことを自覚するのが怖かった。

　夕凪のことばかり尋ねてきて、今ここにいる自分のことを忘れたみたいに未来を語る御剣が怖かった。

「……りん？」

　スクランブルが心配そうに彼女の頭を撫でる。

　いつの間にか、もう俯いてしまっていた。

「……悪い。喋しやべりすぎた」

　声を震わせてぎゅっと拳こぶしを握りしめた鶴見を見て、御剣は申し訳なさそうに表情をなくす。彼女が顔を伏せた理由も、落とされた言葉の意味もわからぬまま。

　やはり今の御剣乃音には誠実さが欠けていた。無論、欠けているのはそれだけではないのだが。

「……ほら。コンテストに出してるのって、綺き麗れいなだけの絵だからさ！　おっきな会場で御剣くん、御剣乃音くんに見せるのは、御剣乃音くんが好きって言ってくれた絵がいいなって」

　ぎこちない笑みを作って顔をあげる鶴見。口にした言葉は決して噓うそではないし真実なのだけれど、今胸を締めつけている感情と一番密接に関連づいている思いではなかった。

　御剣が褒めた絵をコンテストに出す──それが結局答えなのに、複雑に隠された思いを汲くみ取ることなど御剣には不可能だった。それが隠されたことさえ気づかぬほどに。

「だから、その……もしくるなら、そのときは夕凪さんの絵を見てあげてよ。たぶん喜ぶからさ」

「どうだろう？　あの人あんまり絵の話をしないから。それに……」

「乃音」

　スクランブルがきゅっと目を細め、黙って首を横に振る。

　なぜそうしたのかはわからなかったけれど、とりあえずスクランブルの考えを尊重して御剣は口を閉じた。今の彼がこうして生きているのは良くも悪くもスクランブルがした選択の結果だから。

　────夕凪が絵を描くのをもうやめているということは、だから伝えないでおくことにした。

「じゃあ、今日はもう帰るよ」

　立ち上がる御剣。その真ま似ねをするスクランブル。

「エキセントリックボックスはたしかに預かった」

「それってなんだか誘拐犯のセリフみたい」

「返してほしければ言うといい。代償はキミの夢だ」

「それは、渡すわけにはいかないね」

「ああ。じゃあ、キミが剝むき身のキミで賞を取れるよう願ってるよ。鶴見」

　それを別れの言葉にして、御剣は晴れた夜の海岸を帰っていった。

　しばらく後。鶴見はヘッドフォンをして灯台に背中を預ける。

　柔らかな明かりに紛まぎれた御剣の痕跡を抱いて、彼女は音のない世界で静かに目を閉じた。




　　　　　　　　　　◆




　見上げた空には点描の星。朝降った雨が夜の輪りん郭かくを浮き立たせている。明滅する蛍光灯に群がる虫たちは朝のぶんもジジジと鳴いて互いの生を称たたえていた。

　日がな人型を保っていたスクランブルは一足先に眠りについた。眠るといってもエキセントリックボックスにとってそれは箱型へ戻るという意味で、眠っている最中も声などはきこえていることから半覚醒状態とも言えるだろう。

「よっと」

　御剣はポーチの中で寝息のひとつも立てずおとなしくしているエキセントリックボックスを取り出して宙に転がした。

　遠くの月光。街灯。近くに潜む影と闇。手持無ぶ沙さ汰たな夜を色彩の集合体が無秩序に照らす。

「夜に出歩いたのは久しぶりだな」

　呟つぶやく声を受け止めるのは細い電柱。田んぼの稲は収穫を控えて温風にさざめくばかり。見上げたクリアな星空に鉄板はもう飛んでいない。

　開けた静かな夜は少し、ひとりぼっちの孤独感に浸らせる。それは他人が言うほど悪いものではなかった。むしろ気持ちのいい冴さえた暗闇は物思いに耽ふけるにはちょうどよくて。連日降った雨も含めて、まるで神様が考える時間を与えてくれているみたいだった。

「考えているフリはやめたのかい？」

　と、道の先で声がした。

　間もなく闇の向こうから白い顔をした女がにゅーっと姿を現す。

　上下水玉模様の寝間着姿。切れ長の目の下にある不健康なクマが一層明暗を際立たせ、その美貌を顕著にする。夜の世界で相あい対たいした彼女はやはり美しくて。普段見ることのできる横顔からは窺うかがいきれない端整な顔立ちが持ち合わせた歪いびつな思考と好まれない生活態度で台無しにされていて、本当にもったいない人だなと思った。

「やっぱりエスパーですか？」

「じつは魔法使いなのさ」

　ちちんぷいぷい。夕凪は両手に下げていた大きなビニール袋を祓はらえ串ぐしみたいにわしゃわしゃ振って魔法を発動する。

「暗あん澹たんとした暗がりから抜け出そうとする不届き者に幸なくなれー」

「隣人さんの場合、魔法っていうより呪いっぽいですね」

「呪じゆ詛そや黒魔術は昔研究したことがあるよ」

「呪いたい相手でもいたんですか？」

「世界」

「なるほど」

　言葉に含有された本心の量は相変わらず測れない。

　だから御剣は今日も適当に頷いて返す。

「びっくりしました。隣人さんと外で会うなんて」

「運命でも感じた？」

「更生の兆しを感じました」

「じゃあそれは幻術。正しさに戻ろうとするのは正しく生きようとするくらい愚かなことだと、ちゃんと思ってるよ」

　いつもの愚にもつかない言葉。けれどなんだかその言葉は皮膚に鉛筆の芯を宛あてがわれたような痛みを思わせた。

「ならどうして外になんか出てるんですか？」

「残念ながら私はまだ現実に生きてるからね。生きるためには生き続けないといけないんだ」

　夕凪は袋から取り出した飴あめを御剣に投げ渡す。舐なめるとそれは仄ほのかにりんごの味がした。

「はい、契約成立」

　よたよたと歩み寄ってきた夕凪は上げられていた御剣の腕にビニール袋の輪を通す。ズシンとその重量で腕が下がり、御剣は慌てて手に力を込めた。

「契約って？」

「言わなかったっけ？　私は『無償の奉仕』と『ボランティア』ってやつが嫌いでさ」

「『無料』と『施し』は好きなんですよね」

「そう。もちろん受ける場合だけだけどね」

「つまり、この飴が隣人さんに代わって荷物を運ぶ代価ってことですか？」

「すごいすごい。エスパーかな？」

「あなたの隣人ですよ」

　エキセントリックボックスをポーチに戻し、御剣は袋を肩にかける。

「最初から素直に頼めばいのに」

「バカだなあ。そうしたら私が隣人くんに助けられてしまったことになるじゃないか」

　夕凪が一番嫌いなこと──「人助け」。

「私は正当な取引のもと、その重たい重たい現実を家まで運んでもらうことにした。無論既に代価は支払われ味わわれているので放棄は認められない」

「はいはい」

　二人は間に延びる畦あぜ道みちを歩き出す。

　マンションまではもうそう遠くない距離だ。

「今週末のコンテスト、出してるそうですね」

「あれ？　そんなことまで言ったっけ？」

「鶴見からききました」

「ああ、あの」

「ということは、やっぱり出してるんですね」

「まあね」

「一次選考はコネで通れるって」

「なに？　僻ひがんでたの？」

「尊敬してるって言ってましたよ」

「やっぱり僻んでたのか。まあ画家は僻まれてからが本番みたいなところあるからね」

「ネガティブなのかポジティブなのか」

「宛さながら、噂うわさが事実から脱皮しかけてるって感じかな。べつにイカサマ審査で通ってるわけじゃない。今までだってちゃんと検閲はされてたよ。ただ多少期間の融通をきかせてもらってただけ。提出をちょこっと待ってもらったりね」

「どっちにしろ悪い人ですね」

「見損ないでもした？」

「最初から僕に人の価値を見る目なんてないですから。現実に折り合いをつけて生きるための指針を立て直しているところです」

「…………ふーん」

　夕凪は少しだけ不満そうに御剣の隣で鼻を鳴らした。

「隣人くん、だれかになにか影響でもされた？」

「影響？」

　人は本来少なからず互いに影響し合って生きている。家族や友人といった深い結びつきにある人間はもちろん、会話も交わさずすれ違う雑多な人間に至るまで。微小な組織の連なりでできあがっている社会に生きていれば、現実を自分だけの目で構築することはできない。

　普通はそうだ。

　しかし一方的に手を差し伸べたあとにその手ごと縁を切り落としてきた御剣の場合は違う。御剣はこれまで『神代』の力で自分をすり減らし、いつか死ぬために生きてきた。それは〝生きるための生き方〟とは本質から異なる。

「なんだか今日の隣人くんは前を向いているように見えるからさ。だれかにビンタでもされたのかなって」

　頰ほおを叩かれた覚えはない。

　けれど心臓を握り締められたような出来事ならたしかにあった。

「絵を、見せてもらいました」

「へえ」

　それまでの会話より少しだけ多くの間をとって夕凪は相あい槌づちを打つ。

　彼女の歩みに一歩分の遅れが生じたことに御剣は気づかない。

「綺き麗れいな絵だったんだろう？」

　きいた言葉を反はん芻すうし、確かめるように尋ねる夕凪。

　伝えた言葉を反芻し、御剣は静かにかぶりを振った。

「綺麗な絵でした。けれど本当の彼女は、その奥になんというか、とても僕の言葉では表現しきれない……度しがたい煌きらめきのようなものを秘めていました。もしかしたら、それに当てられたのかもしれません」

　長い時間をかけて見せてもらった鶴見の絵を一枚一枚思い出しながら御剣は呟く。

　記憶のページは無言のまま捲めくられ続けた。脳に強く焼きついたそれらを鮮明に瞳の裏側で描き出そうとすれば自然と言葉は奥に引っ込んだ。評論家でもあるまいし。半端になにかを語りながら自分の中で彼女の絵を早回しに再構築する余裕がなかったし、仮にできたとしても、御剣はそうしたいと思わなかった。

　だから訪れた沈黙を、夕凪は無闇に千ち切ぎって捨てたりはしない。

　沈黙は好きだから。静寂と無言を投げ合える関係が心地良いから。

　……そのはずなのに。

　開いた歩幅一歩分の距離にどうにも妙な居心地の悪さを覚えて、夕凪はその理由を全部相手に丸投げする。

「……ふん、だ」

　自転と同じ感覚で進む足音が畦道に沈み、アスファルトに擬態する。

　やがて御剣の回想が最初に見たあの彗すい星せいまで遡さかのぼったとき、二人はマンションの前に立っていた。

　覚おぼ束つかない明かりが照らす細長い通路を進み、角に張った蜘く蛛もの巣を避けて二人はエレベーターを待つ。

　互いに口を開かないまま十四秒。

　コーンとベルが鳴ってエレベーターの扉が開いた。

　七階のボタンを押して扉を閉める。人ひとり分の距離を開けて首を上げる。視線の先には上昇していく回数の表示。

「どうしてコンテストに出したんですか？」

　吊つり下げられた箱の中で、御剣の声は低く籠こもって反響した。

「隣人さんは、賞を取るために絵を描いてたんじゃないですよね？」

　夕凪が絵をコンテストに出し続けていた理由──それは衆目を集めるため。集めて、覚えられて、脳裏に焼きついて、他人の中に永遠を残すため。受賞は目的ではなくそのための手段だったはずだ。

　そしてそういう死へと向かう生き方を、夕凪はひとまずやめにしたはずだった。

「べつに。なんとなく。惰性かな」

　吐かれたか細い息は、底が抜けたみたいに落ちてすぐ消えた。

「出す意味はもうなかったんじゃないんですか？」

「そうだね。たしかにあの日急に絵を描き変えたのはただの自己満足だ。今更あの絵が評価されたところで嬉しくないし、そもそも評価されるわけがない。一次を通っただけでも奇跡さ。あるいは本当にコネが利いてるのかもね」

　彼女にしてはめずらしく早口で吐き捨てて。

「でも、いいじゃないか。べつに」

　露骨に憂さの鼻を鳴らした。

「私が描いた絵をどうしようと私の勝手だ。見せびらかそうと踏みしめようと机にしてお茶会を開こうと。隣人くんに制される筋合いはないね」

「そんなつもりじゃないんですけど……そうきこえました？」

　答えは夕凪の顔に出ていた。

　そして御剣はまたひとつ自分の心を知る。

「……なら、そうなのかもしれません」

「不愉快だ」

　扉が開き、夕凪は早足で先に出ていった。しかし買い溜ためた食料は御剣の肩にぶら下がったままで、しかたなく部屋のドアの前で立ち尽くす。

「隣人さん」

　彼女の隣まで歩いてやってきた御剣は、下ろした袋を差し出しながら口を開く。

「隣人さんにコンテスト、出してほしくなかったわけじゃないんです。僕は基本的に隣人さんのしたいようにしてほしいし、そうなる世界であってほしい」

「歯の浮くようなセリフも今日は刃物で耳を撫なでられているような不気味さだ」

「僕はただ、同じことを鶴見にも思うんです。彼女は賞を取るために絵を描いて、絵を描くために生きようとしている。鶴見の願いだって僕は叶かなってほしい。叶える力がない僕には、願うことしかできないから」

「だから今はその少女の願いを優先したいって？」

　蚊の鳴くような声の問いは答えを求めず空中分解する。

　御剣は気づかない。あるいは愛情を失っているから気づけない。

　未いまだに自分の願いがだれかを傷つけてしまっているということに。

　そして傷つけられたほうも。その傷から目を逸そらして不感症を装う。

「博愛主義のくせに優劣をつけるなんて矛盾してるよ」

「だからその矛盾から僕は脱したいんです」

「あっそ。ずいぶん清々する宣誓だ」

　ビニール袋を奪うように受け取って夕凪はドアを開ける。

　それから一方的に吐き捨てて、彼女はバタンと部屋に消えた。

「矛盾なく、まっすぐに、晴れ晴れと。そういうふうに生きたいならそうすればいいさ。きっとそのほうが生きやすい。今のキミ、おかげでとっても気持ちいいよ」

　残留した言の葉に好意は微み塵じんも感じられなかった。

　怒りとも悲しみとも違う──寂しさだけが、明るい夜に漂っていた。

「…………」

　言葉にして少しずつ御剣は自分を理解していく。今自分がなにをしたいのか。どこへ向かおうとしているのか。

　御剣乃音は──鶴見凛のまっすぐな生き方に惹ひかれていた。







　部屋に戻ると濯すすがれた皿がだれかに片づけられていて。既に鍋は持って帰られた後だった。

　昨日と同じ質素なメニューを机に並べてみるが、スクランブルは一向に展開しようとしなかった。どうやら一日起きていてよほど疲れたらしい。

　ひとりの食卓はとても静かで納まりがよく。一いち抹まつの寂しさは一いち瞥べつできる心地良さへと繫つながっていた。カーテンのない四角い窓には八分月が浮かんでいて。差し込む光線の麓ふもとには真白が置いていったチラシがそのままになっていた。

　ふと、その上に二つのエキセントリックボックスを並べてみる。浴びた世界の色を吸収して鮮明な夜の色に光る二体の箱は、しかし不思議とどちらが自分のものかハッキリ区別がついた。

　どちらも光の当たる角度以外に然さしたる違いはないはずなのに。鶴見のエキセントリックボックスはまるで汚れを知らない新品のようで、最初からそういう色をしていたのだと言われても納得できてしまうほどすんなり夜が馴な染じんで見えた。比べてもう一方はなぜだかとても汚れて見えて。御剣にはその汚れたような色のほうが愛いとおしく思えた。だから、心が示すその機微にこっそり「愛着」という名前をつけてみる。

　愛情がなにかはわからないけれど、そうすることで少しだけ失なくした自分に寄りそえる気がした。捧ささげた要素を取り戻して、いつかはまともな人間に戻れるような気がした。

　それらが全部思い込みで、自分がとんでもない粗悪品であったことを思い出すのは一週間後────全員の思いが踏み躙にじられたときである。







[image: ハッピーパーソナリティー♪]

「べろべろばー」

　スクランブルは預かったエキセントリックボックスにしばらくの間興味を示していた。話しかけたり、指先で触れたり、目の前で整合して見せたり。

　同じエキセントリックボックスとして話をしてみたかったのだろう。氷ひ室むろのエキセントリックボックスとそうしたように。

　しかし鶴つる見みのエキセントリックボックスは一度たりとも反応を示すことがなかった。ずっと縦横二十センチの立方体として、四角い窓から景色を浴びて奇怪な色に光るだけだった。

〝いらないもの〟として主人から手放されたその箱からは、例えば哀かなしさとか怒りなんてものを窺うかがい知ることができず、無機質の体現として理を内に閉じ込め続けている。

　数日もすればスクランブルも諦めがついたのか、円卓の上に置かれた立方体に話しかけるようなことはなくなった。ときどきチラと視線を向けることはあったが、そこになにも感じないことがわかるとつまらなそうに御み剣つるぎの唇へ興味を移すのだった。

「キス、したくない？」

「したくない」

「私はけっこうしたいかも」

「『神かみ代しろ』にしてくれるのか？」

「それちゃう！　力と要素じゃなくて、お互い唾だ液えきを交換するやつ」

「どっちも同じだろ」

　軽い一笑で流す御剣。

　軽口として言ってみたものの、今の彼は内心そこまで『神代』の力を必要としてはいなかった。力を使わずとも人を助けられることがわかり、そしてそのほうが行為に対する充足感を得られることがわかり、このまままっとうな普通の人間として振る舞えばいつかは正しくまっすぐ生きられるときがくるかもしれない──そんなふうに考えていたから。

「言ったでしょ。乃の音おとにもう力はあーげない、の！」

「じゃあキスはお預けだな」

「ぶー！　乃音のいじわるー！」

「愛のないキスをしたらいけないってことは覚えてるからな。なぜいけないのかは忘れたけれど。僕にはおまえに生かされた僕を大事にする義務があるんだ」

　死の選択を否定され、生きることを余よ儀ぎなくされた御剣には、生きていくための理由が必要だった。

　そしてそのもっともな見本が鶴見凛りんだった。

　生きていく理由と行動が一致している彼女はまさしく「生」に没頭して見えた。

　だから。人ひと身み御ご供くうでありながらその力を拒み、普通の人間として努力している彼女こそが自分の目指すべき目標だと御剣は考えていた。

「ねー、乃音」

　どこか遠い目をして語る御剣にスクランブルは言う。

「今の乃音も、お大事にね？」

「今の僕？」

　今の御剣には──一度全てを捨てようとした御剣乃音には、そもそも大事にするべきものがない。とりあえず欲求に任せて人助けをして、スクランブルの方針に従ってとりあえず生きているだけの抜け殻だ。早くその抜け殻に魂を込めてやらないといけない。生きていく理由を装そう塡てんしないといけない。

　だから今日もそれを探しにいく。気持ちよく晴れた朝空の下へ。

「じゃあいこう」

　預かった大事なエキセントリックボックスをポーチに納め、快活な少年よろしくどこか浮いた足取りで部屋を出る御剣。その背中はすっかり後ろ暗さを忘れているようだった。

「……」

　御剣は順調に生きていた。

　なのに。どうしてだろう？

　その背中に、スクランブルは自分の愛した御剣乃音をうまく重ねられないでいた。

　どこか像がブレて見えた。

　自壊へと進んでいるわけではないはずなのに。

　きっと自分が望んだ幸福へと進んでくれているはずなのに。

　──死の影がない背中への抱きつき方が、スクランブルにはわからなかった。

　大事にしてくれと言ったスクランブル自身、果たしてどうすることが御剣乃音を大事にすることに繫がるのかはわかっていなかった。

　だからひとりモヤモヤしたものを抱えて、スクランブルは今日も後ろをトコトコついていく。行動の指針を御剣に委ねたまま。




　　　　　　　　　　■




　トランペットに息を吹き込みながら、真ま白しろはふいに御剣のことを考える。

　ちゃんとごはんを食べているだろうか？

　ちゃんと外に出て人との繫がりを築けているだろうか？

　コンクールの約束、ちゃんと覚えてくれているだろうか？

　出過ぎた心配とわかっていながら、彼のために配る心は皆一足飛びで頭を巡った。

　御剣のことを考えているだけで真白は幸せな気持ちになれた。

　その逸はやりを恋のせいだと自覚して、真白は顔を赤くしながら演奏に集中しようとする。

　彼が観みにきてくれる以上、中途半端なことはできない。したくない。自分にできる最高の演奏をして必ず金賞を取る。そのための実力はある。あるはずだ。そう思い込むことで意識を音に集中させていく。御剣のために、束の間、御剣のことを忘れようとする。

　なのに。

「……」

　そっと頭の隅にしまい込もうとするほど、入れ替わりにあの男のことを思い出してしまう。

　憎まれ口ばかり叩たたく銀髪吊つり目の少年。

　あいつは私の記憶が消された原因についてなにか知っているようだった。そのくせそれをはぐらかしてどこかに消えた。

　悪い魔法使いを探すのはコンクールが終わってからだと決めたのに。あいつのせいで余計に気になってしまう。

　御剣くんとの思い出にあいつが紐ひも付けされるのはどうにも我慢できなかった。

　──私はあいつが嫌いだ。

「うっ……」

　指揮者が真白を睨にらんでいる。いつの間にか彼女の息はトランペットの格式高い音色に粗暴さを乗せてしまっていた。

　……こんなことじゃいけない。

　脳裏で笑う邪気を払うべく、真白は努めて楽しいことを考える。

　赤いイスを敷き詰めた客席の真ん中に座った御剣。楽団後列の中央で演奏する自分。音の切れ間に一瞬目と目が合う。そして伝わる。広い舞台の上で繰り広げられている演奏の、いろんな音色に混ざり込んで、トランペットが秘めた想いを届ける。大きなホールで、そして耳も目も心さえも通じ合って、二人は消された時間を取り戻す。そこから新たな関係が始まる。

　──くぅー！

「……うっ」

　指揮者が真白を睨んでいる。いつの間にか彼女の息はトランペットの活発な音色を上滑りさせてしまっていた。

　音はとっても素直で、だからこそ難しいなと真白は思った。




　　　　　　　　　　◆




「おーい、エキセントリックボックスー」

　存在を呼ばれたその箱は、今日も暗黒の閃せん光こうを放ち主人の前で人の形を模す。

「エキセントリックボックス、展開しました」

「いつものやるぞ」

　夏休みの課題プリントをあらかた片付けた氷室はイスの上でうんと伸びをしながら言った。

「御剣ウォッチだ」

　最初は計画が順調に運んでいるか確かめたくて始めた観察だったが、それが頓とん挫ざした今、御剣の新たな弱点を探るべく氷室はいつも暇をみつけては彼の行動を窺うようにしている。

「代償は切なさですが？」

「ああ。それでいい」

　契約を交わし、瞳の色を紫に変えて、氷室は一分間の『神代』となる。

　その力で御剣のいる場所を瞬時に割り出し、彼を取り巻く世界について観察する。彼がいつも身につけている赤いポーチに〝五感〟を宿して。

『神代』の効力を及ぼすことのできない相手は二種類いる。人身御供とエキセントリックボックスだ。だから力を及ぼしているのはあくまで御剣のポーチに対して。

　御剣の過去について調べたときも直接御剣の視点を借りたわけではない。

　ともかくそうして目にした御剣は、その日もひとりではなかった。

「まーたあの女といやがるよ」

　だれもいない美術室で、御剣は鶴見の描く絵を眺めていた。完成途中の絵は見られたくないという鶴見を尊重してか、画板の裏からじっと黙って彼女のことを見つめていた。

　腰に巻かれたポーチから見上げた彼の顔はとても朗らかで、まるで愛いとしいものを見るときのような優しい目で画板の向こうを覗のぞいていた。

　ここ一週間弱、昼間はいつ観察してもだいたいこんな感じだ。場所が美術室か防波堤かに代わるだけ。おそらくずっとそうして何時間も、御剣は黙って鶴見の描く絵を──絵を描く鶴見を眺めているのだろう。

　一度海沿いで盗み見た鶴見の絵はたしかに綺き麗れいだった。それを綺麗という言葉でしか表現できない自分がとんでもなく矮わい小しような人間に思えてしまうくらいに。

　あの彗すい星せいは、残酷なくらいに綺麗だった。

　だけど。

「一分です」

　タイムリミットが告げられて、視界は自分の部屋へと戻る。

「まあ、ヒーローはモテてないとな」

　好意に対して多少鈍感なほうがヒーローらしいといえばそうだ。だから御剣の行動を咎とがめるつもりはなかった。

　ただ、その引き立て役にされている連中が少しだけ哀れではあった。

　べつの言い方をすればそれは、最後に選ばれない連中であり、決して実らない愛に一喜一憂している連中のことだ。

　例えば真白セツミなんかはその典型例。

「よし、次いくぞ」

　氷室は続いて彼女の観察に移る。

「真白ウォッチだ」

　あの日、口こう腔こうをスプーンで撫なでまわされて以来、氷室の特別苦しませてやりたい相手リストに真白セツミも登録されていた。もちろんそこには御剣の名前もある。

　けれど氷室にも自分がどうして真白を殊こと更さらに意識しているのかはわからなかった。組み敷かれたことに対する復ふく讐しゆう心しんか、おいしいごはんを食べさせてもらったことに対する感謝の印か。

　どちらも違う。なぜなら復讐心も感謝の心も、既にそれらの感情はエキセントリックボックスのものだから。

「代償は食欲ですが？」

「ああ。それでいいぞ」

　簡単に答えた氷室をエキセントリックボックスはじっとり曇った暗あん鬱うつな目で見つめる。

「氷室様は……」

　言いかけて、しかし言葉は飲み込まれた。というより、その先を口にする術すべを彼女はまだもっていなかった。結びつける感情が欠落していた。だから自然と言葉は喉のどの奥に落ちていった。

「ん、どうした？」

「いえ……なんでもありません」

　俯うつむくエキセントリックボックスの頭に氷室はため息を零こぼす。

「おまえはいっつも暗いんだよなあ。そんなんじゃ、あのスクランブルとかいう箱と友達になんてなれねえぞ」

「そう、なのでしょうか？」

「ああ。暗くてハッキリしないやつがオレは嫌いだね」

「氷室様の好みは関係ないのでは？」

「バカ。人間はだいたいそうなんだよ」

「要素の欠落したエキセントリックボックスは人間ではありません」

「似たようなもんだろ」

　適当に話を打ち切って、氷室は早く『神代』の力を使わせるよう急せかす。

「まだ先程交わした契約の代償をいただいておりません」

「ああ、そうだった」

　思い出したように口づけをして、またひとつ氷室は自らを構成する要素をエキセントリックボックスに格納する。

　ゴクリとなにかを飲み干すエキセントリックボックスの腹にそれからもう一度拳こぶしを捻ねじ込んで、氷室は真白の世界を覗いた。部員全員を観察できる指揮者の目を借りて。

　人ひと身み御ご供くうでもエキセントリックボックスでもない真白が相手なら、視界をジャックするだけではなく、あらゆる感覚をリンクして彼女が抱いている想いまで探ることもできた。

　あえてそうしなかったのは、辻つじ褄つま合わせによって真白から自分の記憶を消させないためだ。

〝『神代』の力を直接作用させられるか、その場で異能として目撃しない限り、辻褄合わせは行われない〟。

　氷室は悪役として真白の中に自分を置いておいたほうが後々脅しやすいだろうと考えていた。

　それに今更頭の中を探らずとも、彼女の弱点などもうわかりきっている。

「……ふん」

　先鋭形の愛情と、それ故ゆえに目の前のことに打ち込む直ひた向むきさで今の真白セツミはできていた。どちらの線も辿たどればいずれは御剣乃音という男に結びついていく。

　彼女が顔を赤くしながらトランペットを吹き鳴らしている間、御剣は鶴見と静かで安穏とした時間を過ごしている。

　──本当に哀れだなと、氷室は思った。

「……やっぱ、爆破予告とかがいいかな」

　一分を待たずにシンクロ状態を遮断した氷室が呟つぶやく。

　コンクールが行われるという会場の場所は御剣の部屋でチラシを見て知っていた。

　きっとコンクールを爆破予告で台無しにすれば、真白だけでなく多くの人間が自分を恨み、憎悪することになるだろう。実際に爆破するかどうかに関係なく。

「……くっくっく……はっはっはっ……！」

　声を押し殺して笑う氷室が、エキセントリックボックスには少しだけ悲しげに見えた。

　他人を苦しませようとするのはいつものことなのに、今回はいったいなにを悲しんでいるのだろうと考えてみて、あるいは悲しみの──憐あわれみの目で彼を見ているのは自分のほうかもしれないとエキセントリックボックスは思う。

　飾られてあったぬいぐるみは全てゴミに出され、水彩色の壁紙に囲われた氷室の部屋は少しずつ体温を失っていた。




　　　　　　　　　　■




　あれから御剣は毎日のように鶴見のところへ訪れていた。

　最初戸惑い、なにか用事があるのか尋ねた鶴見に、御剣は言った。

　────僕はどうやらキミの生き方に惹ひかれているらしい。

　御剣は自分の生き方を見つけられずにいた。だから鶴見に助けを請うたのだ。できることなら近くで見て学ばせてほしいと。鶴見凛の生き方を。

　鶴見はオーケーを出した。絵を描く邪魔をしないなら断る理由もなかったし、人助けはわりと好きだったから。

　少なくとも、表立って口にできる理由はそうだった。

　そうして、別段なにをするでもない、いつも通りの時間が流れた。

　鶴見はいつものように絵を描き、御剣はそれをただ黙ってじっと見つめている。スクランブルは箱型のまま退屈そうにポーチの中で眠っていた。

　そんな二人の時間が長く、とても長く続いて。

「…………」

　鎮火させようとしていた慕情が、再び鶴見の中で薪まきを焚たきつけていた。憧れた人と自分を比較して諦めかけていた想いが再び燻くすぶり始めていた。

「……ねえ、御剣くん。御剣乃音くん」

　感性を爆発させた鮮烈な絵をまた一枚描き終えて、外されていた眼鏡めがねがヘッドフォンと交代でそっとかけられる。

　絵の具が紙に馴な染じむのを待っている間に、鶴見は御剣に言った。

「ボクが今描いてる絵って、やっぱりコンテストだと評価されないと思うんだ」

　画板の向こうから御剣は言葉を返す。

「キミの絵は今まで見てきたどんな絵よりも凄いよ。まるでキミ自身だ」

「夕ゆう凪なぎさんより？」

　それは挑発にも似た、定規に血を垂らすような質問だった。

　御剣は一拍の間を置いて答えた。

「わからない。僕はあの人の絵を見たことがないから」

「そうなの？」

　鶴見は驚いたように目を丸くする。

「じゃあ、二人はどこで知り合ったの？」

「ベランダ」

「ベランダ？」

「じつは部屋が隣同士なんだ」

「へえ。そうなんだ」

　その偶然はどこか運命的に思えて。鶴見は御剣にバレないように小さく、神様の恣し意いを払い飛ばすように首を横に振った。

「どうしてそんなことをきくんだ？」

「ううん。べつに」

　にっこりと微笑ほほえむ鶴見。その表情は半分以上が本心だった。

「御剣くん。御剣乃音くんって、最近よくボクに質問してくれるよね」

「そうかな？」

「そうだよ。前まではハテナマークが少なすぎて、ボクのこと嫌いなのかと思ってた」

「そんなことないさ」

　嫌いだったわけではなく、興味がなかっただけだ。他の大勢に対してそうであるように、自己評価が最低にある御剣がだれかを嫌うことなどない。

　そして今の御剣にとって、鶴見凛という存在はその他大勢から一歩抜きん出た人間である。

「疑問符が少ないと険悪なのか？」

「どうだろう？　でも多いと少なからず興味は持ってくれてるんだなって思えるよ」

〝少なくとも〟と〝少なからず〟の差は案外大きい。

「ああ。今の僕はキミに興味津々だ」

「それは……うれしいな」

　二人は小さく笑い合う。

「御剣くん。御剣乃音くん。それで、さっきの話なんだけど」

「さっきって？」

「コンテストのこと」

「ああ」

　口当たりの優しくない絵は評価されない──鶴見だけではない、夕凪も、そして他の芸術家たちもみんな口をそろえてそう言う。

「……でもボク、それでもいいかなって」

　ほんの少し恥ずかしそうに頰ほおを赤くして、伏し目がちに鶴見は言う。

「御剣くん。御剣乃音くんが……ボクの裸んぼの絵をいいって言ってくれるなら、それだけで……」

　夏のセミは死に向かって鳴いている。四角い窓ガラスの外で反射する太陽の光線は煌きらめきの屈折として可視化されていた。

　その返事は、そして何億光年も先の星から発せられたように感じられた。




「いや、ダメだろ」




　御剣の顔に笑みはなかった。

　彼の本質が──温度のない底冷えした暗い影が額に下りていた。

「キミは絵を描くために生きていくつもりなんだろう？　だったらちゃんとそうしないと」

　鶴見には御剣の心が軋きしんだように見えた。自分がなにかマズイことを言ったのか。けれど今までずっと優しい言葉を紡つむいでいてくれた彼が突然否定を口にした理由がわからなくて、言い縋すがる。

「もちろん評価はされたいよ。有名になって、絵描きの鶴見凛になりたい。でも……でもね御剣くん。御剣乃音くん。ボクはキミに評価されるだけでも十分かなって」

「僕の評価なんて気にする必要はない。キミは僕なんかに影響されずキミの絵を描けばいい」

「でも今ボクが描きたいのは御剣くん。御剣乃音くんに評価される絵で……」

　必死に感情を理屈立てて伝えようとする鶴見。

　そして彼女の心臓に無情の断言が突き立てられる。

「そんな絵は描くべきじゃない」

　脈打つ臓器の真ん中に無表情で刃物を刺したのは、彼女が一番大切に想う相手だった。

「キミは絵を描くために生きるんだから、描きたい絵なんて描く必要ないじゃないか」

　さも正論を述べるように。苦労もなく簡単な言葉で理論立てて。まるで同意されないわけがないといった様子で。御剣はそう言った。

「僕のつまらない感性がキミにそんなことを思わせてしまったなら謝るよ。あの彗すい星せいにはたしかに綺き麗れいという言葉だけではとても足りないなにかを感じたけれど、僕の鈍感な感傷なんて無理に探ろうとしなくていい。僕が話した言葉は無機物の代弁で、向けた質問は人間紛まがいの僕にはわからない〝人の基準〟を知るための手段に過ぎない。そこに批判や啓けい蒙もうの意志はまるでない。僕と世間で回答がずれているなら、まっすぐなキミにとっては絶対に世間のほうが正しいよ。だからキミは迷わずコンテストで評価される絵だけを描けばいい」

　しかたなく生きているだけの、生きたい理由も見つかっていない御剣に、彼を生き方の芯に据すえようとする相手の気持ちなど理解できるはずもなかった。

　彼にわかるのは壊れ物の思考だけだ。もし自分が影響を及ぼしたせいでなにかが変わるのならそれは間違いなく悪影響による改悪だと、彼は今までの経験から決めつけてしまっていた。

　鶴見は、泣いてしまいそうだった。

　境界線を引いてそこから先は決して立ち入らないようビニールテープを張ったような御剣の考え方は、想いを伝えられる前から拒絶を宣言しているようなものだった。

　御剣はこれっぽっちも、自分のために鶴見が生き方を変えることを望んでいなかった。

　そして鶴見の生き方に惹かれているという言葉の裏には、自分に惹かれてくる者を決してよしとはしない呪いのような信念が塗り固められていた。

　そのことを鶴見はようやく理解した。

　目尻を伝う一筋の軌跡が夏の彗星になった。

「……鶴見？」

　また自分がなにかしてしまったのかと、感情の出で所どころもわからぬまま立ち上がる御剣に、鶴見は言った。眼鏡の下から涙を拭い、名前通りの凛とした表情で。

「ボクはあの彗星みたいな絵を出すよ！　次にあるコンテストから！」

　それはせめてもの反抗だった。境界線上のビニールテープを摑つかんで揺さぶるみたいにささやかな。けれど決してその線引きをよしとはしない宣言。

「ボクはもう、綺麗なだけの絵なんて描かない！」

　鶴見は自らに誓いを立てた。

　いつか必ず審査員と御剣の両方を唸うならせる絵を描いてやろうと。

　そうすることで御剣の、自らを見限っているみたいな諦てい観かんをぶち壊してやろうと。

　そうしたら、ふいに込み上げてくる自分の諦観も一緒に吹き飛ばしてやろうと。

「絶対、御剣くん。御剣乃音くんの感性が間違ってないことを証明してみせる！」

　自分を最底辺に置く彼の生き方を変えることができたなら。

　彼を自罰的な思考の沼から救すくい出すことができたなら。

　──そのときは、彼に想いを打ち明けよう。ハッキリとした言葉で、鈍感な彼にもちゃんと伝わるように。

　そう決めて、鶴見はその日二枚目の絵に取りかかった。彼女の目は前だけを見ていた。
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　久しぶりのぼやけた夜だった。いっぱいまで満ちて丸くなった月が雲の布団で微睡まどろんでいて、月影の曇りガラスは世界の輪りん郭かくを虚うつろにして夜を淡く照らしている。

　満ちた月はまた欠けていく。あるいはそう見えるだけで、最初から月のほうはなにも変わっていない。

「……ひとり、か」

　隣のベランダを一いち瞥べつして、夕凪は片方の頰だけを吊つり上げ歪ゆがんだ顔で喉のどを鳴らす。

　御剣のことをとやかく言えるほど今の自分が一貫していないことは、彼女自身が一番わかっていた。

　夕凪の芯もまた、あの日スクランブルに溶かされてしまったのだ。スクランブルに影響された御剣を介して。

　更生に向かおうとしている彼にドライバーを刺した理由をはたして嫌悪感だけで語れるだろうか。

　本当は、ずっと停滞していてほしかっただけなんじゃないだろうか。

　自分を、置いていってほしくなかっただけなんじゃないだろうか。

「……あーやだやだ。怖おぞ気けが走る」

　それのなにがいけないんだ、という開き直りに至るまでの時間がだんだん長くなっていく。他人の足を引っ張ることや、正しく生きようとしないことが、いつの間にか悪いことのように思えてくる。悪いことが正さないといけないことのように思えてくる。

　性病でもうつされたかな、と自じ嘲ちよう気味に笑って夕凪は部屋に戻った。

「…………隣人くんの心に傷を残す絵は、私が一番最初に見せてやりたかったのに……」

　既にコンテスト会場へ絵の搬入を終えた部屋はもぬけの殻に等しくて。平へい坦たんに延びるフローリングの床には一枚の黒い紙飛行機が墜落していて。あの月を爆撃して世界なんか滅ぼしちゃえ！　と願って窓の向こうに飛ばしたそれはやはり途中でクルリと半円を描いて部屋の中まで戻ってきた。

　人ひと身み御ご供くうでもエキセントリックボックスでもそんなのはどうでもいいから、ただ一言「おまえの描いた絵が見たい」と、夕凪は隣の部屋に住む人間に言ってほしかった。
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　そんなふうに、それぞれの一週間は過ぎていった。

　全員の頭上に昇った満月は平等に山の向こうへと落ちていき。そして。

　意味の逆転した──懐ふところに隠された全てを暴く、朝がくる──。







[image: アヒルと羊のデカダンス]

　窓から差し込む暖かな日差しに見送られて、御み剣つるぎはスクランブルと共に部屋を出る。真っ赤なポーチを今日も腰に巻いて注ぐ朝に溺れる。眼下の電線に停とまりそびれた小鳥の一羽がマンションの柵まで昇ってきていてチュンチュンと困ったように鳴いていた。

　ドアを閉めて小鳥に手を差し伸べる御剣。

　小鳥はその手を嫌うように電線のほうへ落ちていってしまった。

「気持ちのいい朝だ」

　まだ暑さが上りきっていない午前十時の気配を夏の虫が歌っている。

　最初の二日で降らす雨を枯らしたのか、このところからっと晴れた空模様が続いている。

　ズボンのポケットに入れたチケットを握りしめながら、今日がだれにとってもいい日になればいいなと御剣は思った。

「……うげー」

　煌めいた思いを馳はせている横で、二日酔い中のえずきみたいな声がきこえた。

　横目に見れば、真っ赤な髪をだらりと垂らした夕ゆう凪なぎが朝の光線に焼かれていた。コンクリートの床によろよろと揺らめく影が映っている。

「朝から会いたくない相手の声と触れたくもない思考を吸ってしまった。ニコチンで煙と一緒に吐き出さないと」

　いつもの悪態にはいつも以上に元気がなかった。

　一日が始まる時間に、既に彼女は笑ってしまうほど弱っていた。

「おはようございます、隣人さん」

　下を向いている顔を心配そうに覗のぞき込む御剣。

　鬱うつ陶とうしそうに彼女は面を上げる。

　御剣は言葉を失った。

「…………」

　夕凪の目の下にあった深い深い──彼女が抱える闇そのものみたいなクマが綺麗さっぱり消えていた。それだけではない。ただでさえ白かった肌が今日は余計クリアになっていて、まるで清せい廉れんさみたいなものを纏まとっているようだった。

　あの夕凪が、である。

　目の端に引かれた薄いシャドウも逆にその白さを際立たせていて。淡く光る霞かすんだ月のような儚はかなさから作り物の人形みたいな美しさに彼女の魅力が変化していた。

　服なんかどこに持っていたんだと問い詰めたくなるようなオシャレなアンサンブルで。水墨柄のカットソーが夏に犯されない涼しさをその細身に留めさせている。

「なに？　ぼんやり口開けたままじっと見つめてきて。歯石取ってほしいの？」

　いつも通りの軽口に、ようやく御剣は言い返す。

「…………ちゃんとできるんじゃないですか」

　今の夕凪は、まさしく御剣の思い描いていた「自分の輝かせ方」を知った状態だった。

　そしてそんな彼女は、今まで御剣が見てきたどんな女性よりも綺麗で、美しくて、凛り々りしかった。

「悔しいー！」

　スクランブルがマンションの壁をとことこ叩たたく。スクランブルはスクランブルなりに嫉妬し、同時に夕凪の美を認めていた。

　御剣も同じ気持ちだった。目の前にいる彼女の美を素直に認めながら、しかし一方でどこか嫉妬のような感情を抱いている自分に気づく。

　だからどちらもおそらく、それは不完全な紛まがい物の感情だ。

「なんだか隣人さんじゃないみたいです」

「それはお互い様だろ」

　いったいだれに嫉妬しているのか考えて、御剣はその正体を見破った。

　御剣は、先日までの、自分を台無しにしている夕凪を目にできていた過去の自分に嫉妬していた。

　繕って綺麗になった彼女は無論この上なく美しいのに、同時に御剣は、美しさを持て余して無数の吸い殻の中に埋もれている彼女のことも見ていたかった。

　とどのつまりそれはわがままで、いったいどうしてそんなことを思うのかまではわからなかったけれど。

　今の御剣にとってはどちらの夕凪も捨てがたく、また許容しがたい存在だった。

　他人に対してとことん無む頓とん着じやくなはずの自分に許したくないことがあるなんて。御剣はまたひとつ自分を知っていく。

「上手に化けられてる？」

「月が太陽になったみたいです」

「じゃあ完かん璧ぺきだ」

「どーして化けてるの？」

「審査員を騙だますためだよ」

　今日は絵画コンテストの二次審査──一般公開もされる展示会の日である。

「絵と人柄って関係あるんですか？」

「関係ないって公言してるからたぶん関係あるんじゃない？」

「なるほど」

　よくわからなかったから適当に頷うなずいておく御剣。

「わかんない」とスクランブルは首を捻ひねっていた。

「で？」

「で？」

「綺麗？」

「綺麗です」

「好き？」

「それはよくわからないです」

「ふっふっふっ」

　満足そうに笑いながら夕凪はふらふらとエレベーターのほうに歩いていく。

　ボタンを押してエレベーターを呼び寄せたのは御剣で、一階のボタンを押したのはスクランブルだった。

「……なんで隣人くんと幼女が私と一緒のエレベーターに乗るの？　ってきいてほしそう」

「なんだか隣人さんがいつも以上に弱って見えたので」

「早起きは身体に悪い」

「毒にとってはそうですよね」

「まっすぐ生きようとしてもその底意地の悪い言い草は変わらないみたいで安心した」

「あのね、今日は絵を見て、音をききにいくの」

「もしかして選考展示会？」

「たぶんそれです。同じ会場でコンクールもやるようなので、ちょうどいいなと」

「ふーん」

　下降する箱庭に暫しばしの沈黙が降りる。

「それで、私が部屋から出てくるのをこそこそ待ってたってわけだ」

「偶然ですよ」

　ベルが鳴ってエレベーターの扉が開く。

「疲れてるなら背負いますよ？」

「まいってるだけなのでけっこうです」

　もたげた頭でふらふらと外の世界へ出ていく夕凪。

「じゃあ」

　と、御剣は彼女を後ろから抱きかかえる。

　彼の腕の中で夕凪はじっと御剣を睨にらみつけた。

「ところで、セクハラだけど？」

「いいんです。僕が望んでしたことですから」

　御剣乃の音おとの人助けは今も昔も自分の満足のために行われている。

「ふっふっふっ。セリフに脈絡のない犯罪者だ」

　自分の特等席を奪われたと膨れるスクランブルを手招きして、夕凪はツルリと腕の中から滑り落ちる。そのまま御剣のシワだらけになった服を捲まくって彼の背中の中に潜り込んだ。

「生あい憎にく私は塔の上で助けを待つお姫様ではないので、こっちのほうがいい」

　レモンイエローのＴシャツで朝日を避けて、すれ違う人の視線を遮る壁を得る。

「これで会場までコミュ力を温存できる」

「隣人さんの助けになるなら僕はそれでもいいですけど、暑くないんですか？」

「隣人くんの背中が心と同じくらい冷たいおかげでそうでもないよ」

　ぺとり。同じく冷えた柔らかい肌の感触が御剣の背中をなぞる。

「アリスは助けられるの、嫌じゃなかったの？」

　腕のほうを独占しながら尋ねるスクランブル。

「この場合、隣人くんも相応のいい思いはしているのでよいのである」

「いい思いって？」

　夕凪はスクランブルにギリギリきこえないよう、御剣の耳たぶにだけそっと甘美な吐息を浴びせた。

「おっぱい」

「はい」

　それが当たっている以上の感想を持つことはできなかったが、夕凪がそれでいいと思っているのなら御剣もそれでかまわなかった。端はなから人助けに見返りなんてものを求めてはいないのだから。

　とかくそうして、澄んだ夏空の下、密着した人間列車がムカデ走りで会場へと向かう。

　無論運行は注目を集めたが、御剣シェルターに潜ったおかげで夕凪が日差しと視線の攻撃にくたびれることはなかった。
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　落らく日じつストリートを抜けた先にあるサンシャインホール。プロのミュージシャンのコンサートや古典美術の展示など様々なことに利用されるそこは街にとってあらゆる芸術が集合する場所でもある。

　とはいえそういう芸術に興味がある者は同業者の場合が多く、よほど有名なアーティストを招かない限り建物の大きさほどの賑にぎわいを見せることは少ない。

　ただし今日ばかりは様々な楽器を持った学生たちが入り口近くの芝しば生ふ広場に集まり足元の緑を見えなくしていた。着ている制服は学校ごとに微妙に異なっている。印象としてはやはり女子が多い。合わせて緊張を埋めるための会話も華のある音色になっていた。

　おそらく全員、今日のコンクールに出場する者たちだろう。

「着きましたよ」

　御剣は肩甲骨を浮かせて背後の夕凪に合図を送る。

「うう……人間が犇ひしめき合っているオーラを感じる」

「いつにも増して今日の隣人さんはへなへなですね」

「へなへなー！」

「言うまでもなく嫌いなんだよ、人の多い場所って。晴れた夏の朝だと特に。生き物の匂いに酔っちゃうんだ。その点この背中は生物の鼓動を感じさせないから住みやすい」

「僕の背中は家じゃないですよ」

「ここに引っ越しちゃダメ？」

「私も乃音の腕で眠りたいかも」

「御剣くーん！」

　寄生体二匹の私欲に塗まみれた願望を打ち消す快活な声。

　女子高生の群れから抜け出して手を振りながら真ま白しろが駆けてくる。その背には縦長の楽器ケース。彼女が一歩踏み出すたびにボニーテールが嬉うれしそうに左右に跳ねた。

「きてくれたんだ……よかった」

「ああ。予定が空いてたからな」

　愛のない言葉も愛に絆ほだされた人間には照れ隠しにきこえる。

「おはよー真白！」

「おはよー……なんかスゴイことになってるね」

　ムカデ状態の連結人間を見て真白の頰ほおが引きつる。

　少しの間黙って考え込んでいた夕凪は、やがてやれやれと御剣の服を捲って外に出た。

「……あっ」

　バサリと長い髪を搔かき上げて、どこからか取り出した赤いピンで前髪をスッと留める。

　ベールを脱いだ白い肌が太陽に光る。その美しさは同性の真白でさえ息を吞のむほどだった。

「あー、ぶしつけな太陽と人間の包囲だ」

　天空に昇った恒星と地上に跋ばつ扈こする人間たちを恨めしそうに睨にらみつけてから、夕凪はよろよろとホール入り口のほうへ歩いていく。真白には声もかけずに。

「もういいんですか？」

「ああ。まあせっかくきたんだ。私の絵に唾つば吐く審査員の顔でも見ていきなよ。場所は──」

「鶴つる見みにきいているので知ってます」

「あっそ」

　人の目と夏の空気から逃げるように夕凪はホールの中へと消えていった。

「さっきの人……」

「どうした？」

「……ううん。なんでもない」

　それより、と。真白はいじらしく両手を腰の前で組んで身を揺らしながら、上目づかいで御剣のことを見やる。

「ありがとね、きてくれて」

「約束だったからな」

「私、がんばるね！　今年はもしかしたら一番になれるかもって言われてるんだ」

「ああ、がんばってくれ。楽しみにしてる」

「うん！」

　なんてことのない会話でさえ、今の真白には貴重な勇気の源になった。

　演奏の時間が近づくにつれて緊張は増し、他の生徒同様次第に落ち着きをなくしていた真白だったが、彼と話すことで自分がだれのために演奏するのかを思い出すことができた。目的さえハッキリしていれば動じず自分のやるべきことをやれるのが真白セツミという人間だ。

「……御剣くん……」

　御剣の袖を真白が指先でそっと抓つまむ。

　伏せられた瞳の奥には高揚と決意が蠢うごめいていた。

「……もし、今日の演奏がうまくいったら……」

　その先が口にされようとしたとき、おそらく同じ吹奏楽部のメンバーであろう少女が真白を呼んだ。どうやらそろそろホールの中にある控室へ移動する時間らしい。

「なに？」

　スクランブルが首を傾かしげて尋ねるが、真白は首を横に振って潑はつ剌らつとした笑顔でメンバーのところへ戻っていく。

「ううん、なんでもない。それじゃあ、三十分後に、小ホールで！」

　真白のことを待っていた面々は彼女のことを下げ卑びた笑みで迎えていた。

　列になって移動しながら真白は数人の生徒になにやらいろいろと質問されていたが、御剣にその内容まではわからなかった。おおかた演奏に向けて互いを鼓舞し合っているのだろうと思っておく。

「さて……」

　眉間を指で押さえて急にくたびれた顔になった御剣は、露骨に重たい息を吐き出してスクランブルを降ろすと億おつ劫くうそうに振り返った。

「僕になにか用か？」

　等間隔で植えられた三角の木の一本を見つめてしばらく。

　いかにももったいぶった足取りで、歪ゆがんだ微笑と共に氷ひ室むろは姿を現した。

「久しぶりだな、もうひとりの人ひと身み御ご供くう」

　彼の手の上で踊らされているエキセントリックボックスはプリズムとなって極彩色に身を染めながら朝日を乱反射させている。眩まぶしそうにスクランブルはぎゅっと目を閉じた。

「一週間前にも会っただろ」

「そこは『久しぶり』って合わせろよな」

「僕がおまえに合わせる必要はない」

「ときには協調性もヒーローに必要だぞ」

「だからそんなもの名乗った覚えはないって」

　もう何度訂正してもどうせ無駄だろうと諦めをつけて御剣はホールに向かおうとする。

　しかしその途中で足を止めた。

「……」

　御剣が氷室と最後に会ったのはおよそ一週間前。決して会いたかったわけではないが、氷室はそのあともずっと会いにくるような旨の発言をしていた。にも拘かかわらず。再び彼と部屋で鉢合わせすることはなかった。

　一週間姿を見せずおとなしくしていた氷室が、どうして、今、ここに現れたのか。

　考える。壊れ物の思考を推理する。人の心がわからなくなって久しい御剣に唯ゆい一いつ読める同類の行動原理を推測する。

「……まただれかを苦しめようとしてるのか？」

「せいかーい！」

　宙に浮いたエキセントリックボックスを奪うように摑つかんで氷室はそれをポケットに戻した。

「どうだ？　オレを敵だって認めざるを得ないだろ？」

「おまえは本当に物覚えが悪いな」

「なんだと!?」

「言ったはずだ。僕に悪意そのものを絶つ気はないって。おまえがなにをしようと、それで僕がおまえを殺したりはしないよ」

　それに、と。

　自分とは違う感情を視線に乗せて同類を見つめているスクランブルを一いち瞥べつする御剣。

「僕はもう、どうやら『神かみ代しろ』の力を使わせてもらえないらしいんだ。人間という枠組みから崩れ落ち、さらに人身御供としても出来損なった今の僕におまえの悪事を止める術すべはないよ」

「…………力が……使えない……？」

　氷室は目を丸くする。

　初耳だった。

　しかし事実だった。

　たしかに御剣が『神代』の力を使っているところを氷室はこの一週間一度も目にしていない。

「なんで使えないんだよ？」

「それはこいつにきいてくれ」

　話を振られたスクランブルは斜め上の視線二つにそれぞれ目をやってから答えた。彼女なりに精一杯理論立てて。

「……えっとね、乃音に力をあげちゃうとね、乃音がどんどん壊れちゃうの。でね、私はそれが嫌だから、あげないの」

「だそうだ」

　困ったように眉をあげる御剣。しかしそれはただのポーズで、今の彼に力を使おうという気持ちはなかった。力を使わないことで普通の人間らしく生きようとしていた。

　力を失うことで、御剣は崩れ落ちた「人間」の枠組みの中へ戻ろうとしていた。

　そしていつかは──矛盾なく、まっすぐに、晴れ晴れと。

「……それじゃあ、人を助けらんねえじゃねーか」

「そんなことはない。案外特別な力なんて使わなくてもそれなりに人助けはできる」

「それじゃあ、それなり以上のヒーローにはなれねえじゃねーか」

「それなり以上のことなんてそうそう起こらない。それが常じよう軌きに沿った現実だ」

「じゃあ、起こったときはどうするんだよ？」

「……それもこいつにきいてくれ」

　今の御剣を動かす指針はまだ不安定で、それがしっかりと固定されるまでは、スクランブルが彼にとっての理由を考えてやる必要があった。

　だが。

「……それは……えっと…………」

　スクランブルは答えることができなかった。

　結局彼女が御剣に力を使わせない理由は「御剣に生きていてほしいから」であり、彼女の願いはそこで止まっていた。その願いに御剣の意志はまるで反映されていない。かといって御剣が以前抱いていた「死」へと繫つながる意志を受け入れることはできない。

　──御剣がしっかりと行動指針を決めるには、まずスクランブルがそれを決定する必要があった。頑かたくなに御剣の意志を拒み続けるのか。それとも新たに彼の自発を促していくのか。

　仮にこのままずっと『神代』の力を使わせないのだとしても、暗中に放り出された御剣の手を引くこともなくずっと闇の中に放置し続けるのはあまりに酷ひどいことだと、問いを向けられてようやくスクランブルは理解していった。考えるべきは御剣自身だと、自分が「考えること」を放り投げていたことにようやく気づかされた。

　それほどまでに、彼女は不完全な存在だった。

「…………乃音……」

　金色の瞳で縋すがるように御剣のことを見上げるスクランブル。

「……乃音は……また力を使いたい……？」

「…………どうしてそんなことをきくんだ？」

　考えることを放棄していたのは御剣も同じだ。

　もう『神代』の力は使えないのだと諦め、どうせ自分は生きるしかないのだと開き直ることで前を向いた。生きやすい生き方を探した。そうするより他に選択肢がなかったから。だから身近な参考例として鶴見を選んだ。

　生きていく理由も考えずに生きようとするのは楽だった。大事なことは全部スクランブルが決めてくれると、思考を放棄するのは楽だった。常に忌き避ひされる「死」と比べ、全肯定された「生」に甘んじているのは楽だった。それだけで前に進んでいる気になれたから。生きようとするだけでだれかの正しさが優しく包み込んでくれるようだったから。

　──だから今更そんなこと、尋ねてほしくなかった。

「僕はもう『神代』になれない。──そうだろ？」

　あの日──あの夜──屋上で、スクランブルにためらいなく暴力を振るった重圧の瞳が再びスクランブルに向けられる。

　スクランブルはまたしてもすぐに選ぶことができなかった。

「……うぅ……あぅ……」

　自らを質に入れた人身御供の淀よどんだ眼に気け圧おされ、脅され、選択肢を奪われていく。

　そのとき。

　眼前で暗黒の閃せん光こうが走った。

　一瞬、世界を真っ黒に染め上げた光は瞬またたく間に中心点へと収束し、残されたのは宙に浮いた立方体。衆目を集める中、それは展開し、数秒で精巧な人間を模した。

「力を与えるべきだと思う」

　地に足を着けた氷室のエキセントリックボックスは、その憂いに満ちた空色の目にたしかな意志を宿してスクランブルのことをまっすぐ見つめていた。

「ばっ!?　こら、なに勝手に展開してんだよ!?」

　突とつ如じよとして起こった幾何学的誕生にある者は目を擦こすり、ある者は生唾を吞む。勘違いだろうと視線を戻す者もいれば、世にも奇妙なものを見たと恐る恐る近づいてくる者もいた。

「あなたがエキセントリックボックスならそうするべき」

　辺りのざわめきを遮断して、水色髪のエキセントリックボックスはそう言った。

「…………私は…………わた……しは……！」

　スクランブルが喉のどをひくつかせる。ついで涙が溢あふれる。言葉が紡つむげなくなる。そんな自分が情けなくなる。

「……あっ……えっと……その……」

　目の前で息を殺して泣き出したスクランブルを見てたじろぎ、氷室のエキセントリックボックスは動揺に似た反応をみせる。

「……うぅ……うう……！」

　唸うなりながら泣く幼女を前にして、大衆が野次馬へと変わる。目にした展開を一度は勘違いだと判断した者たちもべつの理由で心配そうに近づいてくる。

「……マズイな」

『神代』の力を使わない限り辻つじ褄つま合わせは発動しない。つまりこの場にいる全員がエキセントリックボックスという〝この世の違和〟を覚えていることになる。

　それ自体は問題じゃない。正体がバレたからといってなにか罰則があるわけではない。

　ただ、いろいろと面倒なことになるのはたしかだった。

「おい、目立ってんぞ！　とりあえず戻れ、エキセントリックボックス！」

　主の命令を受けてなお、氷室のエキセントリックボックスはスクランブルになにかを言おうとしていた。しかしかける言葉を見つけられないでいた。

　そして。

「────わかんない！」

　そう叫んだかと思えば、ぎゅいんと空間を歪ゆがめてスクランブルは彼女よりも先に箱型へと戻ってしまった。

　習慣で出した右手に納まったその箱を御剣はすぐにポーチへしまう。

「あ……」

　咄とつ嗟さに伸ばした華きや奢しやな腕は所在なく身体の横へと収まって。

「……申し訳ありませんでした」

　悲しそうな声でだれかに謝ってから、もう一体のエキセントリックボックスも立方体へと戻ってしまった。

「お、おぼえてやがれ！」

　お決まりの捨て台詞ぜりふを吐いてどこかへと走り去っていく氷室。

　御剣も、集められた視線から逃げるようにホールの中へと入っていった。
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「おい、エキセントリックボックス」

　ホールの裏口に回った氷室は辺りに人がいないのを確認して手中の箱に呼びかける。

　しかし返事はない。

「開け、エキセントリックボックス」

　もう一度具体的に命令してようやく。

「エキセントリックボックス、展開しました」

　その箱は再び人間を模した。

　相変わらず人型の彼女は物憂げな顔で、その暗い表情が余計に氷室を苛立たせる。

「なんで勝手に展開した？」

「……申し訳ありませんでした」

「謝ってほしいんじゃなくて理由をきいてんの。て、オレは嫌われやすい上司か！」

「氷室様は人ひと身み御ご供くうです」

「んなことはわかってんの！　ったく、冗談の通じねえ箱だなあ」

　感情も冗談もぶつける相手を間違っていた。エキセントリックボックスは人身御供の命令でのみ動くぶっきらぼうで融通のきかない存在だ。そのはずなのに。

「……で、なんで〝自分から〟展開したんだよ？」

　額に浮かびあがった汗の粒を袖で拭い、氷室は銀色に染めた髪をめんどくさそうに搔かきながら言葉をつけ足す。

「べつに展開するのはいいさ。にしても場所を選べって話だけど」

「申し訳ありません」

「だーかーらー！　謝らなくていいって言ってるだろ。それよりどうして今まではしなかったことを急にやったのか教えろ。人身御供が変わったぶんだけエキセントリックボックスも変わる──それが理だったはずだろ？」

「無性に展開したくなる癖」なんてものを渡した覚えはない。というかそんな癖は人間にない。主を困らせたかったのだとしても、その感情はまだ核として自分の中に存在している。引き渡されてはいないはずだ。

　なのにエキセントリックボックスはひとりでに展開した。自分で決めて、自分で動いた。あの屋上での件だってそうだ。まるで自我でも目覚めたみたいに。

〝成長〟なんて言葉はエキセントリックボックスに似合わない。その現象は人間の──生物の特権だ。

「どうしてか……わかりません」

「はあ？　もっとよく考えてみろよ。行動には必ず理由があるんだ。人が生きてるのと同じようにな」

「……力を与えないと口にしているスクランブルを見て、エキセントリックボックスの役目を放棄していると思いました」

　エキセントリックボックスは内在する自己に思考を向けながらその内容を語り始める。原因と理由が繫がらなくなるたびに言葉を詰まらせながら。

「我々エキセントリックボックスは人身御供の願いを叶かなえるために存在しています。そのことを忘れ、あるいは頭に留め置こうとせず、不完全な存在のまま、その不完全性を尊ぶように思考を捻ねじ曲げていることが……許せなかったのかもしれません」

「それは同じエキセントリックボックスとしてか？」

「はい。それ以外にあの箱との共通点はありません」

「共通点はなくても結びつきはあるんじゃねーの？」

「結びつき、ですか？」

　難しい顔をして考え込むエキセントリックボックスにため息を吐つく氷室。

「おまえは言葉に囚とらわれ過ぎなんだよ」

「申し訳ありません。仰おつしやっている意味がよく……」

「だーかーらー」

　ホールの裏口扉にもたれかかり、陰いん鬱うつな影が差した額を覗のぞく。

「おまえがあいつと、友達になりたかったからじゃねーの？」

　細い眉がピクリと持ち上がり、拡張した空色のスクリーンが人身御供を投影する。

「…………ともだち…………？」

「前にそう言ってたじゃねーか」

「……わかりません」

「だからなにが？」

「どうして氷室様がそう考えるのか。どうして友達になりたいのに憤るのか」

　理由を単純化しなければ、エキセントリックボックスが氷室の考えをわかったことなど数えるほどしかないのかもしれない。

「ははーん。それはオレについての質問だな？」

　少しだけ嬉うれしそうに鼻を鳴らして氷室は「いいか？」と一本指を立てる。

「例えば人だってそうだ。人が生きてる理由はなにもひとつじゃない。他人を助けるために生きてる人間もいれば、他人を苦しめるために生きてる人間もいる。だからエキセントリックボックスにだってそれぞれの存在理由があっていいはずだ」

「エキセントリックボックスは人ではありません」

「似たようなもんだろ。人身御供から要素を奪ってどんどん人間に近づいていくんだから。バニラとバナナみたいなもんだ」

　例えはよくわからなかったが、とりあえずそれについては飲み込んでおく。大事なのはそこではない気がしたから。

「もしそうだとしても、それは氷室様の考えです。私はそうは……」

　言いかけて、言葉に詰まる。

　……私……自分……自分自身……。

「…………」

　言葉に詰まり、理解していく。

　エキセントリックボックスと人は同じようなものだと氷室が考えるように、そう思わないのもまた個人の考え方だった。

　あのときエキセントリックボックスはさも存在を代表するかのような物言いで語ったが、その実ただの個人的見解を述べていただけだった。他ならぬ自分の思いを。

「……でも、どうして……？」

　エキセントリックボックスが個人的見解を持ち得るとして。どうしてそれを発信しようという気になったのか。わからない。

「あーもう！　だから何回言やぁわかるんだよ？」

　エキセントリックボックスにはわからないことが氷室にはわかっているようだった。

「友達だから！　自分が間違ってると思うことをやってるあのスクランブルとかいう箱のことが許せなかったんだろ」

「……とも、だち……」

　不完全なエキセントリックボックスには氷室の言っていることが、やはりよく理解できなかった。

　ただ──。

　──なんとなく。向けられた指摘は、あまり外れてはいない気がした。

「……たしかにそうなのかもしれません。氷室様は存外物知りなのですね」

「なんとなくだよ。なんとなく」

「氷室様も〝なんとなく〟なのですか？」

「昔のオレはそう思ってたかもなーってだけだ」

「それはもう氷室様にそう思うための要素がないからですか？　それとも、友達と呼べる間柄の相手がいないからですか？」

「……おまえはときどき無自覚にザクザクくるよな」

「？」

「他人のことを完かん璧ぺきに知ることはできねえから、おまえのことはおまえが一番よく知っておいてやれってことだよ」

「…………覚えておきます」

　話しながら、氷室は初めに抱いた疑問を氷解させていく。

　どうして勝手に展開したのか。

　それはエキセントリックボックスがそうしたいと望んだからだ。

　──エキセントリックボックスはひとりでに考え、行動することがある。

　矛盾に気づき、悩み、認識のズレと葛かつ藤とうし、ひとつの答えを見つめ直し、ときに修正し、やがて理解に至り、そして少しだけ成長する。

　それは、まるで────。

「あとで謝っておいたほうがよいのでしょうか？」

　細い眉を寄せたエキセントリックボックスが首を捻ひねる。

「いいんだよ、おまえはおまえの思いをぶつけたんだから。それに今の御剣乃音は間違ってるとオレも思う。力を使えないヒーローなんてだれも守れない」

　氷室の表情が狂気に歪む。

「だから今度こそオレが御剣乃音を完成させてやるんだ。この、地獄へ続く手紙でなあ！」

　懐ふところから取り出した一枚の便びん箋せんで顔を仰ぎながら盛大に高笑い。

　あまりうまくいく展望が見えなかったエキセントリックボックスだったが、氷室が楽しそうにしているので口を挟みはしなかった。それにそんなことよりも、まだ答えの出せていない問いについて今は考えていたかった。

「くっくっくっ……！　さーて、こいつをだれに渡すか。素直に運営に渡してもいいが、来賓どもに渡したほうが慌てふためき混乱する様を拝める気がする」

　他人を苦しめるために生きる人身御供は、その生をまっとうすべく行動を開始する。

「正面入り口はおまえのせいで面倒だ」

　と、裏口扉を開ける氷室。突き当たりは薄明かりの細い通路になっていて、その通路にはちょうど今、演奏の順番を待つ吹奏楽部の高校生たちが緊張した面おも持もちで待機していた。

　勇壮なヴィヴァルディの音色が奥からきこえてくる中、突然扉が開いて夏の温度と光が差し込み、楽器を持った学生たちがみんな少なからずの動揺を見せる。

　そこに真白の姿もあった。

「あ」

「あ」

　互いに相手の顔を認め合ったと同時に、そんな声が漏れる。

「……なんであんたがここにいるのよ？」

　真白にとって氷室は今一番会いたくない相手だった。演奏を終えるまでは御剣がくれた言葉だけで頭をいっぱいにしておきたかったのに。

「おまえこそ」

「私はもうすぐ演奏の順番だから待機してるの。邪魔しないで」

「んだよ素っ気ねえな」

　エキセントリックボックスが静かに扉を閉める。

「……そうだ」

　邪気たっぷりに氷室が笑った。いつも名案が浮かんだときそうなるように。

「これ、おまえにやるよ」

　ニヤニヤ笑いながら氷室は真白に便箋を手渡した。

「……え？」

　周りの女子たちが舞台まできこえないよう潜めた声で沸き立つ。そのうちのひとりは余計な気を利かせて真白の持っていたトランペットを預かると、茶化すように真白の背中を小突いて彼女を一歩前に押し出した。

「中、見てみろよ」

　くたびれたようなため息がひとつ。

「……見たら帰ってくれるの？」

「ああ。がんばるおまえのこと、オレがずっと遠くで応援しててやる」

　歓声。

　半分は客席に座った来場者から、演奏を終えた者たちへ。

　もう半分は氷室の言葉を早漏れした愛の告白と勘違いした女子部員から、恋に沸き立つ者たちへ。

　真白は手紙に視線を落とした。

『拝啓。このホールに爆弾を仕掛けます。敬具』

「…………」

　手紙はビリビリに破かれて捨てられた。

「なっ……なにすんだおまえっ!?」

　後ろであんぐり口を開けた部員たち。その五倍は啞あ然ぜんとしてしばらく固まっていた氷室が慌てて舞う紙かみ屑くずへ手を伸ばす。しかし風を受けて軌道を変える紙片を摑つかむことは叶わず。摑めたとしても明らかに手遅れの細切れ状態で手紙の残ざん骸がいは床に散らばり、ゴミとなった。

「オ、オレがその文章書くまでにどれだけ考えたと思ってんだ!?」

「知らないわよ、そんなこと」

　冷たく吐き捨て、真白は氷室を蔑べつ視しする。

「こんなくだらないことして人の気を惹ひこうなんて……かわいそうな人」

「な、なんだと……！」

「どうせやる気もないくせに。守衛さんに届けないだけマシだと思いなさいよ」

　真白は氷室が手紙に書いていたようなことを実行できる人間だと思っていなかった。目の前の男はもっと小心者で、御剣に付き纏まとうただの小悪党だと勘が告げていた。

　彼女の勘はよく当たる。

　本当にホールを爆破する気など氷室にはなかった。ただ自分の手紙によって多くの人間が慌てふためく様を見たいだけだった。

　無差別に人死にが出る行為を実行しようと思うほど、まだ氷室棗なつめは壊れていなかった。

「はい、じゃあ約束通り帰って。〝あの話〟の続きはまた今度きかせてもらうから」

　事情を知らずに戸惑う部員からトランペットを受け取って真白は列に戻る。

「……ち、ちくしょう！　覚えてやがれ！」

　お決まりの捨て台詞ぜりふを吐いて氷室は言われた通り裏口から逃げるように去っていく。床に散らばった紙片を迅速かつ丁寧に手の中へかき集めてから。

　エキセントリックボックスは開いた扉を閉めるときにペコリと一礼してその後を追った。やはり失敗したなと、呆あきれと安心を同時に感じながら。

　あまり詳しい事情を部員や顧問に話す気にはなれず、真白は彼のことを「ただの腐れ縁」とだけ言っておいた。無論その縁はまだ湿気を知らぬほどに浅い。

　氷室のことより、御剣に最高の演奏をきかせることのほうが今の彼女にとってはよほど大事だった。

　真白は順番を待つ。そろそろ御剣が客席に着く頃だろうかと思いを馳はせながら。




　　　　　　　　　　◆




「おい、スクランブル」

　手元の箱に声をかけてみるが返事はない。

　ひとり立方体に向かって話しかけている御剣の横を、礼服に身を包んだ貴婦人が訝いぶかしげに眉を顰ひそめて通り抜けていく。偉そうに腹を出したスーツ姿の男は同じく値踏みするような視線を向けながら階段を上っていった。

　方々に続く廊下と三階まである縦の奥行きへ人が出払った無人のエントランスに、御剣の小さなため息が反響した。

「……急にどうしたんだ？」

　整合してからしばらく。スクランブルは一切の反応を示すことなく箱型のままだんまりを決め込んでいた。まるでただの立方体であるかのように。

　仮眠状態にあるとしても声はきこえているはずだ。

　スクランブルは意識的に御剣の呼びかけを無視していた。

「べつにおまえがそれならいいけどな」

　そもそも勝手な展開を許した覚えはない。元々目立つ存在だ。箱型でいてくれるならそれに越したことはない。

　ただこの辺りで一度注意はしておいたほうがいいと思った。

〝他人の目〟がある状態でそう何度も突発的な展開と整合を繰り返されては困る。

「あらためて言っておくぞ。僕の前以外で不用意に不自然をバラ撒まくな。おまえの変体は常人にとっては違和感以上の異質でしかないんだ。あまり好奇の目が集まると、僕にはおまえの言う『生きる』ということが一層難しくなる」

「…………」

「おまえがエキセントリックボックスで、僕が人ひと身み御ご供くうである以上、少なくとも人前では鶴見のようにそれを隠すことでしか僕らは『普通』として成り立てないんだよ」

　鶴見凛りんは御剣にとって生きる手本だ。

　彼女の生き方に倣ならうなら──『神代』の力を封印するなら──御剣とスクランブルが並んで歩くことはできない。

　なぜならエキセントリックボックスはそれ自体が異常の体現であり、御剣を人としての「死」へと近づける摂理そのものだから。

『乃音は……また力を使いたい……？』

　貫き通される沈黙は代わりに一番記憶に新しい過去の言葉をリフレインさせる。

　力を使いたいかどうか。その問いはおそらく人を助けたいかという思いと繫つながっている。

　これまでにいくつもの要素をエキセントリックボックスに格納し単純化されていった御剣にとって、人を助けるということはつまり自分にできる最大限の努力を行うことである。

　万能の力を取り戻せば自分は必ずまた自らを最小価値に置いた「自己犠牲的人助け」を再開する。

　それがわかっていたから、『神代』に至れないという状況はむしろ生きやすかった。価値のない自分にふさわしい無能さで世界と関われるから。

　なのにスクランブルが選択を委ねるような言葉を放ったせいで、また考えなくてはいけなくなってしまう。自分がどう世界と関わるかについて。もっとも望んだ選択肢を奪われた状態で。

『それじゃあ、それなり以上のヒーローにはなれねえじゃねーか』

　僕はヒーローじゃない。守りたいものがなにひとつない──周りを傷つけるだけで中身がない空っぽの針玉だ。

　だから段々針を抜いて、そうしていつか空っぽを晒さらして──それでいいじゃないか。前を向いて生きていくためにはそれしかないじゃないか。そうしないと針はまた内側に食い込んで、ない中身をそれでも傷つけてしまう。

　生きる理由と生きたい理由を重ねている鶴見凛のように。御剣乃音が生きるためには、生きるために生きようとしなければならなかった。そうしなければまた「死」に引き寄せられてしまう気がした。

「僕は……ようやく変われそうなんだ……！」

　喉のどが絞まる。胸の奥が軋きしむ。いつかのようにまた心と身体が分裂しそうになる。

　あのときは捨てた自分が泣き喚わめいているようで。今はこれから捨てようとしている自分が心臓に爪を立てて縋すがりついているようだった。

「……ッ……いかないと……！」

　エントランスのアナログ時計が正午を告げる。

　そろそろ絵画展のほうにいかなければ演奏に間に合わなくなる。

　御剣はいたく焦しよう燥そうした顔つきでエントランス端の階段に向かう。朝に見た夕凪のようにふらついた足取りで、一歩ずつ踏み潰つぶす靴音を高い天井まで響かせて。胸を押さえながら幅広の階段に足を置き、丸い手すりに身を寄せて。二階にある展示会場まで急ぐ。

　引き裂かれそうな胸の奥で、審査員に頭を撫なでられ夢を叶かなえる鶴見の顔が浮かんだ。目め眩まいがする重たい頭で、御剣はその姿を微笑ほほえましく思った。

　遠くない未来にいる鶴見と、ずっと遠くにいる輪りん郭かくのぼやけた自分を重ね、それぞれの幸せを思い描いて。

　そうなればいいなとたしかに願いながら、御剣は段の終わりに辿たどり着く。普通なら十秒足らずで上れる階段に一分以上を要していた。

　等間隔に並べられているくびれた柱。その間にある大きな窓ガラスから差し込む真昼の太陽光は宛さながら救いの道みち標しるべ。頭をもたげた御剣が歩むべき先のウッドタイルを斜めの光線が照らしていた。

　平らな木目調の壁に手をつき、這はうように進む。

　やがて感じる群衆の気配。御剣は頭を上げる。

『多目的室』。銀板に達筆な彫刻家が彫って名を記したそこは絵画の展示会場に間違いなかった。

　視線を目と平行になるまで下げると、先程階段を上っていった紳士を含めた正装の男女数名が部屋の中から溢あふれ出してなにやらざわめきを立てていた。

　口々に零こぼされる声は、どこかで落としてしまったような鼓膜にとってはただの雑音でしかなく。ノイズに歪ゆがんだ喧けん噪そうは世界を劇物で満たしていくようで。先刻まで暖かさを感じさせた晴れ模様の光線はその声と共にギラついた糾きゆう弾だんに変わったようだった。

　途端に全ての不和が内側から溢れ出してくるような気になった。

「……うるさいなあ……！」

　握った拳こぶしに精一杯の力を込めて自分の心を殴りつける御剣。

　ドン、と乱暴にノックされた心臓から送り出された喧噪が、開いた口から軋む声となって吐き出され、立ち止まっていた御剣にもう少しだけ歩く力を与える。

「…………見物、ひとり……」

　廊下端に設置されていた長机にバンと手をつく。机の奥で座っていた受付嬢は満まん身しん創そう痍いの御剣を見て一瞬なにか声をかけようとしたが、それを待たず御剣は群衆の背中を割って部屋の中へと入っていった。

　汗腺を例に、いくつかの要素を失ってから御剣が夏の蒸し暑さに滅入ることはなくなった。それでも蠢うごめく人間の摩擦と排熱が生み出す空間を決して居心地がいいとは思わない。

　外に溢れていた人間は当然のように中ではより密集していて。開け放たれた入り口から高々数メートルの距離を御剣は毒に侵され陸に打ち上げられた魚のように拙つたない呼吸と鈍い動きとだれにも受け止められない使命感で必死に進んだ。

　そして集団が開けたとき、一陣の風が彼の頰ほおを撫でた。

「…………はあっ……はあっ…………」

　入り口の扉に人間でフタをした部屋で吹いたその風は空調機によるただの温度調節で。彼が肌で感じたその冷たさにはなんの特別性もなかった。

　だから彼の軋む心と身体を撫でて正常な呼吸を取り戻させた優しい風は、べつのところから漂ってきていた。

「…………はあ……」

　癒され、疲労は残らず取り除かれ、最後に漏れ出たのはため息だった。

　心と身体は優しい抱擁に晒されて、そうしてそのままだれかの思いひとつで芯まで潰されてしまいそうなこの感覚は、彼女の絵を見せてもらったときに覚えた感傷とどこか似ているなと御剣は思った。

「…………」

　白い花が咲いていた。

　頼りない月光に照らされて、不安定な闇の中で咲いた一本の白い花。いくつかの花弁を闇に落とし、風が吹いただけで簡単に折れて飛んでいってしまいそうな花。いつ枯れるかも、そもそも枯れるまで咲けるかもわからない脆ぜい弱じやくな一本。

　そんな絵が、部屋の一番手前に飾られていた。

　あるいはその花は見る者によってはべつの──例えば、そう。縋るものなき宇宙を行く彗すい星せいのように映るのかもしれない。

　抽象的で。印象的で。鑑賞者によってそれぞれ異なるイメージを与えながら、それぞれが築き上げてきた世界を想起させる。思い出させる。

　そんな不思議な力がその絵にはあった。

　そしてその絵の横で、モダンな額縁と頭の高さを揃そろえた夕凪が誇らしげに笑っていた。

　彼女は御剣を見つけると顔をしかめる。勝手に日記を捲めくられて膨れる子供のように。

「ああ、きたんだ」

　ぶっきらぼうに、ちっともうれしくなさそうに声をかけられて、しばらく。

　時計の秒針が頭に上った血のぶんだけ落ちて、御剣はようやく彼女の存在に気がついた。

「……これ……隣人さんが描いたんですか？」

「はい、わたくしの絵でございます」

　似合わない口調で答えたのは、集まっている大勢が皆絵画の世界ではなにかしらの権威を持った人物だから。あとは今日まで妙にモヤモヤさせられたぶんのちょっとした仕返し。

「ん」と夕凪は絵の下に貼られた白紙を指差す。そこには画家である夕凪の名前が書かれていて、一段繰り下げて『タイトル』とだけ描かれた先には意図していないとすればデザインミスにしか思えないスペースの空白が広がっていた。

「……無題」

「というアート。なかなかイキってるだろ？」

「それはわからないですけど……」

　絵に目を奪われたまま御剣は感嘆の声を漏らす。

「この絵には……なにかを感じることができます」

「季節感のない隣人くんにも感じる心はあったんだね」

「それだけの力がこの絵にはあるんだと思います」

　現に彼女の絵はその力を行使していた。「ちちんぷいぷい」もいらない不思議な魔法に魅せられて、会場に集まった全ての人間の目がこの不思議な絵に釘くぎづけになっていた。

　ここにいる全ての人間が、彼女の絵に心を奪われていた。

　夕凪にとってその状況はまさしく望んでいたことそのもので。彼女の絵と、そしてそれを描いた彼女自身に老ろう若にやく男なん女によあらゆる人間の視線が集まり、彼女の存在を認めていた。今まで描いてきたどの絵も比べ物にならないほどの力で自分を認めさせていた。

　決して賞は取れないと言っていた絵で、自らをこれでもかとぶつけたような絵で、彼女は語った夢を叶かなえていた。

　だからそれが全てで。現実は黙したまま残酷なほどハッキリと答えを告げていた。

　夕凪より奥──つまり他にいる選考参加者の絵はだれの注目を浴びることもなく、横に並んだ画家同様黒い感情を隠してキレイに笑いながらただただ小さく小こ奇ぎ麗れいに壁にひっつけられていて。まるで未使用のちり紙が額縁でできたゴミ箱に捨てられているようだった。

　入り口付近ばかりが混雑し、奥にいけばいくほど人はいなくなっていた。

　そしてその最奥で御剣は知った顔を見つける。

「……鶴見……」

　制服姿の鶴見は既に御剣の存在に気づいていたようで、頰の前で小さく手を振りながら白い歯を見せて笑う。いつものヘッドフォンはしていない。

「……きたんだね」

　眼鏡めがねの奥で細くなったその目にはなにかをこらえるようにぎゅっと力が込められていた。

　ぎこちなく引きつった笑顔の奥で彼女を苛さいなむ感情の名前が御剣にはわからない。

　鶴見の横には美しい容姿をした少女が澄んだ浜辺で耳触りのいい歌を口ずさんでいる絵が捨てられていた。そうとしか見えない、過去の彼女が描いた綺き麗れいなだけの絵だった。

「夕凪さん、これまでで一番審査員のこと唸うならせてるよ」

「だろうな」

「そりゃそうだよね。今までと全然……ほとんど違う絵なんだもん」

「ほとんど？」

「うん。ほとんど。あの人の絵には前からどこか不思議な魅力があったんだ。だけどそれを隠してわざと目にも心にも優しい絵を描いてきた。コンテストに出すたびどんどんその配慮のほうが前に出てたんだけど……今回はその比率をまるっきり変えたんだね。そりゃあ……勝てないや」

　以前夕凪の話を嫌った彼女が今はペラペラとそれを語っている。そのことに御剣は疑問を抱いたが、他人の口から彼女の過去をきくのがおもしろくて理由を尋ねようとはしなかった。

「僕は初めてあの人の絵を見たんだけど……最初に見るのがあの絵でとてもよかった気がする」

「……ボクも最初にあの絵を見られてたら……遠回りせずに済んだのかなあ」

「鶴見はあまりあの人を見習わないほうがいい。鶴見は鶴見らしく今のまま──」

「…………悔しいなあ」

　握った手を震わせながら俯うつむいた鶴見の頰から、一滴の雫しずくが灰色のマットに落ちた。

　夕凪に対する敗北感と、御剣の摩耗した感受性が悔しくて、吐き出せずに堪えるしかない思いが心を震わせる。

「……鶴見？」

　まるで理解のないその顔で、配る心もないくせに、御剣は鶴見の表情を探ろうとする。

「なーに？」

　留めようのなかった暗い気持ちを落とした一滴に全て乗せた鶴見は、晴れやかな笑みと共に額を上げる。なんでもないよという顔で御剣を見つめ返す。

　その表情はやはり繕ったものであったが、同時に彼女の本心を切り取った版画のようでもあった。

　今回は完敗だが、〝ああいう絵〟を描いてもいいとわかった時点で鶴見には十分だった。

　憧れた夕凪が感性剝むき出しの絵で審査員の目を釘づけにしたのだ。ならば自分がこれから描こうとしている絵もきっと評価される。御剣の心を動かした絵で──裸んぼの絵で賞を取れる可能性がある。

　そしてそのときはきっと言ってやるんだ。伝えてやるんだ。彼に、自分の本当の気持ちを。包み隠さず。まっすぐに。

　それを自分の望む未来にしたなら。

　絵を描くことより大切なことができたのなら。

　むしろ今ここで結果を残さないほうがいいように思えた。そこにどれだけ負け惜しみの念があろうと。

　発表も待たずにこうもまざまざと評価の差を見せつけられてしまっては。自分を隠した絵の上に自分を晒さらけ出した絵で立たれてしまっては。

　今までの自分と絵をまるごとを否定されたみたいでいっそ気持ちよかった。

　広い部屋の片隅で、だから夕凪と鶴見の笑顔だけが本物だった。

「御剣くん。御剣乃音くん」

　鶴見が彼の名を呼ぶのと時を同じくして。夕凪の絵の周りに集まっていた連中の数人がざわつき始める。小さな声で口々になにかを話し合いながら部屋の中央へ集まっていく。だれを中心に据えるでもなく自然と円を作った彼らの視線がときどき壁際の参加者に飛ばされる。

　素人しろうと目にも彼らがなにをしているかは明白だった。

　御剣はふっと口くち許もとに笑みを含んで鶴見に背中で手を振ると、祝いの言葉でもひとつかふたつ送ろうと再び空いた夕凪のところへ歩いていった。

　できることなら賞は鶴見に与えられてほしかったけれど、夕凪が見せていたあの素直に嬉しそうな笑顔を思えば、こういう結末もそう悪いものではないような気がした。

「あー、あー、えー」

　会場全体にくぐもった声と連続するリップノイズが響く。広い部屋の真ん中で、白髪しらが頭の老齢な紳士がマイクを持って話していた。他の審査員は思い出したように老人の横に並んで列を整えたり、ただの風景と化していた参加者の絵を今更観覧し始めたりしていた。

　性別も年齢も異なる六人の審査員を連れて老人は潤沢の唇を開く。

「それでは、今回の受賞者を発表いたします。今回は満場一致の結果でした」

　御剣は夕凪の前に立つ。化粧の馴な染じんだその美しすぎる顔にはやはり彼女らしさを感じないなと思いつつ、さてなんと声をかけて真白のいる小ホールへと向かおうか考えていると、夕凪のほうに口火を切らせてしまった。

「勝ったぞ、隣人くん」

　彼女にしてはえらく高揚した様子で。自慢げに腕を組みながら顎あごを上げ、出した鼻息が見えるようだった。

「勝ったって、だれにですか？」

「世界に」

「隣人さんはいつも僕には見えないものを見てますね」

「隣人くんがさっきまで話してたのが鶴見とかいうのだろ」

「はいそうです。人の名前、覚えられたんですね」

「覚えるようにしたんだよ。あの少女だけは」

　そう言って、彼女は少しだけ遠い目で鶴見のほうを見て呟つぶやいた。

「…………存外、いいものを持ってるじゃないか」

　御剣は結局ありていな言葉に落ち着いた。

「おめでとうございます」

　それだけ伝えて部屋をあとにしようとする。今からいけばちょうど真白の部が出る少し前に着席できそうだった。

　去りゆく彼の後ろで老人が見え透いた結果を発表した。

「優秀賞──鶴見凛さん」

　読み上げられたのはその一名のみで、ブツリとマイクの電源が落ちてもだれひとりとして口を開こうとはしなかった。

　御剣の背中はいつまでも扉の横にあって。鶴見は澄んだ笑みのまま固まっていた。

　あれだけ晴れていた外の天気はいつの間にか淀よどんだ鈍にび色いろを帯びていて。やがて降り出した激しい雨は世界の終わりを感じさせた。

　────破戒のときが────訪れようとしていた────。




　　　　　　　　　　■




「…………えっ？」

　長い沈黙の果て。間の抜けた鶴見の声が会場に零こぼれた。

　審査員のひとりが鶴見に部屋の中央までくるよう手招きする。それでも口を開けて固まったままだった彼女の手をべつの審査員が引いた。いかにも称賛を染み込ませたみたいな一本調子の微笑ほほえみを張りつけて。

　下手へたに操られる人形のような地につかない足取りで歩かされた彼女は、未いまだ現実を受け入れられないままスーツ姿の連中に囲まれ、その栄誉を称たたえられる。

「技巧を凝らした大変すばらしい絵でした。おめでとうございます」

　審査員長を名乗った老人が温和な表情で語りかける。来場した他の業界関係者や共に競った参加者たちから称賛の拍手が送られる。新たな芸術家の誕生を祝す温かなムードが会場を満たしていく。

　夕凪と御剣だけが、その輪に加われないでいた。

　麗うららかな微笑みと惜しみない賛美の中、審査員長はそっと手を差し出して握手を求めた。

　コンテストが充実感と期待感を飽和させながら大団円の後に終わろうとしていた。

　────底冷えする気持ち悪さに、反へ吐どが出そうだった。

「…………ボクじゃ、ない…………」

　血を抜き取られて青くなりひきつけを起こしそうな顔で、鶴見が言う。

　会場に蔓まん延えんした笑みは凍りつき、心を忘れた拍手だけが疎まばらに鳴り続ける。

「……ボクじゃ、ない！」

　痛む胸を右手で押さえながら締まった喉のどを左の指で無理やりかっぴらいて、鶴見は必死に叫んだ。

　拍手が、止まった。

　驚いたように目と口をあんぐり開けて立ち尽くす審査員。

　鶴見は自分を囲う彼らをぐるりと見回して、泣きそうな顔で縋すがるように言った。

「だって……え？　間違えてる……。ボクの絵は、アレですよ……？」

　視線を向けた先にあるのは綺麗な絵。綺麗なだけで、他に表現しようのない、作家の熱量を感じさせない、冷えた、ある意味この会場の風景としてはぴったりな、なんの変哲もない絵。鶴見凛が描いた、鶴見凛のいない絵。他の壁紙みたいな絵と大差ない、だれの目にも留まらなかったはずの絵。

「……今回の一番は……あの絵じゃ、ないですよね……？」

「あの絵だよ」

　凍いてついた笑みのまま、審査員長は彼女を見下ろす。優しい表情で隠したその眼圧は、ホールへ入る前に御剣がスクランブルへ向けたものと似た、回避を許さず振り降ろした槌つちのようだった。

「あなたの絵はとてもすばらしい。間違いなく今回飾られた絵の中で一番上手でしたよ」

　賛辞の槌で頭を殴られ全身を痙けい攣れんさせながら、しかし鶴見は糾きゆう弾だんをやめようとはしなかった。選考結果に文句をつけたことなどこれまで一度もなかったが、今回だけは譲れない理由があった。

「ここにいる全員が思ってます！　一番は、ボクじゃないって！」

　壁に並んだ参加者たちが一様に目を伏せる。

　過去の自分がそれでも必死になって描いた絵を否定しなければいけない今の状況に、鶴見の心が悲鳴をあげる。

　彼女の叫びはそのまま悲痛な泣き声のようだった。

「この会場で一番人の目を惹いたのは……」

　震える細い指先が力の籠こもった視線を乗せて入り口のほうを指し示そうとする。

「鶴見さん」

　厳格さを露あらわにした一声がそれを止める。

「あなたがどう思ったのかは知らないが」

　そう前置きをした上で、老人は蓄えた顎あご髭ひげを偉そうに擦こすった。

「我々はあなたよりもずっと多くの絵を見てきている。そんな我々の目と感性が一致したのだよ。一番はあなたの絵だと」

「そんなの……！」

　出かかった乱暴な言葉をぐっと飲み込んで精一杯理性を留め置こうとする。

「だってみんな、あの絵に目を奪われてた……！」

「もしそうだとしても」

　と、意見を述べる前に老人が示す寛容さは言葉の上でしか転がらず、彼の中で既に納まりのついている答えはだれの意見でも覆すことができないほど頑丈に固められていた。今日まで彼が生きてきた年月の楔くさびで。

「目を奪うだけが芸術ではない。例えば飛び降り死体が無論芸術ではないようにね」

　老人は入り口近くの絵を一いち瞥べつする。

　そんな老人と目が合った夕凪は、開かれた扉にもたれながら腕を組んで小さく苦笑した。

「芸術がだれかを傷つけるようなものであってはならないと我々は考えている。そういう意味で、我々はあなたの絵が一番安心して見ていられたのだよ」

　いったいその安心はどれくらい彼らの目を引き留めたのだろう？　安らいだというその心を、いったいどれくらい自分の絵の前で留めておいてもらえたのだろう？

　そう考えると、並べ立てられた小こ奇ぎ麗れいな言葉はますます詭き弁べんに思えてくる。

「それに、そう卑屈になるものじゃないよ」

　再びニッコリと笑って、顔をしわくちゃにしながら老人は小さな声で耳打ちする。

「ここからあなたは本格的に画家としてスタートできる。だれでもそうなれるわけじゃない。他の参加者がみんな目指していた賞に選ばれたのだ。なにを不満に思うことがある？」

　続いた言葉にいつかの自分といつか向けられた彼の思いとが重なって、三重になってきこえたそれは底なしの悍おぞましさを帯びていた。




「────この賞を取るために、今までずっと絵を描いてきたのだろう？」




　そうだ。ボクはずっと賞を取るために絵を描いてきた。その先にある望んだ未来を現実のものにするため。この結果は、過去の自分がずっと記したかった未来の中間点だ。こうしていくつもの焦点を作ることで理想のレールを敷いていこうと今までずっと努力してきた。賞を取れるような絵を描いてきた。

　────でも。そのレールの先になにがある？

　夢を叶かなえたとして、夢のために生きられたとして、それは幸せなことだろうか？

　わからない。もしかすると前までの自分にとってはそうだったのかもしれない。夢を叶えて、夢のために死ぬことで満足できたのかもしれない。

　彼と出会うまでのボクなら、今の結果を喜べたのかもしれない。

　だけどもう、ボクの焦点はズレてしまっている。

　ボクの大切なものはもう、変わってしまっていた。

「…………ボクは…………」

　視線が救いを求めるように彼を探す。自分を囲うスーツ姿の人間たちの顔は内側にとてもまっすぐな歪ゆがみを内包して見えた。まるで自分にとって本当に大切なものから目を逸そらして生き続けた成れの果てが彼らのようで。まるで同じ不幸を与えるべくボクから彼を隠しているようだった。その隙すき間まから覗のぞける同じ画家志望者たちの目は虚うつろで、嫉妬や妬ねたみの類たぐいさえこちらに向けてはいなかった。だれもがやはりこの結果を心の内では認めておらず、それでも審査員の目を気にして彼らの決定に笑顔で拍手を送っていた。

　こんなものに、そんなものに、いったいどうしてボクはなりたかったのだろうか？

　考えれば考えるほどわからなくて。まるで現在から切り離されたような過去の自分が描いた絵にはやはりなんの感慨も抱けなくて。自分じゃない自分の描いた絵に送られる亡者たちの称賛など今の鶴見凛にとってはどうでもよくて。むしろそんな彼らに分離した自分を一括くくりでまとめられるのが我慢ならなかった。

「…………違う…………！」

　たしかに今でも画家にはなりたい。けれど描きたくないものを一生描き続けたいとは微み塵じんも思わない。べつの圧倒的な熱量で夢の残ざん滓しさえ燃え尽きている。

　──今の彼女を支えているのは──今の彼女が描きたいのは──。

　今の鶴見凛には、絵を描くことよりも大事なことができていた。

　だからこの、死へと繫つながるレールを受け入れて進むわけにはいかなかった。

「…………ボクが評価されたかったのは……あんな絵じゃないッ!!」

　指差された偽物の一枚が激情の叫びで揺れる。

　たじろぐ審査員たち。驚き身を強こわ張ばらせる参加者たち。

「鶴見……」

　異議を唱える鶴見のことを静観していられなくなった御剣は、しかたなく声をかけようとしていた。

　しかし下方に違和感を覚えて先にその正体を探る。

　そして彼女の叫びと現象は重なった。

　御剣のポーチから、エキセントリックボックスが顔を出した。スクランブルではない。今日までずっと沈黙を貫き続けてきた鶴見凛のエキセントリックボックスが勝手にポーチから飛び出し宙に浮く。

　──しまった。そう思うが早いか、伸ばした手の届かない場所へエキセントリックボックスは飛んでいく。

　参加者の目がある前で、審査員たちの横をものすごい速度で通り抜けていくエキセントリックボックス。納まったのは、絵を指差した鶴見の手中。

「……」

　飛来したエキセントリックボックスに鶴見は少しばかりの困惑をみせる。

　しかしすぐ決心したようにぎゅっと唇を嚙かんだかと思うと、その赤くなった口で微かすかに笑った。

　御剣は知っている。エキセントリックボックスが人ひと身み御ご供くうの傍そばへ向かおうとするのはどういうときか。

　それは、人身御供が力を欲したときだ。

　どうしても叶えたい願いを抱いたときだ。

　人身御供に自らを擲なげうつ覚悟ができたときだ。

　現実が──書き換えられようとしていた。

「やめろ！　鶴見ッ!!」

　御剣が叫ぶ。彼がそんなにも大きな声を出したのはあの夜──父と母がいなくなって泣いた日以来だった。

　無論、彼が心の底にある仄ほの暗ぐらい闇の中で苦慮していたのは鶴見自身についてではない。

　鶴見凛という存在は御剣にとって目指すべき未来だった。力を使わずまっとうに生きる人身御供──そんな者になれればもっと生きやすいだろうと思っていた。彼女は御剣が生きるための目標だった。生き方の見本だった。

　いつか自分も鶴見のように生きてみたい。

　そう思っていたから御剣は、鶴見に壊れてほしくなかったのである。彼女が拒絶しようとしている現状は、御剣が生きようとしていた現実そのものだったから。

　彼女がしようとしている行動は、巡り巡って御剣が目指す生き方の否定に繫がっていた。

　──鶴見凛にさえ不可能だったことが御剣乃音にできるわけがない。

　そんな結論に至るのが嫌で。自分のために、あるいは自分に生きることを命じたスクランブルのために、御剣は叫んだ。「頼むから、僕の希望を消さないでくれ」と。

　そしてその手前勝手な叫びはまるで届かず、御剣の今日までを全部台無しにする素敵な魔法が彼女の口から唱えられた。

「ボクの賞を夕凪さんに与えて、エキセントリックボックス！」

　会場全体を強烈な群青色の光が支配した。

　そこにいた全員が反射的に目を瞑つぶる。

　視界を奪われながら闇雲に走り出していた御剣は審査員のだれかとぶつかりドサリと床に倒れた。

　やがて光が収まり皆そぞろに薄く目を開けていく。

　多くの人間が立ち尽くす会場で新たに増えた〝一体〟は、全身に違和感を纏まとって部屋の中央で浮いており、なにも知らない人間たちにも突然の閃せん光こうが彼の出現によるものだということをその存在感で教えていた。

「エキセントリックボックス、展開致しました」

　漣さざなみのように流れたココア色の髪。スラリと伸びた体たい軀く。部屋の色彩を乱反射させるベストとサルエルパンツ、それから頭の上にちょこんと乗ったニット帽。青年模様のエキセントリックボックスはブーツの先から静かに床へ着地すると、片方の手で自身の胸を抱えて小さく一礼した。

　細い眉の下で綺き麗れいな弓形の輪りん郭かくを描いた目は落ち着いたセピア色をしていて。やや骨ばった高い鼻と程よく弛し緩かんした口元が印象を良くしている。好青年という言葉は彼のように整った容姿の人間が善行を積むことで評される。

　もっとも、善悪の規範を埋め込まれておらず主体性のない今の彼はスラスラと出てくる決まり文句とは裏腹にどこかぼんやりと世界を眺めていて。

　今の彼にとって、世界は鶴見凛だけでできていた。

　感情のない低い声でエキセントリックボックスは言う。

「代償は絵の才能ですが？」

　代償。エキセントリックボックスが譲り受けるもの。人身御供が失うもの。願いを叶えるために差し出されるもの。

　──それだけは、ダメだと思った。他のなにを差し出しても、絵の才能を失うことだけはしてほしくないと御剣は思った。

　なぜなら御剣にとってそれは鶴見凛の全てで。絵を描かなくなった鶴見凛にはなんの価値もなくて。つまり自分の未来も同じく無価値であることの証明になるから。

　ようやく見つけられた生きる希望を手放したくなかった。また空白に戻るのが嫌だった。

「鶴見ッ!!」

　常人の全員が突とつ如じよ起こった超常的誕生に言葉を失う中、御剣の叫び声が世界を揺らす。

　しかしその揺れも、破滅へと向かう彼女の足をほんの一瞬止めただけだった。

「それでいいよ」

　と、鶴見はエキセントリックボックスに言った。

「かしこまりました」

　エキセントリックボックスが小さく頷うなずく。

　ときを同じくして、もう一体のエキセントリックボックスが意味もなく展開した。ポーチから溢あふれ出した白光で御剣の視力を奪いながら、箱型から人型へと変わっていく。

　御剣の言いつけを忘れたわけではない。考えるべき問題の答えが出たわけでもない。

[image: ]

　それでも彼女は自分の意志で展開していた。ポーチの中から人型の〝彼〟を認識してしまってから。自分の意志なのにどこか操られているような感覚で、事に及ぶ彼のことをスクランブルはじっと見つめていた。

　展開したからといってなにをするでもなく。目を眩くらまされて動けない御剣に代わってその光景を、整いきっておらず鼻や口と繫がったままにある瞳のスクリーンに映す。

　二人は互いに向かい合うとアイコンタクト一回。まっすぐ突き出した鶴見の拳こぶしがエキセントリックボックスのみぞおちを抉えぐる。エキセントリックボックスはその場にドサリと倒れ、鶴見は彼に向けていた視線を会場の人間に戻すと妖しく口元を緩ませた。

「おい、どういうつもりだスクランブル!?」

　ようやく視力の戻った御剣が目にしたのは、だらしなく口の端からよだれを垂らしながら目をうわずらせた人間たちだった。

　その中心で笑いながら、翡ひ翠すい色に輝く目をした鶴見が指先を躍らせていた。まるでタクトを振る指揮者のように。

「ッ……！」

　四拍子を刻みながら彼女がひとりを指差すと、その人間は持っていたマイクに向かって籠こもった声を絞り出す。

「ゆ、ゆうし、しょう……ゆう、なっぎぎギ、ア、アリッア、リスさん……」

　呂ろ律れつの回らない口で夕凪の名を呼ぶ。鶴見が無音の狂想曲のテンポを変える。疎まばらで空疎で緩慢な拍手がそこら中で鳴り響いた。

　悪夢のようだった。いつか見せられたものよりずっと醜悪で質の悪い、後には悲しみしか残らない悪夢。

　鶴見は既に『神代』の力を使っていた。

「…………鶴見…………」

　諦てい観かん色の吐息が意志なき亡者犇ひしめく会場に零こぼれる。

　そこでようやく鶴見は御剣と目を合わせた。

「…………」

　彼女は笑いながら泣いていた。あるいは泣きながら笑っていた。狂ったように声をあげながら。狂ったように喉のどを震わせながら。どちらが正常な彼女か、どちらが正しい感情か。だれにもわからない混こん沌とんに堕ちた表情の中で、緑色の瞳から零れた一滴の涙だけが真実の光を内包していた。

　指揮の手を下ろして鶴見は駆け出す。

　全てから逃げ出すように走る彼女の手を摑つかむことが、御剣にはできなかった。

　限りなく近づき、そして一瞬すれ違い、やがて二人の距離は離れていく。

　流れた綺麗なひと雫しずくが、ずっと倒れたままだった御剣の頰ほおに落ちて伝った。

　無味乾燥で退廃的な形だけの拍手は指揮者を失っても途絶えることなく延々と鳴り続けていた。称える相手もいないままに。

　彼女の軌跡をなぞるようにエキセントリックボックスが歩いていく。要素を譲り受けるために、去った人身御供のもとへと歩いていく。

「あ、あの！」

　彼に声をかけたのはスクランブルだった。

「……」

　しかしエキセントリックボックスは一切の反応を示すことなくスクランブルの横も靴音ひとつですり抜けていく。床に尻しり餅もちをついたままの御剣にも同じように一いち瞥べつすらくれず。

「ねえ!!」

　もう一度スクランブルは声を張る。しかしやはり反応は返ってこない。

「あなたが叶かなえたお願いは、りんりんがホントに願ったことだったの!?」

　どんな質問も彼の足を止めることはない。なぜなら答える理由も考える理由もないから。

「それでりんりんは幸せになれるの!?　これでホントに、よかったのっ!?」

　角を曲がって、エキセントリックボックスの姿が見えなくなる。

「……うう……」

　おかしいのは──間違っているのは──自分か、他のエキセントリックボックスか。

　スクランブルには正しい答えがわからなかった。

「…………いいわけないだろ……！」

　震える声で呟つぶやいて、御剣は立ち上がる。

「…………乃音……？」

　スクランブルが見上げた彼の額には、伸びた髪が深い影を下ろしていた。

「こんなのは……間違ってる……！」

　停滞していた正しさが原動力となって走り出す。

　なにが間違っているのかわかりきっている御剣乃音は、行動を開始した。

「乃音！」

　スクランブルの声は彼にさえ届かない。

　空から焚だきされた憤りに急せかされた御剣は会場を出ていった。

「…………うぅ……」

　拍手ばかりが木霊こだまする悍おぞましい会場にひとり取り残されたスクランブル。縋すがるものもなく、手を引いてくれる者もいない。不完全で浅はかな身では、自分がどうするべきかさえわからないでいた。

　鶴見のように、御剣のように、あのエキセントリックボックスのように、駆け出す理由がみつからなくて。理由がないと走り出せない自分にほとほと嫌気が差して。屈んで小さく蹲うずくまった彼女はまるで意志なき箱のようだった。

　結局彼女ひとりでは、なにも決めることができなかった。

「……ぅ……ぅう……！」

　どうすれば御剣が幸せになれるのか。このまま力を使わせないでいていいのか。

　望むまま「とりあえず」で生かした御剣のその先が、スクランブルには今日までずっと見えないままだった。もしかしたらそんな自分のせいで今ここに悲劇しか広がっていないのかもしれないと思って、彼女はひとり泣きながら自己嫌悪に沈んでだんだん床に埋もれていった。

「さて、と」

　そんなスクランブルのパーカーフードをひょいと摑んで立たせる者がいた。

「…………ふぇ？」

　ストンと足を床に着かされて、スクランブルは滲にじんだ瞳で振り返る。

　そんな幼女に、彼女は尋ねた。

　だれに操られるでもなく。履いたヒールで綺き麗れいなキックモーションをなぞりながら。

「全部を投げ捨てて逃避行に走ったロミオとジュリエットの……私はいったいどっちの顎あごを粉砕してやればいいと思う？」

　口の端で笑いながら、クマを隠した夕凪の目はちっとも笑っていなかった。
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「ちくしょう……うまくいかねえ……」

　ホール玄関先にある屋根の下で立ち往生しながら氷室は地団駄を踏んでいた。

　急に降り出した雨にも、自分のことをまるで脅威に感じていない真白にも、ムカついていた。

「いっそホントに爆弾作っちまうか？」

　挑発的な視線をエキセントリックボックスに向ける。

「氷室様がそれを望むなら」

　あっさり肯定されて、善悪の規範がない相手には冗談も通じないと肩を落とす。

「ばか。そんなことしたら苦しむどころかいろんな人が死んじゃうだろうが」

　もっともなことを口にする人ひと身み御ご供くうを前にしてエキセントリックボックスは首を傾かしげる。

　他人を苦しめるために生きているというわりに、だれかに消えない傷が残るような酷ひどい行為を氷室はしようとしない。いたずらに一時の性欲を煽あおったり。ときたま盗み食いをしたり。その程度。

　あの日だって、本当はだれかを墜落死させるつもりなんてなかった。御剣乃音という人身御供に決断を迫るため、命を手玉に取っているような演出をしただけ。

「この会場を爆破して火の手をあげれば、おそらく多くの人間の悲鳴と絶叫がきけると思いますが？」

　多数の死傷者が出て会場は大混乱。地獄絵図と化した舞台の中心で高笑いでもすれば存分に黒々とした視線を浴びることができるだろう。

　そんなことを平然とした顔で告げてくるエキセントリックボックスに氷室は顔を引きつらせた。

「お、おまえもなかなか悪の才能があるじゃねーか。さすがオレの手下だ」

「手下ではありません。私は氷室様のエキセントリックボックスです」

「でもなエキセントリックボックス……おまえはまだわかってねえ」

　灰色の空と降り続く激しい雨を見上げながら氷室は言った。

「悪者には悪者の矜きよう持じってもんがあるんだ。悪はな……いきすぎたらダメなんだよ」

「なぜでしょう？　と、きいてほしいんですよね？」

「後半の確認は余計だ」

　氷室はエキセントリックボックスの頭を粗雑に撫なでる。水色の髪がわしゃわしゃされて不作法に跳ねた。

　けれどエキセントリックボックスはべつにそれが嫌ではなかった。

「真の悪はな、ヒーローが覚醒したときに救えるものをちゃんと残しておいてやらないといけねえんだ」

　そう語る氷室の目はいつもより少しだけ優しく見えた。

「では、爆破はナシという方向で？」

「いや、でもあの女に舐なめられたままってのも癪しやくだからここはボヤ騒ぎでも起こしてあいつの集中力を……」

　と、小悪党らしい計画を練っていた氷室が屋根の向こうに突き飛ばされた。

「ばべぇ!?」

　濡ぬれたアスファルトで右の頰を軽く擦すりむいて涙目になる氷室。そんな彼の視線の先をひとりの少女が走り去っていく。

「おい！」

　睨にらむ氷室に一いち瞥べつもくれず、少女は傘も差さずに学生服を濡らしていた。どこかへ向かって急いでいるというよりも、なにかから逃げるように──どこでもないどこかへと走っているようだった。

「ごめんなさいって言えよぉー！」

　叫び声は激しい雨に叩たたき落とされ、虚しくアスファルトに滲んで消えてしまった。

「ちくしょう……」

　ぼやきながら、屋根の下に戻って濡れた服を絞りつつ輪りん郭かくのぼやけた世界に視線を向ける。夏の熱が急速に冷やされたことにより立ち込めた霧の向こうへ消えた彼女を、氷室は遠くない過去に覗のぞいたことがあった。

「…………あいつはたしか…………」

　まだ濡れ具ぐ合あいのマシな部分で顔を拭きながら、氷室は左の頰で手を止めた。

　のっていた大きな雨粒に交じって、そこに熱を帯びた一いち縷るが流れていたから。

「……ってことは……まさか……」

「氷室様」

「ちょっと黙ってろ、エキセントリックボックス」

「ですが」

「んだよまったく」

「危ないですよ」

「ぶべぇ!!」

　エキセントリックボックスが言うより早く、氷室はまた突き飛ばされていた。

　ばしゃり。水たまりに飛びこんだ身体が勢いよく水を跳ねる。今度は額を擦りむいてしまった。

「……ッ」

　しかしそう何度も一方的に転ばされるだけではないのが氷室棗だ。

「…………摑まえたぞ、御剣乃音」

　跳ね飛ばされながらも、走り去ろうとする御剣の腕を彼はしっかりと摑んでいた。

「どこにいくつもりだよ？」

「今おまえに構ってる時間はないんだ」

　御剣は氷室のほうも見ずに手を振りほどこうとする。

　しかし氷室は放さない。握った腕を支えに立ち上がり、グイと身体を引いて御剣を振り向かせた。

　相あい対たいした彼の顔は冷酷さを焦しよう燥そうで焼いたように真っ青だった。

「……悪かった、とでも言えば放してくれるのか？」

　抑揚のない声が氷室を燻いぶる。

　二人の上から止やまない雨が降り続いていた。

「真白セツミの演奏をききにいくんじゃないのか？」

　御剣は少しの間黙り、それからバツが悪そうに顔をしかめてホールのほうを見た。

「……そのつもりだったが、間に合いそうにない。もう始まってる頃だ」

「途中からだって入れるだろ？」

「僕は急いでるんだ」

「急ぐ方向が違うだろ」

　腕を握る力がぎゅっと強くなったことに気づいたのは、屋根の下で二人を見ていたエキセントリックボックスだけだった。

「やっぱりさっき走っていった女とあんたの存在は無関係じゃないんだな」

「見たのならどっちにいったか教えてくれると助かる」

「オレがあんたを助けるわけないだろ。最近のオレは専もつぱらあんたを苦しめるために生きてるんだぜ？」

「なら、この手を放さないのもそういう理屈か？」

　氷室は答えに詰まった。

　なぜ「その通りだ」とすぐに言えなかったのか、氷室にもわからなかった。

　自分が他人の邪魔をする理由なんてそれしかないはずなのに。

　どうしてオレは御剣の行く手を阻む以上のことをしようとしている？

　どうしてオレは御剣にあいつの演奏をきかせようとしている？

　御剣の邪魔をしたいなら、手を放して噓うその方向を指差してやるのが一番冴さえたやり方のはずなのに。

「その通りだ」

　と、彼が答えたときにはもう、二人は頭の先から靴の底まで雨に浸されていた。

「そうか」

　そう呟つぶやいて、御剣は握られていた腕を力一杯引いた。

　不意をつかれてよろけかかってきた氷室に一切の躊ちゆう躇ちよなく、全力の拳こぶしが振り降ろされる。

「ごはっ!?」

　頰ほおを抉えぐられアスファルトに顔面から叩たたきつけられた氷室は辺りの雨水を弾はじき飛ばして小さくバウンドした。

「氷室様！」

　伸びて沈んだ身体に降る雨を、駆け寄ったエキセントリックボックスが払う。

「たしかに今のおまえは僕にとって排除すべき障害だった。でもだからって、なにかを失うやり方を選ばなくてもおまえくらい簡単に取り除くことができる。気持ちひとつだ」

　御剣は間に合わせの暴力に肯定的だ。

　その思考の下、自分より体格の優位な人間を相手取って戦ったことだって一度や二度じゃない。当然そのときは『神代』の力を使っていたけれど、おかげで強くあるための反応や身のこなしは身体が覚えている。

　ただの氷室棗など、御剣にとっては取るに足らない相手だった。

「……ちくしょうっ……！」

　口の端から血を流しながら氷室は歯を食いしばる。

　御剣は身を翻ひるがえし、それから思い出したように顔だけ氷室のほうに向けて言った。

「真白に伝えておいてくれ。『約束を守ってやれなくて悪い』と」

「なんでオレが……！」

「べつに嫌ならいい。僕が伝えるよりそのほうが早いと思っただけだ」

　御剣乃音には人の気持ちがわからない。

「……いって、どうすんだよ？」

「……なに？」

　氷室はよろめきながら立ち上がり、垂れた血を拭って言う。

「あの女を追いかけて、あんたはいったいなにをするつもりなんだ？」

「それは……」

　今度は御剣のほうが答えに詰まった。

「それは、真白セツミとの約束よりも大事なことなのか？」

「…………」

　御剣乃音の価値基準は壊れている。

「……僕にはどちらも大事だ。だけど今は、音をきいているより話をすることで救えるものがあるはずなんだ」

　いったいなにを救うのか。対象物もわかっていないまま、御剣は込み上げてくる思いに突き動かされていた。

「その裏側でだれかの心が壊れても、あんたはいくのか？」

　御剣にはそれがだれのことを言っているのかわからない。

「ああ」

　故ゆえに。

「そのときはまた、僕がそいつを救ってやる」

　御剣乃音は壊れている。

「だから今は鶴見と話をしにいく」

　故に。

「話して……僕は答えを見つける」

　御剣乃音は再生を目もく論ろむ。

　最初の自分なんてものも思い出せないままに。

　死にたがりな自分を否定するため、御剣は鶴見を使い倒す。

「だから教えろ、氷室」

　グイと、エキセントリックボックスの髪を摑つかんで持ち上げる御剣。

「お、おい！」

　驚き、焦る氷室に向かって御剣は笑った。この上なく不気味に口角を吊つり上げて。

「あの日と逆だな、人ひと身み御ご供くう」

　乱暴に持ち上げたまま、一撃。

　みぞおちを抉られて、エキセントリックボックスは声もあげない。

　代わりに侮ぶ蔑べつや怒りに類する視線を向けた。

「なんだ、痛みはまだ受け取ってないのか」

「なにやってんだあんた!?」

　雨音を搔かき消し吠ほえる氷室に、御剣は言う。

「前におまえがやろうとしたことだよ。殺しはしないから少し甘いが……どうせ死なないエキセントリックボックスだ。せめて、これで味覚のものさしでも備わるといいなあ！」

　振り上げ、振り降ろそうとした二発目がエキセントリックボックスに刺さることはなかった。

「……そうだ。それでいい」

　御剣はエキセントリックボックスから手を放す。

　氷室は震える指で霧の向こうを指していた。

「…………ひとつ、わかったことがあります」

　下ろされ這はいつくばった身で御剣を見上げ、エキセントリックボックスは物憂い顔に僅わずかな鋭利さを込めて言った。

「私はあなたのことが嫌いです」

　御剣は一瞬目を大きくして沈黙。それからふっと力を抜いて苦笑した。

「……僕のことが嫌いでも、できることならスクランブルとは仲良くやってくれ」

「優しい言葉ですね」

「他のエキセントリックボックスと触れ合うことで、あいつはなにかを感じてるみたいなんだ。あいつが変わったぶんだけ僕も変わる。その理屈が契約の根幹にあるなら……僕にもまだ……希望はあるだろ？」

　御剣が最後に見せた笑みはどこまでも破滅的で。エキセントリックボックスにはとても彼が希望を抱ける段階にいる人間には見えなかった。

　御剣は氷室が指した方向とは真逆の道へ向かって走り出した。

　壊れ物の思考は本当にお見通しのようだった。

「……御剣……あんたは……」

　氷室の中で、御剣乃音という人間を理想の台で留めておくことに限界が近づいていた。

　弱きを助け強きを挫くじく──彼が憧れたヒーローは、決して無抵抗の相手を殴ったりなんかしない。

　…………それでも。

　氷室にとって、御剣乃音はヒーローであり続けなければならなかった。常に憧れの立ち位置に据すえ続けておかなければいけなかった。

　──なぜなら。

　氷室はもう、だれかのために生きることができないから。

　だから彼は望み続けるのだ。自分を倒したヒーローの中でもう一度生まれ変わることを。

「ッ……」

　痛む傷が、冷える身体が、まだ人間であることを氷室に実感させる。

「……いくぞ、エキセントリックボックス」

　そう言って踵きびすを返した主に「どこへ？」とエキセントリックボックスが尋ねようとした矢先。

「ばぶぅ!?」

　氷室はまただれかに突き飛ばされてアスファルトを転がった。

　もはやわざとやっているのだろうとエキセントリックボックスはため息をついた。

「オレはゴールテープじゃねえんだぞ!?」

　ずぶ濡ぬれになりながら叫ぶ氷室。さすがにこう何度も突き飛ばされると疲労感を覚える。

　しかし彼の前に立っていた女は彼以上に虫の息で、上うわ擦ずって喉のどに逆流する荒い息をしながら膝に手をつき雨に濡れていた。

「がんばってアリス！　まだ一分も走ってないよ？」

　女の横にいた幼女が懸命にエールを送る。

　そして二体は目が合った。

「あっ」

「あっ」

　それきり、人型のエキセントリックボックスは互いにかける言葉を見つけられないでいた。

「お、おいあんた……死にそうだけど大丈夫か？」

　さすがに心配になって女に声をかける氷室。自分の行いによって他人が苦しむのは見ていて楽しいが、無関係なところで苦しんでいるのはべつになんとも思わない。だから気遣える。

「……見やればいつかの少年じゃないか」

　女は顔を上げて氷室を覗のぞき込んだ。

「ひいっ!?」

　ひどく怯おびえた表情で息を吞のむ氷室に彼女は尋ねた。

「織姫とメロスがどこで囀さえずってるか知ってる？」

　顔を引きつらせたまま疑問符を浮かべる氷室にスクランブルが注釈を加える。

「たぶん乃音とりんりんのこと」

　氷室は首を前に向けたまま後ろを指さした。

「ありがとー！」

　お礼を言って満まん身しん創そう痍いの女を引っ張っていこうとするスクランブル。引っ張られるほうもほうほうの体で駆け出した。

　そのすれ違い様。

「……本当は、あっち」

　二人が駆けていった本当の方角をエキセントリックボックスが小さな指で指し示す。

　少しの間立ち止まって首を傾かしげた後、スクランブルは嬉うれしそうに笑って。

「あ、ありがとう！」

　氷室のエキセントリックボックスが言うほうに二人は走っていった。

　去りゆく背中を見つめながら、エキセントリックボックスは自分の中に得体の知れない要素が生まれていることを自覚し、困惑していた。

　困惑しながら、その表情が少しだけ緩んでいることに気づいたのは、それを傍そばで見ていた氷室だけだった。

　複雑な感情をない交ぜにして二人を見送るエキセントリックボックスに、自分から零こぼれ落ちていく人間味の所在を感じながら、氷室はふと妙なことに気がついた。

「……あの女、どうしてオレのこと覚えてんだ……？」
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　世界の輪りん郭かくがぼやけていた。

　立ち込めた霧は夏を蒸発させ、降りしきる雨はそれ以外の雑音を宇宙の果てまで締め出していた。

　先が見えない霧の中、御剣はずっとなにかに突き動かされるような感覚で走っていた。

　──追いかけて、どうするのか。

　なにも決まっていなかったけれど、それでも御剣は鶴見と話をしなければいけない気がしていた。

　話をすれば、まだギリギリやり直せる気がしていた。

　そんなはずがないことは、会場でへたり込んでいた御剣が一番よくわかっているはずなのに。

　認めたくないだけだった。

　とどのつまり、この疾走はだから、迫り立ててくる現実から必死になって逃げているだけだった。

　わかっていて、それでも御剣は走っていた。

「──鶴見！」

　そして彼は彼女の背中を捉とらえる。

　名前を呼ばれてビクリと立ち止まり、永遠のような沈黙を雨で洗い流して鶴見は振り向いた。

「…………足、速いんだね」

　芯までぐっしょりと濡れた髪を横に撫なでて。その顔に疲れきった笑みを添えて。眼鏡めがねの奥で栗くり色いろに戻った目を細くする。

「さすが男子だ」

「生あい憎にく、疲れとは縁を切ったんだ」

　そう言って笑って見せる御剣の顔も、これ以上ないほど疲ひ弊へいの色に染まっていた。

　互いに身体以上──心が限界にきていた。

「……どうして『神代』の力を使った？」

　それでも、痛みに鈍感な御剣のほうから切り込む。

　どちらにとっても、このまま有う耶や無む耶やにしていいことではなかった。

「力を使う気はないって、そう、言ってたじゃないか」

　不用心にエキセントリックボックスを持っていたことについて責められたなら謝るつもりでいた。なくしてしまわないよう今日までずっと持ち歩いていたが、そもそも鶴見と会うときは遠ざけているべきだったと自分の浅慮さを呪うことができた。

　問題がそこにあったなら、話は簡単だった。

「……あんな評価、喜べないよ」

　世界を諦めたような表情で鶴見は呟つぶやく。

　たしかにだれの目も魅了していたのは夕凪の絵だった。どれが一番力のある絵だったかときかれれば、芸術のわからない御剣でさえ夕凪の絵を選ぶだろう。

　けれど力のある絵が評価されるわけじゃない。以前夕凪もそう言っていた。

　どんな過程があろうとも。例え消去法の選別だったとしても。たしかに審査員たちは鶴見の絵を選んだのだ。

「喜ぶ必要なんてないじゃないか。そんな感情、絵を描くのに必要ないだろう？」

　それに、と言葉は続く。

「あの絵だって鶴見が描いた絵だろ？　だったらキミが勝った──勝って夢を叶かなえた──それでいいじゃないか」

　世界なんて漠然としたものと戦うのは夕凪だけでいい。

〝生きるために生きようとする〟鶴見は世間と手を繫つないで生きればいい。

　それが御剣の考えだった。

「……ボクも、そう思ってたよ。御剣くん。御剣乃音くん。キミに出会うまでは」

　ぎゅっと痛む胸を押さえて鶴見は答えた。

　感じないはずの痛みが伝染して御剣の心臓を締めつけた。

「……僕のせいなのか？」

「……うん。キミのせい」

　鶴見は冗談めかして笑おうとするが、結局真実である言葉を噓うそっぽさで包み込む奥ゆかしさなど、今の一杯一杯な彼女にあるわけもなかった。

　だから言葉はそのまま剝むき身のナイフとなって御剣に突き刺さる。

「僕がキミの彗すい星せいを褒めたからか？　だから、同質の輝きを放たない絵は価値を失ってしまったのか？」

「うん。そうだよ」

　頷き、鶴見は眼鏡を外す。

「全部キミのせい。だから責任、取ってよね」

「責任……」

　いったいなにをすれば責任を取ったことになるというのか。

　まっとうな人生を歩むはずだったひとりの人間の人生を台無しにした責任なんて、できそこなった人ひと身み御ご供くうの命ひとつでは軽すぎた。

「……ボクはずっと絵描きになりたかった。絵を描くために生きて、生きるために絵を描いていたかった。でも……御剣くん。御剣乃音くん……キミのせいで、ボクの目的は変わっちゃった」

　雨は偽りや虚飾を全て洗い流し、真実だけを晒さらけ出す。

「…………ボクは……キミに褒められる絵だけをずっと描いていたくなっちゃったの」

「そんなもの……！」

　御剣乃音は御剣乃音に価値を見み出いだせない。

　人を助けることでしか世界に貢献できない人身御供が悪影響を与えていることに耐えられなくなる。

「そんなものにいったいなんの価値があるんだ!?」

「ボクにとってはもう、それが一番大事なことなの。ボクのための絵を描くことよりも」

「だとしても!!」

　御剣は認めようとしない。見えている真実を拒み続ける。

「そんな絵は絵描きとして認められたあとにでも描けばいい。なのに、どうして賞を拒んだ!?」

「……それは……どうしてだろう……？」

　鶴見は僅わずかに俯うつむいて額に影を作り、流れ落ちていく自分を見つめる。

「……うまく言えないけど……あそこで拒まないと、ボクは一生描きたい絵を描けない気がしたんだ」

　あのときの行動すべてが計画的だったわけじゃない。むしろ全部感情任せだ。論理的に考えたならもしかすると御剣の言っていることのほうが正しいのかも知れない。

　──だとしても。

　今は正しさよりも素直な感情に従って生きていたいと、鶴見は思っていた。

「ボクは後悔してないよ。むしろ清々してる。今の結果は紛まぎれもなく、ボクが選んだものだから」

「手にできたチャンスを棒に振って雨に濡れているのがか？」

「うん。御剣くん。御剣乃音くんと一緒に。二人で」

「正しい人生から逸脱した人身御供になってもか!?」

「うん。だって……キミもそうでしょ？」

　鶴見の意志が変わらないことは、だんだん力が抜けて自然体へと近づいていく彼女の笑みが教えていた。

　時間をかけて、輪郭のぼやけた世界の片隅で、彼女は今を受け入れようとしていた。

「御剣くん。御剣乃音くんと一緒なら、才能が欠落するのも怖くない」

　必死になってずっと握りしめていた御剣の拳こぶしが解けていく。

　視界を絞って認めまいとしていた現実をゆっくりと受け入れていく。あれほど強く結んでいたはずの意志が雨に溶けていく。霧に紛れて消えていく。

「…………どうして？」

　尋ねる。糾きゆう弾だんの言葉はジャミングされて、もう尋ねることしかできなかった。

　訪れた沈黙はひどく温和で。優しくて。

　激しい雨音さえ二人を静かに包み込んでいるようだった。

「……だって……ボクは……」

　躊躇ためらいを浮かべて鈍にび色いろの空を眺める。

　曇り空はまるでなにかを隠しているようで、ついそこに真実を求めたくなる。そうすることで足下から目を背けてしまいそうになる。

　だけど鶴見は知っている。本当の答えはどこにあるのか。

　心の所在なんて最初から、雨の下で濡ぬれていた。

「……ボクは……御剣くん。御剣乃音くんのことが…………」

　そのとき、淀よどんだ空に眩まばゆい閃せん光こうが走り、直後。

「────」

　ぼやけた夢のような世界に雷鳴の弾丸が撃ち込まれた。

　一瞬、曖あい昧まいになっていた世界の輪郭が克明に浮き立たされる。

　そして────。




　────一度覚めた夢はもう、二度と見ることができない。




「追いついたぞ、ヘンゼルとグレーテル」

　背後から、声。

　御剣は振り返る。振り返ってしまう。

「…………隣人さん」

　まるで雷の代わりに落とされたみたいに、夕凪アリスはいつの間にかそこに立っていた。

　塗りたくった白化粧は雨と汗でドロドロに剝はがれ落ち、隠された色濃いクマがギョロついた目の下で闇そのものみたいに姿を覗のぞかせていた。誂あつらえたアンサンブルは黒くなるまでびっしょり濡れて身体にへばりついていて、まるで死神の装束のようだった。

　あるいは本当に死を告げにきたのかもしれないと御剣は思った。

「ぼへぇ……」

　不気味な呻うめき声を喉のど奥で渦巻かせ、夕凪は降りしきる雨の中嘔おう吐とした。

　びちゃびちゃびちゃ。

　霧も、雨も、喧けん噪そうに包まれた沈黙も、全部を汚して吐と瀉しや物ぶつがアスファルトに跳ねる。

「ア、アリス！　だいじょーぶ!?」

　夕凪の後ろで隠れるようにしていたスクランブルが慌てて飛び出し、彼女の丸まった背中を擦さする。

「ランニングは命に鞭むち打つから嫌いだ。どうせ打たれるなら音速の銃弾がいい」

「まだ二百メートルも走ってないよ？」

「それ、陸に打ち上げられた魚にも同じこと言う？」

「言わないけど、アリスはお魚じゃないよ？」

「知らないのかい？　人はみんな魚みたいなもんなんだ」

「どこが？」

「死ぬと焼かれて、おいしく塩を振られる」

　愚にもつかない話でスクランブルの認識をかき混ぜてからようやく。

「おえーっと」

　立ち直った夕凪は口元を拭って銃口を向ける。魔法の力で現実から逃げ出した愚かな罪人たちに。持ち出してきた理を装そう塡てんして。

「私の思いはどうなる？」

　御剣と、その向こうで唇を嚙かみしめている鶴見に向かって、言う。

「妙な力で私に賞を与えて。譲って。『じつはそんなものにはもう興味ないんです』って。とっても気持ちよさそうなその理屈のせいで、こっちは気持ち悪すぎて吐いちゃったよ」

　さりげなく吐瀉までまるっと相手のせいにして、夕凪は言う。

「私はだれかの理由になるために絵を描いてきたんじゃない」

　蠢うごめきながら時折光る雷雲が夕凪を照らす。

　立ち込めた霧さえ避けるほど今の彼女の顔つきは恐ろしいものだった。内側で蜷局とぐろを巻いた憤りが外面さえ侵していた。

　そんな彼女にたじろぎながら、しかし気後れして縮こまってしまわないよう鶴見はぐっと眉間にシワを寄せて言う。

「でも、夕凪さんだって賞がほしくて絵を描いてきたんでしょ!?」

　とても残酷で勝手なことを言っている自覚はあった。夕凪が怒るのだってわかる。

　それでも鶴見は言葉を続けた。この輪郭のぼやけた世界を──自らの幸せを守るために。

「だったらいいじゃない！　審査員の連中はみんな世間体なのか築き上げてきた古い価値観なのか、なんにしてもくだらないものに固執して本質を見ようとしてない。だけど間違いなくあの会場で一番だったのはあなたの絵。だからボクが正しい審査をした。きっと世間に出れば体を成さない混こん沌とんとした評価の中で夕凪さんの絵は人の心を震わせる。それって絵描きの夢でしょ!?　だったらいいじゃない！　あなたが勝者でボクが敗者。それでいいじゃない！」

　まるで子供のように喚わめきながら鶴見は必死に守ろうとする。新しくできた、手放したくないものを。
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　それがなんなのか、御剣にはわからない。

　わからないけれど、鶴見がとても身勝手なことを言っていること──そして、それに夕凪がとても腹を立てていることはわかった。

「いいわけないだろ」

　ヒールが雨を跳ねる。アスファルトを叩たたきながら夕凪は鶴見に詰め寄っていく。

「そんなのは結局鶴見、キミの評価だ。自分の口で他人の口を語るなよ。あの人間たちの唇は少女のそれとはだいぶぬめり具合いが違ってたぞ。とっても早口で並べられた今の理屈は全部自己正当化の文言だ。きいててとても気持ちがいい。自分の平衡感覚でしかまっすぐさを測れない人間の、気持ちいい気持ち悪さの押しつけだ」

　制服の襟元をグイと摑つかんで相手を引き寄せる。

　小指一本分の距離で夕凪は鶴見に擦かすれた声をぶつける。

「私にキミのまっすぐさを押しつけるな」

　彼女の言葉はそのまま傍かたわらの御剣に向けられているようだった。

　終わらない雨の中。互いに睨にらみ合ったまましばらく。

　ふいに、すっと手の力を抜いて夕凪は鶴見を放した。

「そんなだから、測り違う。私の生き方を」

　吐息を落とし。視線を落とし。口角を落とし。

　夕凪は自身の根幹を成す諦てい観かん色を滲にじみ出させる。

　そして彼女は告げる。いつかの御剣が口を噤つぐんだことを。

「私は賞がほしくて絵を描いてきたんじゃない」

　つまり、彼女がずっと絵を描いてきた理由を。

「私は、いつか死ぬために絵を描いていたんだ」

　それは絵を描くために生きようとしていた鶴見と真逆の考え方だった。

「なにを言って……だって夕凪さんはずっと受賞するための絵を描いてきたじゃない」

「描こうとして描いてたんじゃない。勝手にそうなってたんだ。いつも私の描く絵からは自然と描きたいものが失うせていた。それでも絵を描き続けたのは、私の死に死以上の意味を込めるためだ。絵は私にとって表現ではなく、表現へと至るための手段にすぎなかった」

　鶴見凛は憧れる対象を間違えていた。

　そのことに、過去の鶴見ならば大きなショックを受けていただろう。自分の人生に最も大きな影響を与えた人物が、その才能の先に自分とはまったくべつのものを見ていたのだから。

「…………そう、なんだ」

　しかし今の鶴見にとって、それは些さ細さいな行き違いに過ぎなかった。

　今の彼女は夕凪以上に影響を与えてくれた人物のおかげでできていて。その人のためならば絵の才能さえ数秒の逡しゆん巡じゆんで捨てることができた。

「でも、それももういいんだ」

　と、夕凪は言った。

「私はもう絵を描くことになんの未練もない。今回のコンテストに絵を出したのは、賞をもらうためでも最高の自己表現へと至るためでもない。ただの……供養だよ。今日まで死を見つめながら生きてきた自分のね」

　どこか憑つき物の落ちたような顔つきで夕凪は言う。

「今の私にはもう、死ねない理由があるんでね。死ぬための絵はしばらくお休みだ」

「…………死ねない理由……？」

　嫌な予感がした。

　違う。本当は、ずっとその予感は付き纏まとっていた。

　全てを奪われるような。掠かすめ取られるような。全部を失なくして、その犯人を自分に仕立て上げられるような。

　そんな、世界をひっくり返されてしまうような不吉な予感が、ずっとしていた。御剣と夕凪が知り合いであることを知ったときから、ずっと。

「…………さて」

　夕凪が長い息を吐き出した。まるで今日までの気持ち悪さを全部吐き出して捨てるように。重く、深く、暗く、長い息を吐き出した。

「いつまでそうやって黙ってるつもりだい？　隣人くん。そろそろ掬すくわれた足下も地面に戻ってる頃だろう？」

　御剣にはわからなかった。今でもまだわからない。いったいどちらが前なのか。球形でできた世界のどこへ向かえばゴールテープが用意されているのか。暗い海をどこまで潜ればその底に辿たどり着けるのか。

「…………」

　どう生きることが正しいのかはわからないけれど、わかったことがひとつ。

　その答えを否定しようとして走ったけれど、逃げたけれど、追いつかれてしまった現実がひとつ。

　結局──人ひと身み御ご供くうは人身御供なのだ。

　錆さびが金に変わることがないように。アヒルが白鳥にはなれないように。

　御剣乃音が御剣乃音から逸脱することはできない。

　あの鶴見凛でさえエキセントリックボックスの力を使ってしまうなら。破滅へと近づいてしまうなら。御剣乃音に破滅から逃れる術すべなど──逃げる術など──あるはずもなかった。

　生きることを余よ儀ぎなくされ、しかたなく生きる理由を探した。目標を探した。希望を探した。それは思いのほか早く見つかった。自分と同じ人身御供でありながら、一度も自らの要素を擲なげうっていない人間。人の枠組みから外れていない人身御供。生きるために生きている、目的と手段を同一化した存在。

　人身御供に選ばれながら人であり続ける──もしそんなことができるなら──破滅思想に取り憑つかれずに済むのなら。あるいは自分も、そうなれるかもしれない。そう思った。

　でも、ダメだった。

　鶴見は力を使ってしまった。人から外れてしまった。底の底まで落ち続けるしかない人身御供になってしまった。

　御剣の希望は彼女の行動によって完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされてしまった。

　だから、もうダメだ。

「…………御剣くん？　御剣乃音くん…………？」

　御剣の顔がどんどん陰っていく。空を覆う雲よりも暗く。

　降る雨でさえ、その闇は落とせない。

「…………鶴見」

　御剣乃音が御剣乃音に戻っていく。

　再生。望んだ状態とは真逆の。

　全てを否定し、破滅に迎合する──「生きる」ということになんの価値も見み出いだせない御剣乃音を思い出していく。

「…………悪い」

　ポツリと。

　一声。

　落ちる。

　その謝罪がある意味では彼にとってのゴールであり、終わりだった。

　生きることに光を見出そうとする御剣乃音の終点だった。

　一寸先にあるのは、未いまだ底の見えない崖の淵ふち。

「僕のせいで、キミはキミを捨ててしまった。影響してしまって本当に申し訳ないと思っている」

　御剣乃音が回帰していく。一週間前の、全てを見放した自分へ。人助けをする自分の価値さえ見捨てた自分へ。

「できることなら、僕は僕の人生全てを擲ってでも鶴見凛の人生を支えたいと思っていた。そうして少しでもキミに影響されて、いつか僕も思いと実状を繫つなげられたらと思っていた。生きながらにして生きたいと思えるようになりたかった」

　それは本心だった。彼女のためにできることがあるのなら、御剣はどんなことでもやってのけるつもりでいた。『神代』にならないで行う人助けには充実感さえあった。鶴見凛の力になるたびに、人助けをする御剣乃音の価値が回復していくようでもあった。

　鶴見凛がまっとうな人間であり続ける限り、その関係は続いていくはずだった。

「でも、ダメだった」

　希望の化粧は全て剝はがれ落ちてしまった。

　真実の闇だけが人身御供にへばりついていた。

「僕はもう、キミのために生きたいとは思えない。これからもずっと」

　あれだけ甘い言葉をかけてくれていた御剣から急に温度が抜け落ちたようで。

　鶴見はなにかを確かめるように彼の腕を両手で抱く。

「……！」

　濡ぬれたその手は死体のように冷たかった。

「終わりにしよう。今日までの日々を」

「…………え？」

　一方的に出された非情の宣告が鶴見を混乱させる。

「……終わりにするって……なにを……？」

「僕とキミとの交わりをだ」

　御剣は鶴見に背を向ける。

　その身体が一歩離れていくたびに、鶴見の心は悲鳴をあげた。

「ま、待ってよ！　急にどうしたの!?　終わりにするって、わかんないよ！」

　激しい雨の中で取り乱す彼女に、御剣は呟つぶやくように吐き捨てる。

「もうキミに価値はなくなった」

　一度でもエキセントリックボックスに頼ってしまったら、あとは破滅の道しかない。

「人身御供でしかなくなった鶴見凛に、僕はなんの魅力も感じない」

　夕凪とスクランブルの間に入り、御剣は身を翻ひるがえす。

　再び覗のぞいた彼の目は驚くほど光を失っていて。恐ろしいほどの無を抱えて鶴見のほうを覗き返していた。

「ま、待ってよ……全然……わかんないよ……っ！」

　寒さと恐怖に震えながら、鶴見は御剣にぎこちなく笑いかける。

「ほ、ほら……また言ってよ。さっきみたいに優しい言葉。ボクもいつもみたいに言うからさ。『口説き上手』って」

「人身御供に優しくする理由はない」

「そう。ボクもキミも同じ人身御供なの。でもボクってまだ駆け出しだから。いろいろとわかんないこととかあるから。教えてほしいなって」

「自分で学べばいい。その身を持って」

「そんなこと言わずにさ。ほら、先輩だし」

　縋すがるものを求めて伸ばされた手に触れるのは雨粒ばかり。

　立てた指の向こう側には仁王立ちの御剣がいて、彼女のことをいつかのように指差そうとは決してしなかった。

「ね……？　覚えてるでしょ？　せんぱい。ほら……せん、ぱい、って……」

「ならひとつ」

　一瞬明るくなった鶴見の表情は、しかし次に口にされた御剣の言葉で凍りつく。

「人身御供になってしまった以上は、できるだけ速やかに死んだほうがいい。皆の記憶から消えて。だれにも影響しないよう」

　アドバイスというにはあまりに無情の、思いやりなき鉄血の思想が彼女の愛をすり潰していく。

「人身御供は、生きている限り必ずだれかの人生を狂わせてしまう。僕がキミの人生に対してそうしてしまったように」

「わかんないよッ!!」

　鶴見は認めようとしない。御剣が出ていってしまった夢の世界に閉じこもり、霞かすんだ世界を手放すまいと抱える。

「人身御供として力を使ったからって、それでなにが変わるって言うの!?　たったひとつ自分の要素を渡したからって、それでボクがボクじゃなくなるなんてこと──」

「ならきくが」

　と、御剣はくすんだ瞳で言う。

「キミから絵を描くことを取ったら、いったいなにが残るっていうんだ？」

「そんなの……！」

　いくつでも挙げられたはずの例が、残酷な心に封殺された。

　御剣乃音は鶴見凛という人間に「絵を描く」以外のことをなにも期待してはいなかった。

　彼は心から彼女に「絵を描くために生きる」ことを望み、「そのために絵を描き続ける」ことを望んでいた。それだけだった。

　絵の才能を捨て、絵で生きていく道を捨てた鶴見凛に、御剣はもうなにも期待してはいなかった。想いを寄せてはいなかった。

　御剣はたしかに鶴見を希望にしていたが、生きる見本にしていたが、それ以外の感情は最初から持ち合わせていなかった。

　だから。希望ではなくなった鶴見凛に。学ぶところのなくなった鶴見凛に。

　御剣は、もう一切の執着がなくなってしまっていた。

　だから。鶴見の抱いている想いは、伝えようとした想いは、もう決して報われることはないのだった。

「…………そんなのって……ないよ……っ！」

　立っていられなくなった足が崩れる。ばしゃりと水を跳ねて鶴見はその場で膝を折る。

　萎しおれた花弁のようなスカートが水を含んで膨らみ、黒ずんでいく。

「……御剣くん……御剣乃音くんにとって……ボクって、なんだったの……？」

「僕が目指すべき生き方で、僕が求めた未来で、それらが全て手にすることのできない霞かすみだと悟らせてくれた実例だ」

　そして。

「今のキミはもう、希望や未来が抜け落ちた残ざん骸がいでしかない。今のキミには希望も未来も感じない。常人から外れ、他人に迷惑をかけた、ただの人身御供だ」

　だから。

「これから僕が救うべき対象に──おまえの存在は含まれない」

　御剣は泣き崩れた人身御供から視線を外し、なぜか同じように泣きそうになっているスクランブルに向かって、言った。

「……スクランブル…………今だけ……力を使わせてくれないか？」
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　指揮者兼顧問教師の事務的な話が終わり、部のメンバーは結果発表があるまで少しの間解散となった。

　顧問は他の出場校の演奏を聴くよう勧めたが、皆集められた会場裏口にある扉の前からなかなか立ち上がれずにいた。

　そんな中、一番に立ってその場から姿を消したメンバーは、ひとりホールから離れたエントランスを歩いていた。

　どうしようもなく、雨に降られたい気分だった。

　だから目指した出口の前には、一足先に雨に降られたらしいずぶ濡ぬれの少年が立っていて。銀色の髪からぴちゃんぴちゃんと雨粒を落とす彼に、行き交う人々は皆不審の眼差しを向けていた。

　少年は彼女を見つけると組んでいた腕を解き、相変わらずの小憎たらしい笑みを浮かべて口を開く。

「いやー、ひどい演奏だった」

　すれ違いざまにピクリとして、真白セツミは足を止めた。

「ズレていく音。嚙かみ合わない拍子。溜ため息いきに満ちていくホール。素人しろうとのオレにでもわかったよ。これは最悪だって」

　大仰な身振りで話す彼の声はそのまま嘲ちよう笑しようとなってエントランスに響く。

「いったいだれのせいで狂ってったのかなあ？」

　ケラケラと氷室が笑うたびに、彼の頰ほおにできた赤い傷口が凶兆のタクトに見えた。

　押し込めた感情を逆なでするみたいに細い線が振られる。

　まるで今日の演奏のように、でたらめに。

「ッ……！」

　真白は氷室を壁に押しつけ、カッターナイフを思わせる鋭利な眼光で睨にらみつけた。降りた影も相まって、至近距離で向けられたその目は少女のものとは思えない殺人的な威圧感を放っていた。

「……」

　しかし壁についた手をすぐに下ろし、なにも言い返すことなくその場を去ろうとする彼女に向かって、氷室はさらに煽あおるように言う。

「御剣が聴きにきてくれなかったのがそんなにショックだったか？」

　真白は再び歩みを止めた。

　そして一足飛びで出た答えを否定してほしくて尋ねる。

「……どうして、あんたがそれを知ってるのよ？」

　氷室がホールに入ってきたのは演奏の途中。真白が三度ホールを見渡して、どこにも御剣の姿を認めることができなかったときのことだった。

　彼は雨粒を落としながら空いている席を見つけて座り、始終複雑な面おも持もちで演奏を聴いていた。奏でられている曲の名前も知らないだろうに。

　もしかしたらなにか事情があって遅れてくるのかもしれない。そんな淡い期待を叶かなえたのは望んだ相手ではなくて。だからもう彼がくることはないのだろうと悟らされた。

　悟って、真白の心に共鳴するみたいに演奏はだんだん合わなくなっていって、ついにはバラバラになってしまった。

　だれも責めようとはしなかったけれど、間違いなく最初に調和を崩してしまったのは自分だと、苦しいほどにわかっていたから、真白は雨に慰めを求めた。雨くらいしか頼れる相手がいなかった。

　一番傍そばにいてほしい人が、今この会場にいないから。

　──けれど、どうして？

　彼は演奏を聴きにきてくれると言っていた。約束を守れなくなるほどの急な用事が、どうしてよりにもよってこのタイミングで起こるのか。

「……」

　理由や責任を全部なすりつけられそうな相手は目の前にいた。

　でもそれはただの八つ当たりだから。そんなことをしても一層惨めになるだけだから。

　一足飛びの答えを否定してほしくて尋ねた。

　御剣が会場にいないことと彼がホールへやってきたことの関連性を解いてほしくて、尋ねた。

「どうしてだと思う？」

　氷室はいやらしく口角を吊つり上げた。とても不快な笑みだった。

　そのままだんまりを決め込むこと幾いく何ばくか。

「……言ったよなあ？　オレは他人を苦しめるのが大好きなんだ。今のおまえの顔、とってもいじらしくて最高だぜ」

　人間を小バカにしたような笑い声と共に、氷室は真白に言うのだった。

「その通りだよ。御剣乃音はこのオレが遠ざけてやったのだ！」

　こう言えばきっと真白セツミは傷ついて、怒って、そして自分は満足できるだろうと氷室は考えていた。

　そのための、噓うそだった。

　御剣がひとりで勝手に出ていったなんて、そんなこと──言ってやりたくなかった。

　そこに自分がいないなんて嫌だった。氷室棗という人間を無理やりにでも捻ねじ込んで真白セツミを苦しめてやりたかった。そのためならばビンタのひとつくらいされてもへっちゃらだった。むしろ痛みで実感したかった。

　今、真白セツミを苦しめているのは自分なのだと。

[image: ]

「…………そう」

　長い沈黙の果て。真白はそれだけ言って黙ってしまった。

「どうだ？　まいったか！　バーカ！」

　怒りで震えて涙でも流しているのかと、伏せられた顔を嬉うれしそうに覗のぞいてみる氷室。

「…………？」

　真白は笑っていた。

　その理由が氷室にはわからなかった。

「……あんたのせいなんだ……」

　妙だった。

　氷室の考えた計画では、今頃この女は御剣との約束を邪魔された怒りで喚わめき散らしているはずなのに。その悲惨さを見て自分は悦に入いるはずだったのに。

「……なに笑ってやがる？」

　不満そうにきかれて、真白ははっと緩んでいた口を噤つぐむ。

　そしてやっと氷室の望んだ涙が一滴彼女の頰を伝った。

「…………笑ってるわけないじゃない」

　顔を上げて氷室をキッと睨にらむ真白。

　赤く充血した目から流れる涙はおそらく彼女がずっと我慢していたもので。たぶん外の雨と一緒に人知れず流し去ろうとしたもので。その行為さえ結果的に邪魔できたことは氷室にとって喜ばしいことで。彼女を泣かせられただけで今日うまくいかなかったこと全部をチャラにできる気さえしていた。

　そんな彼の思い通りに真白は泣いて、彼の願い通りに彼を詰なじった。

「…………最低」

　たった一言。とても切なそうな顔で。消えてしまいそうな声で。今にも壊れてしまいそうな心を覗のぞかせながら。真白セツミは呟つぶやいた。

　勝ったと思った。

「…………ッ」

　そのとき。氷室の胸に鈍い痛みが走った。

　喜び高鳴るはずの心臓がきゅっと締めつけられる。耳より先に伝わった彼女の声がまるで毒のようにそこからじわりと広がり氷室を苦しめる。

「……なん、だ……？」

　もう消えたはずの真白の声が身体の内側でリフレインする。

　泣いている彼女の姿を瞳に映しているだけで息がうまく吸えなくなっていく。

　たまらず氷室は真白から視線を外して胸を押さえた。

「……てめぇ……オレになにしやがった……!?」

　背中を丸めて心臓を真白から遠ざける。一瞬いつかのスクランブルのように胸を刺されたのかと思ったが、見たところ外傷はない。

　どうやってか、真白は言葉と仕草だけで氷室にダメージを与えていた。

「なにってなによ？　あんたが全部悪いんでしょ。私と御剣くんを遠ざけようとして」

　そうだ。そういう設定で真白セツミを苦しめてやろうとした。

　なのにおかしい。今苦しんでいるのは自分のほうだ。

　────心が、痛い。

「…………ここにいるのがあんたじゃなかったらよかったのに……」

　──ズキリ。痛みが一層増して、逃げるように真白へ背を向ける氷室。

　なぜだかわからないけれど。とにかく今は、これ以上彼女の口から自分を否定する言葉をききたくなかった。

　開いた自動ドアに身を預け、氷室は這はうようにして降りしきる雨の向こうへ消えていった。

「…………なんなのよ……」

　残された真白はひとりごちる。雨に頼ろうとしていたときと比べるとその顔は少しばかり明るくなっていた。

　どうしようもない悲しみはいつの間にか消えていた。

　まだいくらか胸の奥で切ない気持ちは渦を巻いているけれど、それはどうにか自分の中に留めておけそうだった。

　なぜだかわからないけれど。氷室の言葉のおかげで真白は少しだけ救われていた。

「……ちがう……」

　本当はわかっている。

　────もしかしたら御剣くんは自分の意志で約束を破ったのかもしれない。

　そんな疑念が心の底にあったから。

　それが解消されたから、今は彼を信じられる。

　御剣くんは已やむに已まれぬ事情を作られて会場を後にした。しかたなくて。どうしようもなくて。

　なら、大丈夫だった。

　彼の中に少しでも自分を見つけられたなら、真白セツミは大丈夫だった。

　全部あの、銀色の髪をした男が悪いんだ。

　八つ当たりでなくそう思えたから、真白は大丈夫になったのだ。

　もちろん、決して「ありがとう」とは言わないけれど。

　最高でなくとも最悪でないだけで、真白は涙を拭うことができた。

「…………御剣くん…………」

　それでも、〝彼〟がここにいないのはやっぱり切なくて。

　彼女の心はどこまでも純粋に彼のことを求めていた。

　彼がここにいてくれるだけで、なにも言わなくても、今ある悲しみや切なさは全部消えてなくなる気がした。彼なら、あの男よりもっと完かん璧ぺきに自分を救ってくれる気がした。

「────テクマクマヤコン、テクマクマヤコン」

　と、突然外から魔法の呪文がきこえてきた。年頃の少女をなんにでも変身させてくれる魔法の言葉。

　けれど雨音に交じって耳まで入ってきたその声は、少女のものにしてはいくらかテノールに寄りすぎていた。

　訝いぶかしく思って真白が眉を顰ひそめていると、建物の脇から髪の長い少女が駆けてきて開く前の自動ドアにドカンとぶつかった。

「ふみゅう……」

　アッシュグレーの髪がふわりと綺き麗れいに翻ひるがえり、少女は後頭部からアスファルトにすっ転んだ。遅ればせながら開いたドアの向こうからゴチンと硬いもの同士のぶつかる音がした。

　少女は頭を押さえながら純白のワンピースに雨水を塗まぶすようにごろごろとアスファルトの上を転がる。

　二の足を踏んでいたのは数秒で。真白はすぐに少女のもとへと駆けていった。

「だ、大丈夫……？」

　屋根の下から手を伸ばす真白。その手を借りてよろよろと立ち上がった少女は恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。

「あ、ありがとうございますぅ……はうぅ……」

　紫の瞳が柔らかな輪りん郭かくを描く。

　整い過ぎている外見も伴って、天使のように笑う子だなと真白は思った。

　間の抜けた登場と甘えたような声が真白の──ともすれば人間の保護欲を搔かき立てる。

「とりあえず、中、入ろ？」

　なにげない言葉も彼女にかけるとなんだか卑ひ猥わいな誘いのように思えて。極めて突出した美は他人に与える印象どころか他人が与える印象まで変えてしまうのだと驚いて、ちょっとした嫉妬さえ覚える。

「だ、大丈夫ですぅ！　時間がないので！　すぐに帰るので！」

　乱れた髪を肩の内に流して困ったように顔の前で手を振る少女。

「会場に用があるんじゃ……？」

「いえ。私はあなたに用があるのですよ」

「私に？」

「ふみゅう」

　窄すぼめた口から抜ける声には頷うなずきのニュアンスが。

「……えっと……初対面、だよね？」

　彼女ほど綺麗さとかわいさの両方を極限水準で兼ね備えた人間なら、同性であっても忘れるはずがない。

　それくらい、目の前にいる名も知らぬ少女は魔性の魅力を抱えている。

「真白セツミさんですよね？　ね？」

「は、はい」

「伝言を頼まれてました、私」

「伝言？」

　ふみゅう、と頷き、少女は言う。

「御剣乃音さんから、あなたに」

　その名を出された瞬間、真白の顔が変わった。

「御剣くんがどこにいるか知ってるの!?」

　華きや奢しやな肩を摑つかんだ手にぎゅっと力が入る。

　しかし苦しそうな喘あえぎ声が桃色の唇から漏れて、その手はぱっと放された。

「ご、ごめんなさい」

　彼女を傷つけることは他のどんな罪より重い気がした。

「きいた通りに伝えますね」

　よほど時間がないのか、少女は相あい槌づちレベルの会話さえ惜しんで話を進める。

「約束を守ってやれなくて悪い。ただ」

　ただ。

「僕は本当におまえの演奏を楽しみにしていた。だから」

　だから。

「またいつかきかせてくれるとうれしい。それで」

　それで。

「おまえががんばってきたこと、いろいろ教えてくれるとうれしい。僕が知らないこと、たぶんいっぱいあるだろうから。だから」

　だから。

「今日がどんな結果に終わったとしても、僕はきっと今日までのおまえを称たたえるよ」

〝御剣乃音の言葉〟はそれで終わりだった。

「じゃあ、さよなら」

　少女はクルリと身を翻す。

　早くしなければ十二時の魔法が解けてしまいそうだった。

「待って」

　が、立ち去ろうとする彼女の細い腕を真白が摑む。

「あのぅ、私はこのあと用事が……」

　百点の困った顔をして振り向く少女。

　流れる景色の果てで彼女が見たのは、白い頰ほおを流れる一筋の彗すい星せいだった。

「…………ありがとう……」

　真白セツミが嬉うれしそうに涙を流して笑っていた。

「…………どういたしまして」

　少女の胸がジクリと痛んだ。

「あ、えっと……」

　少女の反応で自分がまた泣いていることに気づいた真白は恥ずかしそうに涙を拭う。

　一分前と、その涙の意味は違っていた。

「ケガしてる。から」

　あまりまじまじと泣き顔を見られるのは恥ずかしくて。真白は懐ふところから取り出した絆ばん創そう膏こうを少女の傷口に貼りつける。くっついた泥と雨水を手で払い、両頰と額にできた赤い線に合わせて。

　急いでいるはずなのに。真白のひんやりと冷たい手が触れるたび不思議な気持ちになって、少女は動くことができないでいた。いつかの照れくささと懐かしさが浮かんで頭をぼんやりさせていた。

「はい、完了」

　ポン、と顔の前で手を叩たたく真白。

　はたと我に返った少女の頰が急に赤くなっていく。

「ど、どーもさんですぅ！」

　引きつった声と共に、少女は傘も差さずどこかへぴゅーっと走り去ってしまった。

　不思議な女の子だなと、真白は思った。

「…………御剣くん」

　心を失ってまた取り戻すまでがセットになったような時間の中で、平生なら思い至るはずの違和感や共通点に、真白は気づくことができなかった。
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「それで、氷室様はなにがしたかったのですか？」

　木陰で「虫が苦手」な要素を譲り受けてからエキセントリックボックスは尋ねる。

「ふん」

　氷室はそっぽを向いて鼻を鳴らした。

「真白セツミは御剣のことを考えると切なくなるみたいだからな。ちょっと感傷を穿うがってやっただけだよ」

「それにしては、感謝されていましたが？」

「うっ……」

　バツが悪そうに顔をしかめる氷室。

「御剣の伝言に脚色を加えることで、後々相互理解に不和が生じるだろ。その様を見て笑ってやりたくてな」

「ずいぶん回りくどいことをしますね」

「うっ……」

　言葉は並べるほど真相から遠ざかる気がした。

「べつにいいだろ。不完全なおまえにはわからない壮大な計画がオレの中にはあるんだよ」

　結局適当にごまかす氷室。

　無論、そんな計画は存在しない。〝氷室棗〟として一度会場を出てからの行動は全部思いつきの行き当たりばったりだ。そもそも自分がなにを思いついたのかさえ氷室にはよくわかっていなかった。

　ただ、あの場にあの状態のまま真白を放置しているのがどうにも居心地悪くて。気づけば彼女にもう一度会うため変身していた。だから行動以上の理由を語る術すべを氷室は持っていなかった。

「そうですか」

　芽生えた疑問を義務感からではなく尋ねてみたエキセントリックボックスは、望んだ答えが返ってこなくて少し肩を落とした。

「てっきり私は氷室様があの人の涙を止めたくて動いたのかと思いました」

「は、はあ!?」

　氷室の息が急にあがる。

「な、なんでオレがあの女のためにそんなことしなくちゃいけねえんだよ!?」

「ですからその必要性がわからなくてお尋ねしたのですが」

「ばっかやろう！　泣き顔なんてオレが最高に眺めてやりたい表情じゃねえか。目頭は熱しても冷ますもんじゃねえよ」

「まあ、たしかに私にはまだわからないことですが」

　どうせわからないことだと言いながら早口で反論の言葉を並べ立てる氷室にため息ひとつで返事をして、エキセントリックボックスはトン、と地面を蹴って僅わずかに宙に浮く。そして目線の高さをいつもと逆転させ、そっと彼の濡ぬれた頭に触れた。

「先程の氷室様は、ちょっとだけかっこよかったかもですよ」

　物憂げな顔に慣れない笑みを浮かべて主を撫なでるエキセントリックボックス。

　その行為に妙な気恥ずかしさを覚える氷室だったが、不思議と振り払う気にはなれなかった。

「……オレはカッコよくなんかねえよ……」

　視線をアスファルトまで落として小さく呟つぶやく。

「……オレには……だれかを苦しめることしかできねえんだ」

「物陰から窺うかがっていましたが、あの人が最後に浮かべた笑みからは、苦しみが抜け落ちているようでした」

「うるせえ……それじゃオレは満たされねえんだ」

　予告状を破られ。

　抵抗の余地もなく殴られ。

　挙げ句真白の涙は自分以外が理由になって流れていた。

　今日の氷室はまだちっともだれかを苦しめられていなかった。

　疼うずく傷口は勝手に貼られた優しさで塞ふさがれていて。恐る恐る手で触れると急繕いではない育まれた女子力を感じた。剝はがして捨ててやろうかとも思ったけれど、近くにゴミ箱がないのでやめておいた。

　嵐のように降り続く雨はまだしばらくやみそうになかった。




　　　　　　　　　　◆




　御剣の要求にスクランブルはぷるぷると首を横に振る。

「……ダメ。力を使うには、また乃音の要素をもらわないといけない」

「そんなのは些さ細さいなことだ」

「ちゃう！」

　御剣の腰を揺すってスクランブルは言う。

「そうやって自分を捨てていったら、乃音はまた死んじゃおうとするでしょ？　そんなの、私はいやなの！」

　自分の意見を言うようになった箱が一番に望むのは、やはり主の生存である。

「それに……もう力は使わないんじゃなかったの？」

「そのつもりだった。『神代』にならないで行う人助けには相応の充実感があって。そうやって生きていることを感じられるようになった僕はいつか本当にちゃんと生きていけるような気がしていた。それはおまえの望みであり、いつからかその望みに僕の望みを重ねていた。どう在あるかを他人に決めてもらうのは、とても楽だった」

　彼が語る心情は、もう全て過去のことだった。

「でも、ダメだ。僕は──僕らは結局、魔法なしでは生きられない」

「なんで!?」

「現実が覆せるものであることを知っているからだ」

　枠外の力で強引に反転させられた現実には必ず亀裂が生じる。

　だれかの理想は必ずだれかの現実を破壊する。

　否定された過去の御剣が思い知ったことだった。

　今日までの逃避は、自ら出したその答えが間違っていたことをしっかりと自覚するための行いだったのかもしれない。

　そしてそれは失敗した。

　今の御剣には、やはり人ひと身み御ご供くうは一刻も早く死ぬべきだとしか思えなかった。

「案外特別な力なんて使わなくてもそれなりに人助けはできる──僕はそう思っていた。それなり以上のことなんてそうそう起こらない──僕はそう思っていた。思おうとしていた。それが常じよう軌きに沿った現実だから。でも……この現実には常軌を逸脱した存在がいて、そいつらが世界に影響を及ぼす限り、対抗するにはこっちも力を使うしかない」

　それなり以上のことが起こったときはどうするのかと氷室はきいた。

　それはエキセントリックボックスにきいてくれと御剣は言った。

　けれど答えをずっと他人任せにしていることは、御剣乃音の中にある御剣乃音の残りカスが許さなかった。

　人身御供の鶴見が勝手に書き換えた現実で苦しむ人間がいるのなら、御剣にはその現実を再度書き直す使命があった。そのための力があった。

　だから停滞はここで終わりなのだった。

「──正しい相手に賞を与え直せ、エキセントリックボックス」

　肩を抱かれたスクランブルがビクリと身を強こわ張ばらせる。

　丸い金色の瞳には確固たる意志をもって自分を見つめる御剣の姿が映っていた。

「……うう……」

　御剣は選んだ。自分がどうするべきかを。

　その考えを否定するにしても、もしくは受け入れるにしても、だからもう一度、スクランブルは考えなくてはならなかった。

　自分が御剣に〝本当は〟どうしてほしいのか。その答えを、今ここで。

　スクランブルが第一に望むのは御剣の生存だ。だがそれだけでは満たされないことをこの一週間で感じていた。

　なぜなら、ただ生きているだけの御剣は──命じられるまま生きようとしている御剣は──彼女の愛した御剣乃音ではなかったから。

　御剣が望むならそれを叶かなえてやりたい──そう思うことでまた考えることを放棄しようとしている自分に気づいてスクランブルは苦しそうに呻うめき声をあげる。

　御剣の望みを叶えてやりたいのは本当だ。けれどこのまま言われた通り『神代』の力を与えてしまったら、また御剣は死に惹ひかれてしまう気がする。人身御供としての力を封印することで引いた安全ラインを踏み越えて、また自分だけのために力を使い始めてしまう気がする。

　どうすることが最善なのか、スクランブルにはわからなかった。

「スクランブルちゃん！」

「──！」

　雨に濡ぬれた鶴見が悲痛な表情で叫ぶ。

「おねがい！　やめて！」

　力を使わせるなと、泣きながら鶴見は言う。

「早くしろ、スクランブル」

　力を使わせろと、泣きそうになりながら御剣は言う。

「…………乃音？」

　いつの間にか御剣も鶴見同様苦しそうに顔を歪ゆがめていた。まるで世界に爪を立てられたみたいに。

　いつかと重なる板挟みの中で、彼女は小さな違和感に気がついた。

「……乃音も……本当は嫌なの……？」

「……なに……？」

　真白に力を行使したとき、御剣の顔に迷いはなかった。力ずくでも『神代』の力を使わせようとした。

　でも今は握った肩にぐっと力を込めるばかりで、縋すがるようなその手に以前のような強固さは感じられなかった。

「本当は乃音も……りんりんを泣かせたくないの？」

　御剣は正しく答えようとはしなかった。

「……今の僕にとって、優先すべきは矛盾の排除だ。人身御供によって苦しめられている人間の救済だ」

　救うべき対象から外した相手に背を向けた彼に、スクランブルはさらに尋ねる。

「……乃音は今……だれのために力を使おうとしてるの？」

　御剣は暫しばし睨にらむように眉間へシワを寄せ、それからそっと視線を彼女に向けた。

　雨に降られながら夕凪は、神様でも呪うみたいに延々と雷雲を睨み続けている。

　しかし同時にそれは、目の前にあることから──これから起こることから、頑かたくなに目を背けようとしているようでもあった。

「…………アリス…………？」

　どちらにともなく尋ねるスクランブルの声に、どちらも決して答えようとはしなかった。

　それがこの閃せん光こうに暴かれるモノトーンの世界でできる、彼らなりの返事だった。

「スクランブルちゃん……ほら、飴あめちゃんあげる。ほら、だから、ね？」

　スカートのポケットから取り出した飴を握って、鶴見だけが媚こびるように彼女を見つめる。

「…………」

　スクランブルの中で、なにかが静かに固まっていく。

　彼女の心に降る雨が、一足先にやんでいく。

「…………乃音」

　御剣の服の裏でごしごし涙を拭いて、ぎゅっと目に力を込めてスクランブルは言った。

「…………条件がある……」

「キスか？」

「ちゃう」

　ぶんぶんと首が横に振られる。ツインテールの端がぺたぺたと御剣を叩いた。

「……絶対に、その気持ち、忘れないで。力を使うなら、自分じゃないだれかのために使って」

「……それが条件か？」

　ゴクンと頷うなずくスクランブル。

「あと、もう死のうとしないで。乃音が、乃音らしく生きるために力を使って」

「…………僕らしく？」

　御剣には自分らしさがわからない。自らを切り売りすることで生きてきたため、御剣の中にある〝自分〟はもうかなり薄まってしまっている。

　それでも、まだ残っているもので自分を表すならば。それを目的に据すえるならば。

　────「人を助けるために生きろ」というのがスクランブルの願いだった。

　いつか死ぬために人助けを手段にするのではなく、人を助けるために生きることを手段にする。

　ずっと死を望んでいた御剣にとってそれは至難の要求に思えた。

　けれどもしそんなふうに在れるのならそれは──ただ生きるために生きようとするよりずっと正しい「生」の消費である気がした。

「…………わかった」

　御剣は頷うなずく。その目に自分自身を投影して。

「じゃあ、約束」

　ちっちゃな小指が差し出される。

「ああ、約束する」

　そこに自分の小指を絡めて、御剣はもう一度頷いた。

　そして二人はここに固く意志を結んだ。

〝他人を助けるために生きる御剣乃音のために力を使う〟────その契約を結んだ。

「スクランブルちゃん!!」

　滝のように降る雨音を搔かき消す鶴見の悲鳴が聞こえるたび、スクランブルの心はズキリと痛んだ。

　それでも彼女は選んだのだった。

「代償は、味覚だけど？」

　ちっちゃな中指と親指をパチンと鳴らすスクランブル。

　御剣は「なんだそんなものか」と笑った。

「ああ。それは僕にいらないものだ」

「そっか」

　下に引かれた人身御供の身体がちっちゃな人型の箱に受け止められる。

　よろけた肩に優しく手を宛あてがい。互いに一瞬薄く微笑ほほえみ合って。そして。

　スクランブルが小麦色の右腕を引いた。右腕が拳こぶしを作った。二秒溜ためた。右腕が動いた。

　人身御供の腹をエキセントリックボックスの拳が抉えぐり、突き上げ、持ち上げた。
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「どおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉおおおおおおおんんんんっ!!」

「ごっっはっっっあぁああああっ!!」




　血とか胃酸とか唾だ液えきとか。とにかく口から出る液状のものは一通り吐き出して、御剣はスクランブルのピンポン玉みたいな手の上で「へ」の字になった。

　彼が自力で立てるようになるまで、スクランブルは彼の身体を支え続けた。

　御剣はのそりと足を地面に戻すと、そっとスクランブルの頭を撫なでた。

　その何気ない仕草ひとつを愛いとおしく思いながら、スクランブルは言った。

「じゃあ、一分間の『神代』タイム、スタート！」

　御剣が振り返る。

　希望の抜け殻と決着をつけるべく。

「……み、御剣くん……御剣乃音くん！」

　人身御供の真っ赤な瞳が、これから壊れていく運命の人身御供を映す。

「……鶴見……」

　鶴見はもう何年もその名を呼ばれていない気がした。

「……いやだ！　いやなの！　もう絵の賞なんかいらない！　だから、その力を使わないで！」

　必死の叫びも心ない者には届かず、雨に溶けて空虚に消えていく。

　熱い想いが冷えて、気化して、失われていく。

「ボクの傍そばから離れないでよ！　ボクを見限らないでよ！　キミに捨てられちゃったら……ボクはなにを支えに生きていけばいいの!?」

「簡単なことだ」

　冷酷な、全てを見放した顔で御剣は言う。

「なににも支えを見み出いだせず、生きている理由もないのなら、せめてだれにも悪い影響を及ぼさないようひっそりと死ねばいい。それが人ひと身み御ご供くうの生き方だ」

　それが一度、御剣乃音の出した結論だった。全てをなくし続ける人身御供にとって、それが一番幸福な在り方だと。

「そんな……！」

　鶴見は思い知る。もう本当に御剣が自分に対してなんの感情も抱いていないことを。死ぬしかないなら死ねばいいなんて結論を簡単に言えてしまうのだから。

「だけどもし」

　と、御剣は言葉を続ける。

「生きたい理由を再び見つけられるなら、それに縋って生きてみればいい」

「そんなのないよ！　絵の才能も手放して、キミにまで見捨てられたら、ボクは……！」

「失なくしたものは失くしっぱなし──そうじゃない可能性もあると、僕は少し前に教えられた」

　最初にエキセントリックボックスと契約したとき御剣が渡した打算感情は、なぜか再び御剣の中に芽生えていた。少なくとも、それに類するものは。

「才能を失くしたのならまた見つければいい」

「簡単に言わないでよッ!!」

　その叫びには今までの悲しみや切なさとは別種の、怒りのような感情が乗せられていた。

「ボクの絵はボクが生きてきた十六年の全てなんだよ!?　取り戻せなんて、簡単に言わないでよ!!」

「そう。簡単じゃないんだ」

　あくまで淡々と、破壊の進んだ人身御供は言葉を返す。

「死ぬことは簡単だけど、生きることは難しい。気がつくと生きたように死んでいたり、死んだように生きていたりする。生きたいように生きるのは簡単なことじゃない。でもその簡単じゃないことをやらないと、僕らは結局死ぬしかないんだよ」

「ならその新しい生きたい理由を探すために、ボクにこの先もずっと、支えのない闇の中で……ひとり、生き続けろって、キミはそう言うの!?　御剣くん！　御剣乃音くん!!」

「そうだ」

　力ない足取りでふらふらと歩み寄り、倒れるように御剣の服へしがみつく鶴見。

「……いやだよ。ムリだよ。耐えられない。そんな不幸……キミがいないと、ボクは……」

　震える声で御剣の心臓を鳴らそうとする。

　彼の鼓動は正確に一秒ずつを刻んでいて、

「…………助けてよ、御剣くん……御剣乃音くん……」

　その鼓動に、一瞬僅わずかな乱れが生じた。

「…………人助け、好きなんでしょ？　ボクも好きなんだ。助けるのも。助けられるのも。だから……！」

「キミに隣人くんは助けられないよ、鶴見」

　そのとき、ずっと黙って息を整えていた夕凪が口を開いた。

「だって、キミはどうすればこの偏屈魔人が助かるのかわかってない」

　正論をぶつけられ、御剣の懐ふところで鶴見はぎっと奥歯を嚙かみしめる。

「なら、あなたにはわかるって言うの!?」

「もちろんわかるよ」

　そう言って、夕凪は不敵に笑った。

「わかるからって、助けてやらないけどね。私、その人助けってやつがとっても嫌いだから」

「ッ……!!」

　身勝手で、吐き気がするほど自分本位なセリフだった。

　けれどそれはどう口にするかの違いだけで。

　結局、この場にいるだれもが自分本位で生きていた。

　御剣の人間性につけ込もうとした鶴見が、それは一番よくわかっていた。

「だから私たちは結局繫つながっても混じり合えはしなくて。私は筆を置いて、キミは絵を描き続けるんだ。口当たりのいい称賛を得て、自分ではない抜け殻のだれかを持て囃はやされて、その摩擦に死ぬまで葛かつ藤とうし、苦しみ続けるしかないんだ」

　御剣は鶴見を突き放す。

「これで終わりだ」

　彼が懐から取り出したのは黄金色に輝くトライアングル。一辺だけが繫つながっておらず、音の抜け穴となっている金属製の楽器。

　降る雨に晒さらされながらそれを一切浴びることなく発光するその三角形がただの楽器でないことはだれの目にも見てとれた。

　御剣はトライアングルを持った手を高く掲げ、全てを終わらせるための力を腕に込める。

「御剣くんッ!!」

　鶴見の声がその最後を止める。

「御剣乃音くんにとって……ボクってなんだったの!?　希望？　憧れ？　キミにとってそれは……ボクは……必要じゃなくなったからって切り捨ててしまえるものなの!?」

「…………キミは…………」

　御剣が顔を上げる。

　諸々の感情で歪ゆがんだ顔を彼女に向ける。

「キミは僕にとってずっと上位の存在で……だから僕は守りたかった。キミの人生を。壊れずに生きていく理想の道を」

「一回力を使っただけで、御剣くんはもうボクを諦めちゃうの!?　ボクは御剣乃音くんを諦めたくないのに！」

「僕はキミが好きだった」

　鶴見の声が止まる。

　それはずっと彼女のほうから伝えようとしていたもので。一生きけないと思っていた感情の表現で。

　それが御剣の口から出たことに驚いて。

　それが御剣の口から出たことに絶望した。

「好きだった、はずなのに……今のキミにはもうなんの感慨も覚えない。抱いだけない。僕の好きな鶴見凛は群青色の光に吞のまれて死んでしまった。死んでなお鶴見凛として動こうとする亡なき骸がらの愛し方が、僕にはわからない」

　締めつけられるような苦しさが御剣の胸を圧迫する。

「わからないから、思い出せないんだ。いったいキミのどこが好きだったのか。僕にとってキミはなんだったのか。代償も捧ささげていないのに、キミの死と同時に僕のどこかも死んだみたいに麻ま痺ひし、硬直している」

　胸の痛みを、苦しさを、掲げた腕まで昇らせて、三角形の中へと流し込む。

「だからここに告げるんだ」

　一週間の思い出も。

　抱いた幻想も。

　全部一緒に混ぜ込んで。

　御剣は。

「…………さよならだ、鶴見凛」

　力一杯トライアングルをアスファルトに叩たたきつけた。

　────ぎいいいぃぃぃぃいいいいいん!!

　砕け散ったトライアングルが鳴らした耳を劈つんざく音色は雨音も雷鳴も搔かき消して、世界に慟どう哭こくを染み渡らせていく。千里を走る悲しみのノイズは離れた会場までも届き、思い出したように発表をあらためようとする審査員の前には画家のいない絵画だけが飾られていて。プレートに描かれた鶴見凛という人間にはだれも心当たりがなかった。

　それでも残されたその絵は審査員全員を微笑ほほえませる絵で。彼らはその誰に描かれたかもわからない絵に拍手を送るのだった。隅に放置された強烈な一枚からわざと目を逸そらすようにして。

「……うっ……うっ……」

　泣き崩れる鶴見に、御剣はなにも言わず背を向けた。

　そうしなければ、御剣も同じように立ち止まって泣いてしまいそうだったから。涙はもうスクランブルのもののはずなのに。

「…………乃音……だいじょうぶ？」

　そんな彼の前で浮いていたスクランブルが心配そうに彼の頭を撫でた。

　御剣は彼女の手をそっと退けて、言う。

「大丈夫じゃないのはおまえのほうだろ？」

　大きな金色の瞳に涙を溜ためて、スクランブルは丸い顔をふるふるさせていた。

　決してここでは泣くまいとしているようだった。

「悲しいことでもあったのか？」

「ない……」

　と、スクランブルは言った。

「悲しませたのは、こっちだから」

「おまえはなにもしてないだろ？」

「ううん」

　スクランブルは頭のてっぺんを御剣の胸に擦こすりつけながら嚙みしめるように呟つぶやいた。

「〝私たち〟がしたんだよ」

　鶴見が力を使ってしまったのも、彼女を泣かせてしまっているのも、雨がずっとやまないのも、全部。

　スクランブルにとっては、自分と御剣のせいだった。

　自分たちが停滞し、他人に答えを求めたせいで、世界は悲しみに包まれている。

　その事実を忘れないために、スクランブルは御剣に抱かれたまま、すすり泣く鶴見のことをじっと見つめていた。彼女が喉のどを詰まらせるたび、彼女を雨が濡ぬらすたび、稲妻が失意を暴くたび、胸が張り裂ける思いだった。

「……声はかけないのか？　おまえがそうしたいのなら、今はべつに止めないぞ。僕におまえを縛る資格はないから」

　しばらくの沈黙の後、スクランブルは御剣と同じほうに向き直って言った。

「乃音がなにも言わないんだったら、私も言わない」

　一聴すると他人本位にもきこえるその言葉にはしかし、スクランブルなりの確固たる意志が宿っていた。

　彼女は決めていた。御剣と同じ咎とがを背負う覚悟を。

　生かすのではなく、共に生きる道を彼女は選んだ。

　だから。御剣がなにも言わず立ち去ろうとしているのに、自分だけ彼女に優しくするのは卑ひ怯きようだと思った。それは優しさではないと思った。

　だから。

　スクランブルはもう、彼女の名前を呼びはしない。

「……そうか」

　御剣は雨の下を歩いていく。

　傘も差さず、スクランブルと一緒にその身を濡らしながら。

「……乃音」

「なんだ？」

「いっぷん」

「ああ。だけどここを離れるまでは、待ってくれないか？」

「……うん」

　理由は話さずとも伝わった。

「隣人くん」

　と、残った夕凪が呼びかける。

「一方的に想いを過去にして去っていくのって、気持ちいいかい？」

　立ち止まり、背を向けたまま御剣は黒ずんだ空を見上げて答えた。

「吐き気がします」

「上に吐いても顎あごに垂れるだけだよ？」

「じゃあ、地面を汚すよりはいいですね」

「自罰的だなあ」

「今回は隣人さんが蹴ってくれないみたいなので」

「なに？　蹴られたいの？」

「はい。なにかを許された気になれるので」

「……あはっ」

　上うわ擦ずった声で夕凪は笑った。

　そして嬉うれしそうに御剣の背中へ向かって言うのだった。

「隣人くんってホンット、気持ち悪いなあ」

　その言葉に、御剣はほんの少し救われた気がした。

「ありがとうございます」

　そう言って、彼はスクランブルと共に霧の向こうへ姿を消した。

「さて」

　夕凪は鶴見のほうに向き直る。

「そうやって泣いてても、もう涙を拭いてくれそうな魔人はいっちゃったけど？」

　アスファルトに首を垂れたまま鶴見は言う。

「……ボクは……そんなつもりじゃない……」

「ああそう。私はてっきり人生甘えんぼ大作戦で泣き落とす腹積もりなのかと」

　濡ぬれた刃物のような目を向けられて、夕凪はやれやれと肩を落とす。

「べつに隠すことでもないと思うけどね。じつに人間らしい感情だもの」

「……ボクはもう、普通の人間じゃない」

「それは隣人くんの勝手で気持ち悪い自己完結した意見だろ？　私はキミの言う通り、たったひとつ欠落したくらいでその人じゃなくなるなんてことないと思うよ」

「…………慰めてくれてるんですか？」

「まさか」

　一笑で吐き捨てて、夕凪はポイと霧の向こうへヒールを脱ぎ捨てた。空中で三回転して落ちたヒールは上を向いて、その口に降る雨をじゃぶじゃぶと含んでいく。

「こりゃ明日は綺き麗れいに晴れるね。うーん、最悪」

　雷雲の奥へ唾つば吐くようにそんなことを呟いてから。

　鶴見の顎を夕凪はその足に乗せた。

「……なんですか？」

　上目づかいで睨にらむ鶴見に、夕凪は言う。

「舌、出して」

「……舌？」

「そう」

「足を舐なめろって？」

「冗談」

「……」

　訝いぶかしく思いながらも、命じられるまま桃色の舌を出す鶴見。

　今は考えていることが嫌だった。なにも考えず、このまま雨に降られていたかった。

「うん。従順。気持ちいいね」

　ニッコリと笑う夕凪。

　その笑顔のまま、風を切るもう片方の足を鶴見の頰ほおに捻ねじ込んだ。

「うぐぅっ!?」

　バシャリ。水を跳ねてアスファルトに顔面を打ちつけ蹲うずくまる鶴見。

　出した舌を盛大に嚙かんで口の端からは赤い血が垂れていた。

　眼鏡めがねと一緒に懐ふところにしまっておいたエキセントリックボックスが彼女の傍かたわらに転がる。

「ふっふっふっ」

　傍そばできこえる楽しそうな含み笑い。

「いかにも説教を与えるフリして人を蹴るのって、けっこう楽しいかも！」

　鶴見は軋きしむほど奥歯を嚙み締めて立ち上がり、憤りのまま殴り返してやろうと夕凪を探した。

「…………なんなの？」

　当然と言えば当然。二本脚の支えを失った彼女もまた、先程までの鶴見と同様地面に倒れ、仰向けになって気持ちよさそうに降る雨を浴びていた。

「鶴見」

　わけもわからず立ち尽くす彼女の名前を呼ぶ夕凪。

「キミの絵────私は凄いって思ったよ」

「…………え？」

「なんの魂も感じないしなんの発展性も見られない。それでも、あの絵はただひたすらに綺麗だった」

「……バカにしてるんですか？」

「してないしてない。だってもうバカだろ？　ほしかったものを手にできる直前でくだらない男に絆ほだされ、騙だまされて、全部を棒に振るなんて。キミがバカなのはもう十分わかってるから全然バカになんかしてないよ。だってこれ以上できないもん」

「……」

　鶴見にはまったくそう思えなかったが、少なくとも夕凪のほうは口から出る言葉に皮肉味を込めたつもりはなかった。嘲ちよう笑しようは多分にあったが。

「だからまあ、そう卑屈になるなよ、鶴見。キミの絵は正しく綺麗で、その綺麗さはこんな私の心にも一いち縷るの潤いにはなったよ。一目見た瞬間から、あの会場で受賞するのは間違いなくキミの絵だと思っていた」

「スーツに着られた連中と同じことを言うんですね」

「キミは今までの自分に勝った。そして他人にも、私にも勝った。それでいいじゃないか」

「負けたのに、そんなに清すが々すがしそうに」

「私もべつのものに勝ったから満足なんだ。だからキミはいつまでも蹲うずくまって泣くんじゃなく、そうやって上から私を見下せばいい。キミになら見下されてもいい。キミに負けたのなら、踏ん切りもつくってもんさ」

「…………夕凪さんは」

　蠢うごめく雷鳴の中、鶴見は尋ねる。

「彼を愛してるんですか？」

「愛は吹ふい聴ちようするものじゃないよ」

　それは夕凪なりの答えだった。

「じゃあ」

　と、問いは続く。

「夕凪さんはこれから絵を描くのをやめて、彼と生きるんですか？」

　それに対しても、返ってきたのはやはり夕凪なりの答えだった。

「どっちかっていうと、彼と死ぬ、かな」

　よっと前屈運動ひとつで起き上がった夕凪は、化粧の剝はがれ落ちたぐしゃぐしゃの顔で踵きびすを返す。

「じゃあね、鶴見。名前を覚えるのはすこぶる苦手だけど、キミの名前は不幸の手紙にでも書き綴つづって覚えておけるよう訓練するよ」

　自分をここにひとり残して立ち去ろうとするのは、もしかすると夕凪なりの優しさなのかもしれないと、鶴見は思った。

「…………夕凪さんは」

　だから鶴見も、これを最後の問いにしようと思った。

「夕凪さんは、どうしてボクのことを覚えてるの？」

　夕凪は少しの間足を止めて、それからふっと力の抜けた笑みを落とした。

「────そんなの、私が悪い魔法使いだからに決まってるじゃないか」

　ふっふっふっ。

　彼女が去った後も、一定調子の不気味な笑い声だけがずっと霧の向こうからきこえてくるようで。

　敵かなわないなと思って、置き去りにされた鶴見は転がっていたエキセントリックボックスを拾い上げる。

　世界を浴びて景色に光る立方体は灰色の淀よどみを抱えていて。

　じっと見つめているとそれはまるで、これから自分が歩まなくてはならない永遠の孤独を表現しているように思えた。




　　　　　　　　　　■




　いったいどれくらいの間、そうしてエキセントリックボックスと向かい合っていただろうか。

　ふいに、ピタリと。激しく降り続いていた雨がやんだ。雨がアスファルトを穿うがたなくなったのに合わせて雷鳴も突然居眠りを決め込んだように収まった。

　訝しく思う鶴見のところへ、霧の向こうから悪魔的な微笑ほほえみと共に彼は姿を現した。

「くっくっくっ……見つけたぞ、りんりん」

　髪は銀色。瞳は紫。鶴見と同様全身を雨に濡らした少年。

　彼が一歩歩くたびに立ち込めた霧は逃げるように散っていった。

「……だれ？」

　警戒した様子で尋ねられ、彼は嬉しそうに口角を吊つり上げる。

「オレか？　オレはなあ……」

　親指を立て、肘ひじを立て、踏んぞり返って身を立てる。

「氷室棗──おまえと同じ人ひと身み御ご供くうさ！」

　ばーん。どーん。

　どこかからきこえるやる気のない擬音が彼の登場を微妙に盛り上げる。

「……そう」

　冷たくあしらわれて調子を崩されかける氷室だったが、そこはもう慣れたものである。

「今日のオレはいまいちだからな。悪いがりんりん！　おまえにはオレが快楽を貪むさぼるための犠牲になってもらうぜ！」

「……犠牲？」

　堕おちるところまで堕ちた自分にこれ以上なにをさせるつもりなのか。

　鶴見はむしろ興味すら湧わいた。

「ああそうだ。オレは他人を苦しめるのが大好きなスーパーヒール！　おまえが泣いている理由に無理やりオレを据すえてやるぜ！」

　高笑いをあげながら、氷室は懐に手を突っ込む。

　御剣のことを思い出してはまた胸を疼うずかせてしまう鶴見の前で彼が取り出したのは──。

「覚悟はいいか？　人身御供」

　指先でクルリと躍るパープルカラーのリボルバーだった。

「……それでボクを殺してくれるの？」

　破滅的な問いかけに調子を崩されかける氷室だったが、そこはもう慣れたものである。

「殺すよりもっと残酷なことさ！」

　彼女のほうを覗のぞいていた銃口が天へと向く。

　なにをするつもりかと銃身の先に視線を向ける鶴見。

　そして一瞬以上、彼女は言葉を失った。

「…………これって…………」

　一面の星空が広がっていた。

　夜空ではなく、星空。あるいはきっと、宇宙。

　世界を覆っていたはずの厚い鈍にび色いろの雲も、その奥にあるはずの太陽も、全ての現実を消し去って、極小粒の惑星と巨大な恒星をあしらった宇宙が二人の頭上に降りていた。

『神代』の力による現象だと察する鶴見。その理由もわからないまま。

　雷雨の正午を群青色の星空へと変えることにいったいなんの意味があるのか。

　視線を戻そうとする鶴見の動きを止めるように、氷室は口を開いた。

「おまえに消えない傷を残してやる」

　銃声。放たれたのは極彩色の光線。

　マーブル模様の光が筒状となって星空に撃ち出され、吸い込まれていくように宇宙の奥へと進み、世界に虹をかけるように大きく尾を引いた。

　打ち上げられたような。打ち落とされたような。

　漂うように。流れるように。

　群青色の世界を──星の遍あまねく宇宙を行くその光はまるで────。

「…………」

　────彗すい星せいのようだった。

　群青色の宇宙に、淡い光を放つ彗星が流れていた。

　無重力に辺りを散らばる星ほし屑くずは点描の牛と撫でられたピストルでできていた。向日葵ひまわり色をした大地の破片が浮かんでいて。極彩色の蝶ちようが十二角形の惑星に止まっていた。エメラルドのブラックホールは五日後の未来を盗み食いしていて。望郷へ至る水面は退廃した瞳に希望を映していた。

　そんな世界に、彗星は流れていた。仮にそれを彗星とするならば。

　空に描かれた世界は、見る者によって宇宙にも深海にも見えた。彗星も、人の死体や想いと見ることもできた。氷室には彗星に見えたその一筋は、鶴見には残酷な希望に見えた。

　けれどどちらにとってもその空は、息の仕方さえ忘れさせる魔性の魅力を放っていた。

「…………あぁ…………」

　手を、伸ばす。光へ。

　重力さえ奪われたようなこの星の世界でなら、願えばなんでも叶かなうような気がした。

　彗星くらい、摑つかめるような気がした。

　心を惹ひきつける無む窮きゆうの煌きらめきは一時の夢を見せる。

　幻の中で、現実から少しずつ足を離していきながら、自然と流れる涙を拭うことも忘れて、鶴見はその彗星を摑つかもうとする。落ちた涙がまたその目に戻るまで、彼女はそれをやめようとしない。まるで悪い魔法にでもかけられたみたいに。

「くっくっくっ。おまえが泣いてた理由はだいたいわかってる。さあ、苦しめ！　この世界は今──おまえの描きたかった絵でできている！」

　言われてようやく理解する。

　この空は、いつか鶴見が御剣に見せて褒めてもらったあの絵そっくりだった。

　今日までの思い出が、もう二度と描くことのできない一枚が、眼前に広がっている。

　打ちひしがれた。

　痺しびれた。

　息の仕方を忘れた。

　────ボクの絵って……こんなに残酷だったんだ…………！

　夢中の世界であっても伸ばした手は届かない。

　彗星は軌道を変えることなく流れている。

　冷えた空気が。

　人ひと気けのない世界が。

　昔の自分の見た夢が。

　鶴見凛の心を握りしめて離さない。

「…………ああ…………」

　手放すしかなかった世界は、残酷なほど遠い距離で、限りなく美しく光り輝いていた。

　今はもう摑むことのできない彗星。描くことのできない光景。

「…………」

　幻想の世界で鶴見は現在を受け入れていく。

　静かに、ゆっくりと。世界の声をききながら。

　やがて彼女の手が届かない彗星を摑もうとするのをやめたとき。

　彼女の涙も流れるのをやめていた。

　あとはただひたすらに、群青色の宇宙が彼女を包み込んでいた。

「どうだ、まいったか！」

　氷室の笑い声がする。

　広大な宇宙の中で。永遠の孤独を称たたえる闇の中で。今このときだけは、鶴見はひとりきりではなかった。

　孤独を──世界を分かち合う相手がいた。

　それはとても幸福なことに思えた。だからその幸福をお腹なかいっぱい平らげておこうと思った。なにも口に含めない日々が続いても、すぐには空腹になってしまわないように。

　感謝と、別れと、寂せき寞ばくと。

　今日という日と、今目の前にある光景を永遠に覚えておくために、鶴見はこの群青に自分という交点を残しておきたいと思った。

　だから手のひらに乗った立方体を放り投げ、世界に同系色の閃せん光こうを撒まき散らしながら、彼女は叫んだ。

「この空にボクなりの色を塗らせて！　エキセントリックボックス！」

　集束した光の中心で展開したその箱は、銀河と理想と追憶でできた服を着た青年を模す。

「代償は字の綺き麗れいさですが？」

「うん。なんでもいい」

　今この瞬間の感情と記憶を忘れてしまわないよう飾ることができるなら、なにを捧ささげたって構わなかった。

「かしこまりました」

　エメラルドのブラックホールから降りてきたエキセントリックボックスが小さく頷うなずく。

　まっすぐ突き上げた鶴見の拳こぶしがエキセントリックボックスのみぞおちを抉えぐる。エキセントリックボックスはその場にドサリと倒れ、鶴見の手には氷室のものと同じ形をしたエメラルドグリーンのリボルバーが握られていた。

「……な、なんのつもりだ？」

　怒りを弾丸に込めて撃ち込まれるのかと怯おびえて後ずさる氷室に、鶴見は翡ひ翠すい色に変わった目を向けて言う。

「氷室くん。氷室棗くん、だっけ？」

「お、おう」

「ボクの絵をわざわざ再現してくれたみたいだけど、やっぱりちょっと足りないんだよね」

「足りない？　そんなわけあるか。オレはおまえが描いた〝あの絵〟を空に再現するように──」

「だから」

　と、氷室の反論を待たずに彼女は銃口を幻の世界へと向ける。

「ボクなら、こうするかな」

　銃声。放たれたのは極彩色の光線。

　マーブル模様の光が筒状となって星空へ撃ち出され、無重力に辺りを散らばる星屑を打ち砕いた。

「なっ！」

　心臓を揺らす爆音。

　砕けた星屑は花弁が開くように中心点から弾はじけて宇宙を飛び交う。

　鶴見は目に映る星をでたらめに破壊していった。

　爆発した星はより小さな星の欠片かけらとなって縦じゆう横おう無む尽じんに散らばり、群青色の世界を七色以上に覆っていく。

　それぞれが独自の色に輝きながら、宇宙のその先を目指す果てなき旅に出る。

　まるでその軌跡ひとつひとつが、銀河を駆ける彗星のようだった。

「たーのしいっ!!」

　夏祭りにはしゃぐ少女のように潑はつ剌らつとした顔で鶴見は笑っていた。笑いながら感性の弾丸を発射して、閉じた世界を開花させていた。

　星が爆発するたびに、笑う彼女の涙痕が八万色で照らされた。

「一分です」

　と、世界のどこかから現れた氷室のエキセントリックボックスが告げる。

　顔をしかめた氷室に鶴見は尋ねる。

「なーに？　もー終わっちゃうの？　まだ全然足りないよー？」

　煽あおるような物言いは、帰らないでと友を引き留める子供のそれと似ている。

「……じょ、上等だあ！」

　簡単に挑発に乗った氷室は手持無ぶ沙さ汰たになった右手を掲げて叫ぶ。

「代償の追加要求！」

「追加の代償はロックミュージックを好むところですが？」

「ああ。それでいい！」

　掲げた手の中にパープルカラーのリボルバーを再び出現させる。

　鶴見の力で保たれている幻の世界に爪を立ててやるべく、負けじと氷室は自分なりの彗星を撃ち出していく。

「なにそれ！　そんなこともできるの？」

「へん！　裏ワザってやつだ」

「じゃあボクも！　代償の追加要求！」

　背筋を伸ばして着色され、脚色されていく世界を見上げていた鶴見のエキセントリックボックスが彼女に近づいていく。

「代償は──」

「なんでもいいって！」

　鶴見の声が星の爆発と誕生に混ざる。

「絶対オレが泣かせてやんだからな！」

「うん！　がんばって！　もうそろそろ泣きそうかもだよ！」

　笑い声と一緒に吐き出した悲しみをいつかの日まで先送りにして、鶴見は宇宙を創造する。

　意固地になって立てた爪が慰めの痛みを与えてしまっていることに気づかず、氷室は宇宙の輪りん郭かくを乱そうとする。

　向日葵色をしていた大地の破片は色とりどりの宝石となり。極彩色の蝶は円えん錐すい形の惑星から羽ばたいていく。エメラルドのブラックホールは盗み食いしたものを全部消化して無実を装い。望郷へ至る水面は煌めきを反射する瞳に希望を映していた。

　もしもそんな光景の全てが彗星でできていたとしたら、きっと自分は自分を諦めないでいられる。

　そんな気がした。

　壊れ物の感性が世界の果てで爆発し、混ざって溶けて輝き合い、だれにも描けない特別な絵がオーロラのキャンバスにできあがっていく。

　一秒毎に忘れられない彩りを添えるように、互いの表情を億万通りの色が照らす。

　やがて二人が過去の煌めきを上染めするペイントピストルを下ろしたとき。

　彼らの頭上には最高の一枚が広がっていた。

　全ての不幸を吸い込むような奥行きでできた宇宙は、鶴見が今日まで描いてきたどんな絵も勝てない輝きで二人の心を摑んでいた。

「一分です」

「一分です」

　何度目かの忠告が偶然重なって、二人で描いた空が消えた。まるで先程までの全てが瞼まぶたの裏で見る夢であったかのように、跡形もなく。

　眼前に広がったのは雲ひとつない青い空。

　雨はいつの間にかやんでいた。

「…………っ」

　ほんの少しの寂しさを覚えて、そのせいで、いつの間にか自分が一緒になってあの作業を楽しんでいたことに氷室は気づく。できた絵に見み惚とれて当初の目的を忘れていたことにも。

「あー、たのしかった！」

　大きく息を吸って、それから鶴見は長い息を吐き出した。

　氷室の行いはまったく彼女を苦しめられていなかった。

　昔の自分の絵と向き合わせることで悔しくさせる作戦は失敗に終わっていた。

「ち、ちくしょう！」

　足元の水たまりを蹴り上げる氷室。

　──バシャリ。

　水みず飛沫しぶきが舞って。透明な粒たちが空に浮かんだ太陽をキラキラと反射した。

「ありがとう！」

　憑つき物が落ちたように清すが々すがしい声が届けられる。

「……はあ!?」

　恨まれても感謝される筋合いはない。氷室棗という人間に礼を言うなんて間違っている。

　だからその言葉は嘲ちよう笑しようなのだと思った。こんなんじゃちっとも響かないよ。そんな嘲笑。

　少なくとも氷室は本当に、鶴見凛を苦しめてやるつもりだったのだ。

「お、覚えてやがれ！」

「うん、覚えてる！」

　踵きびすを返した氷室に、鶴見は大きく手を振る。

「覚えてるから、氷室くん。氷室棗くんも、今日のこと……忘れないでね！」

「当たり前だ！　次は絶対、おまえのことも苦しめてやるからな！」

　悪役らしい宣言をして彼は走り去っていった。霧のない道を、まっすぐどこかへ。エキセントリックボックスがやれやれとそのあとに続く。

　残ったのは茫ぼう漠ばくとした現実感。夢から覚めた理解が追いついて、自分もまたこの道を歩いていかなければならないのだと鶴見は自覚する。

　だれも隣にいない道を、ひとりで。

「……」

　逸そらしかけた視線を傍かたわらのエキセントリックボックスが受け止める。青年風の、まだほとんど人間味みを感じさせない人型の箱。

　その存在を前にして「ひとりなんかじゃない」と思えるほど簡単な希望は持ち合わせてないけれど。抜けた気の先からすぐに絶望が込み上げてきそうだけど。

　雨がやんだだけで、少しは前に進める気がした。

　できた水たまりの底に儚はかない夢を沈めて、置き去りにしてきたべつの夢をまた追える気がした。

「…………よし……！」

　深く頷き、エキセントリックボックスに要素をまとめて譲り渡す鶴見。

　絶望的な青空の下で、二人は愛のない口づけを交わした。

「ありがとうございます」

　唇を離したエキセントリックボックスは一礼して箱型へと戻る。

「……どういたしまして」

　手の上に乗った立方体を懐ふところに納めて。

　落ちたままだった眼鏡めがねを拾って。

　そして、ゆっくりと。

　鶴見は会場に向かって歩き出した。

「…………さよなら…………ボクの幸せと不幸」




　　　　　　　　　　◆




　会場へと戻った御剣はエントランスにホール運営の職員を見つけて尋ねた。

「すいません。演奏会ってどうなりましたか？」

　脂を額に浮かせた職員はまず、ずぶ濡ぬれになっている御剣の姿を見て驚いたように口を開ける。それから思い出したように質問に答えた。

「ああ。出場した生徒さん方もそろそろ帰ってる頃じゃないかな」

「……そうですか」

　彼の言う通り、朝は外に大勢いた生徒の姿はもはやどこにもなく、彼ら彼女らを乗せてきたと思われるバスも今は駐車場に数台しか見当たらなかった。

　当たり前のように演奏会は終わっていた。

「あの……それで、結果は？」

「知り合いでもいるのかい？」

「……ええ、まあ」

　職員は妙な勘ぐりをして鼻の下を伸ばすが、御剣が照れのひとつもしないのを見てつまらなそうに言葉を返した。

「どこの結果が知りたいのかな？」

「城じよう楼ろ学がく園えんの」

　真白が所属している高校の名前だ。

「ああ……」

　と、職員は少しだけ答えづらそうに眉をしかめた。

「……残念ながら、金賞には届かなかったみたいだ」

「……ありがとうございます」

　具体的な演奏内容まできく気にはなれなかった。

　職員も飄ひよう々ひようと話をする気が削そがれたのか、妙に申し訳なさそうに薄くはにかんでからその場を去ろうとする。

「あの」

　そんな彼に、御剣はもうひとつ尋ねる。

「ホールの中って今、どうなってますか？」

「中かい？　特にバラすものもないから、照明だけ落としてそのままだと思うが」

「見せてもらうわけにはいかないですか？」

「見るって……なにもないんだよ？」

「はい」

　どうやら冗談を言っているわけではないらしいことが職員にはわかった。

　御剣の目は冗談を言えるほど心に余裕のある人の目ではなかった。

「……ああ、なるほど」

　また妙な勘ぐりをした職員が鼻の下を伸ばす。

「まあ、場所と時間に想いを馳はせるのも乙なものだ。モラトリアムの権利とも言うべきか」

「？」

「かまわないよ。ただ、さすがに濡れたままっていうのはちょっとね」

「ああ……すいません」

　御剣の頭にポーチの中のエキセントリックボックスがちらつく。

　が、すぐにその考えを奥の奥まで追いやった。

　自分らしく生きるためにのみ力を使うと決めた以上、あまり軽けい々けいにエキセントリックボックスへ手を伸ばしてはいけない。『神代』に頼らなくても解決できることは、極力自分の力でなんとかするべきだ。

　とはいえ、さてどうやってこの滴したたる雨粒を乾かしたものかと思案していると。

「已やむを得まい」

　と、顔を引きしめた職員の男性は、ツナギに覆われた太い両手をガバリと広げる。

　そしてクマが羊にのしかかるようにして、御剣のことを全身で抱きしめた。

「!?」

　突然のことに面めん喰くらう御剣をよそに、男は上から下まで御剣の身体のいたるところに絡みついては熱い抱ほう擁ように晒さらしていく。

　熱気と体臭と雨の匂いが混ざり合い、気化してひとつになっていく。

「……これでよし」

　男が御剣の身体を解放する。

　たしかに御剣の服はもう乾いていた。髪から滴り落ちていた雨水も吸い尽くされたようになくなっている。

「……ありがとうございます」

「それじゃあ、いこうか」

　男は上機嫌で御剣をホールまで先導した。

　スキップ交じりの足音がエントランスと長い廊下に反響する。

　やがて彼は上等な門もん扉ぴの前で足を止め、懐から鍵かぎ束たばを取り出し、そのひとつを差し込んだ。

「邪魔はしないから、しばらくひとりでたっぷり浸るといい」

　彼は片手で門扉を開けると、やはり妙な勘ぐりをして鼻の下を伸ばしていた。

　ホールの中に足を踏み入れる御剣。

　職員は入り口横のスイッチで中の薄明かりだけをつけ、外から静かに扉を閉めた。

　──バタン。

「……ふう」

　ひとりになって一息吐ついてから、御剣はホールの中を見渡す。

　奥行きのある空間に敷き詰められた折りたたみ式の赤いイス。段差を上るにしたがって横に数を増やし、広げた扇のようになっている。見上げた天井は高く、連なる山のような形をしていて。二階にはさらにべつの席があった。いずれも観客の視線が壇上へと向くようにさりげなくコントロールされている。

　五百人はゆうに収容できそうな会場は催しを終えて静まり返り、鳴らした靴音ひとつが場違いなほど反響してきこえた。

　御剣は客席中央へと向かって歩きながら、徐々に舞台のほうへ視線を滑らせていく。

　なにもない暗がりの壇上はそこはかとない寂せき寞ばくを浮かせて佇たたずんでいる。

「スクランブル、参上！」

　ピッカン。輝きを放ち、ポーチから抜け出したエキセントリックボックスが展開する。

　ただでさえうるさい彼女の声は倍々の喧やかましさでホールの中を反響する。

「観客がいたら大だい顰ひん蹙しゆくだろうな」

　片耳を押さえながら呟つぶやく御剣。

「ひょおー！」

　部屋とは広さも高さも圧倒的に違うホールの凄さを感じて漏れる息を口笛に変えるスクランブル。

「こういう場所、くるのは初めてだったか？」

「うん。乃音、同じ場所しかいかないんだもん」

「たしかに」

　御剣自身、この規格の屋内には学校の体育館くらいしか入ったことがなかった。

「さて」

　と、中央のイスを降ろす御剣。

　腰を下ろした彼の膝にスクランブルもちょこんと座る。

「他にもいっぱい空いてるぞ？」

「乃音の上がいい」

「僕はイスじゃないんだけどな」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、御剣は言った。

「力を使う」

「……うん」

　あのとき。鶴見に背を向けて去ったとき。もうひとりの人ひと身み御ご供くうとすれ違った。間に合わせの暴力で無理やり従わせた人身御供に、御剣は言われた。

『約束は果たした。だからあんたもオレに従え』

　伝言のことを言っているのはわかったが、最初は断っていたのにいったいどうして伝えてくれる気になったのか。そして自分になにを命令しようというのか。

　壊れ物の思考なら容易たやすく読めるはずの御剣にも、そのときの彼の考えは読めなかった。

　御剣の願いをきいた代わりとして彼が出した条件はこうだった。

『真白セツミのために、あいつの演奏をきいてやれ』

　そういうわけで、御剣は願うのだった。

「ここで今日行われた城じよう楼ろ学園の演奏をきかせろ、エキセントリックボックス」

　素直に氷室の言うことに従った理由には、真白のためという大義の他に、僅わずかばかりの罪悪感も含まれていた。

　いくら相手が人身御供だったとはいえ、間に合わせの暴力を振るったことに対してなにも思わないわけではない。

　行動自体の後悔はなくとも、そうするしかなかったことに対して申し訳なさを感じる程度には、まだ御剣乃音は人間である。

　相手を殴るときはなにも感じないけれど、殴ったあとで感じることはある。

　だから鶴見が流した涙についてもあとでいろいろと思い出しては胸を痛めるだろうけど、その感傷は家に帰るまでとっておこうと思った。

　聴き逃した演奏を聴くことが本当に真白のためになるなら、今は彼女のために力を使いたい。

　だから御剣はここにきた。真白個人ではなく、この場所に対して力を行使することで、影響を最小限に留めるべく。

「代償は、羞しゆう恥ち心しんだけど？」

　ちっちゃな中指と親指をパチンと鳴らすスクランブル。

　御剣は「なんだそんなものか」と笑った。

「ああ。そいつは僕にいらないものだ」

「……」

　くるりと向き直り、スクランブルはじっと御剣のことを見つめる。

「どうした？」

「いらないものなんて、ホントはないんだからね？」

「……ああ」

　膝の上で立ち上がったスクランブルが小麦色の右腕を引いた。

「……じゃあ、いくよ？」

「ああ。こい」

　エキセントリックボックスから人身御供へ、『神代』の力が授けられる。

「どおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉおおおおおおおんんんんっ!!」

「ごっっはっっっあぁああああっ!!」

　重なった二つの声がそれ以上に重厚な合唱となってホール全体に響き渡る。

　スクランブルは項うな垂だれた御剣の膝に再度腰を下ろす。

　彼女の頭にかかった吐と瀉しや物ぶつをそっと撫なで取る御剣。

　彼の手が触れるたび、スクランブルはむず痒がゆそうにはにかんだ。

「じゃあ、一分間の『神代』タイム、スタート！」

　距離感にそぐわない大きな声が反響する。

　響くその声が静まるのを待ち、完全な静寂が訪れてからさらに三秒して。

「……」

　汚れた手を頭上に掲げてパチンと一回。

　御剣は幻想に火を灯ともす指を鳴らした。

　ネジを巻かれたオルゴールのように、御剣が存在できなかった時間軸の出来事が舞台の上で再現される。

　パッと灯ったライトに照らされて浮き出るように現れたのは楽団の幻影。五十人を超える制服姿の部員たちが列を組んで立ち並ぶ。ホルンにチューバ、オーボエ、フルート、コントラバス。多様な楽器が照明を浴びてキラリと輝く。真白は後列中央にトランペットを持って立っていた。

　客席まで伝わってくる緊張と鼓動。だれもいないホールが人の気配に満たされていく。

　一段高い台座に立った指揮者の合図で全員が楽器に視線を落とす。

　そんな中、同じようにトランペットを構えた真白の注意だけはずっと会場のほうに向いたままだった。

「……真白……」

　タクトが空をなぞる。

　三拍子の独白が、深しん淵えんから音色の群れを連れてくる。

　なにかを追い求めるように走り出した音の連なりが会場を満たし、演出された不調和でハーモニーを生み出していく。

　楽器と一緒に躍動する奏者たちの身体。全員が自らの命を吹き込むように肺の底から息を押し出していた。芸術などまるでわからない御剣の耳にもその音色は届いて振動で心臓を揺らした。

　みんな今日のために努力してきたのがわかる力強い演奏だった。細心の注意を払って最高の音を奏でようとしているのが伝わってくる演奏だった。

　──たったひとりを除いては。

　曲が進む。

　演奏が速くなっていく。

　それにしたがって、だんだん音が嚙かみ合わなくなっていく。

　真白はずっとだれかを探していた。

　散らされた視線が空中分解して音の重みをなくしていく。

　音を外していたのが彼女だったのかは、御剣にはわからない。

　ひとつわかるのは、ひとり彼女の気持ちだけが他と重なってはいなかったということだ。

　ゆっくりとズレていく拍子が修正されることはなくて。むしろだれかが直そうとすればするほど演奏は崩れていった。

「……ッ」

　氷室に言われているようだった。

『おまえがこっちを選ばなかったからこんなことになっているんだぞ』と。

　定まらない真白の瞳と御剣の赤い瞳が重なる。互いを互いの世界に存在させる。そこにいることを──ここにいることを認め合う。

　けれど認識は時間の壁を越えられない。

　向けられていた視線が御剣から外される。否。最初から彼女に御剣のことなど見えてはいない。なぜならそこに御剣はいないから。いなかったから。

　真白セツミは御剣乃音を探し続ける。決してそこにはいない彼の姿を。決して向けられてはいない心の在あり処かを。

　一曲目の演奏が終わったときにはもう、舞台に立つ全員の顔に絶望が染み込んでいた。

　──ぺちぺちぺち。

　そんな演奏に、スクランブルは精一杯の拍手を送った。

　瞳を潤ませて、スクランブルは泣いているようだった。スクランブルはすぐ泣くので、御剣には彼女が感動して泣いているのか同情して泣いているのかわからなかった。

　御剣の心にあったのは感動でも同情でもなく、ひたすらな罪悪感だった。

　たったひとりの拍手が鳴りやむのを待たず、演奏は二曲目に移る。

　これはいつか見ていた夢と同じ。エキセントリックボックスが長い時間を一分間に濃縮して見せる加工された追想。

　だから御剣は目でも耳でもなく、頭でその光景を見る。

　そこから先は、だれにとっても息苦しい、地獄のような演奏だった。

　重なり方を忘れた音はまったくバラバラで、まるで舞台に集まったそれぞれがべつの曲を奏でているようだった。

　偶然か、二曲目から真白はずっと御剣が座っている一点を見つめて演奏を続けていた。

　彼女は絶望に吞のみ込まれながら、そこにいない御剣へなんとか音を届けようとしているようだった。その懸命さは巡り巡って形を変えて、今の御剣を苦しめる。

「……っ」

　心臓が潰つぶれそうだった。

　堪こらえようと胸の中に留めていた自責の念が、不協和音に引きずり出されるようだった。

「ッ……！」

　憧れてすり寄った鶴見の未来を潰し、約束を破って真白の演奏を台無しにした。

　──人身御供だからって、完全に割り切れるわけないじゃないか。最初はただの雨にさえ足止めされる人間を相手にしているつもりで関わり始めたのだから。

　──僕がいないだけで崩れてしまう真白を見放したのは僕自身だ。言い訳なんて、できるわけないじゃないか。

　思い込みだと言われたって、事実僕のせいで世界はこんなにも酷ひどく搔かき乱されてしまっている。

　今にも消えてしまいたい。

　これ以上世界に影響したくない。

　それでも死ねないこの苦しみの中、僕はいったいどうやって生きればいい？

　動けば動くほど現実を歪ゆがませてしまう僕の、この消滅願望は、いったいどうすれば消えてくれる……？

「いっぷーん」

　拍手がきこえる。

　見放した時間軸にはたしかに存在していた幻の演奏隊が消える。

　世界が暗転する。

　スクランブルもろとも御剣がイスから床に倒れる。世界と垂直でいられなくなる。

「の、乃音!?　だいじょーぶ!?」

　逃げ込んだ暗闇の世界で、それでも止まってくれない心臓を、スクランブルの声が揺らす。

「…………ああ、悪い。大丈夫だ」

　そうだ。約束をしたばかりじゃないか。

　この苦しみに耐え続けると。

　なのにいつまでも蹲うずくまっていられるか。

　希望がなくても。

　絶望しかなくても。

　縋すがるものがなにもなくても。

　太陽が幅をきかせた世界で、僕は生きるんだ。

「……スクランブル」

　感触でそこにいることがわかる。柔らかい肌は立方体のときのそれより、いくらかそこにいることを感じやすい。

「なに……？」

　無言で自分の口元を指す御剣。

「……うん」

　ふっと力を抜いて微笑ほほえむスクランブル。

　緩んだその表情は慈愛に満ちていて。

　まるで御剣のことを抱きかかえるように、スクランブルはそっと彼の唇に口づけをした。

　舌と舌とが絡まり合う。お互いがそこにいることを確かめ合うように。優しく。

「……んっ……」

　息を吹き込まれて御剣は目覚める。暗転した世界から、僅かな光が差す暗がりの世界に。

「ぷはあっ」

　光も闇も背負って、まあるい顔がはにかんだ。

　案外、頼りがいのある笑みかもしれないと御剣は思った。

「立てる？」

「ああ」

　スクランブルを抓つまみ上げて立ち上がる御剣。

「ひとりで帰れる？」

「バカにするな」

　広い額が二本の指でコツンと小突かれる。

「でへへ」

　なぜだか嬉うれしそうに笑ってから。

「じゃあ、さらばっち！」

　ぎゅいんと身体を整合させて、スクランブルは縦横二十センチの立方体へと戻った。

　影と光を取り込んで白黒に光るそれをポーチに戻し、御剣はホールを後にする。

　鶴見とのこれからも。真白とのこれからも。夕凪とのこれからも。

　御剣は、もう少し先へいける気がした。

　歩いてきた廊下を戻ってエントランスに出ると真白が立っていた。

　彼女は言葉を失って立ち尽くした御剣の胸に飛び込む。

　そして震える声で、嚙かみしめるように言うのだった。

「…………好きです…………ッ！」

　真っ暗になった頭のまま、御剣は彼女のことを抱きしめる。

　罪悪感でできたデク人形が関節を曲げて愛を受け止める。

　雨が上がり、絶望的に晴れ渡った空の下、窓ガラスの向こうで結ばれたそんな二人を見つめて、氷室棗はひとり空虚に笑った。

　こうして、長い一日は螺ら旋せんの隠いん喩ゆを残して終わりを迎えるのだった。







[image: エピローグ]

　澄んで見える星空の下、その夜も二人は偶然出会った。

　満月はいつの間にやら暗い闇にかぶりつかれて端を少し欠いている。

　髪を撫なでる生暖かい風が遠くから夏の夜の匂いを運んでくる。だからじきにこの季節も終わるのだと悟って、二人は歪いびつに微笑んだ。

　セミはもうすぐ死ぬだろう。

「隣人さんはやっぱりそっちのほうが似合いますよ」

　夕ゆう凪なぎはジャージの袖を伸ばしておどけたふうに眉を上げる。

「ホントはないほうがいいくせに」

「服のことじゃなくて」

　御み剣つるぎは月の下にある見えない海のほうへぼんやり飛ばしていた視線を彼女に向ける。

「化粧。してないほうが自然です」

「俗物で塗りたくられた私を見て息を吞のんでた少年のセリフとは思えない」

「雨で崩れてたときも吞みました。百ひやつ鬼き夜や行こうをひとりで成しているみたいな」

「乙女心が傷物にされた。ので、一緒に本物の妖怪でも探しにいかない？」

「なにかが始まりそうなセリフですけど、それ、結局終わろうとしてますよね？」

「あ、バレた」

「けっこうです」

「ちぇー」

　つまらなそうに口を窄すぼめる夕凪の赤い髪は今日も水滴をのせて月明かりを浴びている。

　化けの皮を洗い落とされた肌は元々白く、月光にぼんやり照らされた彼女はさながら闇夜に光る燈とう籠ろうのように妖しく、そして底知れない美を纏まとって二畳半のベランダに佇たたずんでいる。

　剝むき出しの足下で咲く観葉植物の緑と吸い殻の山が夜の灯に退廃を添える。

「化粧なんてしないほうがいいとか言う男子はどうせ布団から出るのにも一々理屈をごねるんだ」

「案外寝覚めはいいほうです。それに僕はそのほうが自然だって言っただけですよ」

「じゃあどっちの私がいい？」

「どっちの隣人さんも素敵です」

「ありがとう。隣人くんは今のほうがずっと気持ち悪いよ」

「僕は化粧なんて一度もしてませんよ？」

「気持ちいい観念を塗まぶされてたじゃないか。その目にいかにも希望みたいなものを貼りつけて」

　現実に折り合いをつけて前向きに生きようとした御剣乃の音おとの結末は、改めて語るまでもない。

「愛だか恋だか知らないけれど、綺き麗れいな水で灰汁あく抜きされた隣人くんったら味気なくて、かぶりつく気にもなれなかったよ」

　語るまでもないことを夕凪はわざと蒸し返す。傷口を木の枝で突いて反応を窺うかがい楽しむ悪い子供のように。

「矛盾からは脱せた？」

「いえ、まったく」

　脱せていたなら、今頃こうしてベランダに出ていることもなかっただろう。

「以前隣人さんは僕にさほど影響力なんかないって言ってくれましたけど」

「そんなこと言ったっけ？」

「やっぱり今回の件は概おおむね僕のせいだと思うんです。僕さえいなければ、世界はだいたい順調だった」

「それで？」

「消えたい願望がまたふつふつと」

「生きるんじゃなかったの？」

「僕はどうやら根本的に、生きるのに向いてないらしいです」

「人間だ」

「人を助けるために生きると決めたけど、僕が生きていることで助かる以上に不幸になる人が出るならそれは結局矛盾だ。氷ひ室むろは僕を対極の存在だと考えているみたいだけど本当は違う。僕は人を助けながら同時にだれかを苦しめている存在なんだ」

「理屈屋は一々話が長くて困る。行き過ぎた自覚は先入観だよ」

「隣人さんの言葉は十五歳にはときどき難しいです」

「私の心はずっと十二歳のままなのでそれはたぶん隣人くんが三歳以上無駄に年をとってるせいだよ」

「教えてくれますか？」

「やーだ」

　夕凪はなかなか大事なことを口にしようとしない。

　それでも彼女と話しているだけで、御剣は少しだけ抱えている寂しさを紛まぎらわすことができた。

「タバコ、そういえば結局始めてないんですね」

「隣人くんの妄想に話を合わせるのも悪くないと思ってね」

「どうして？」

「ぼやけた月が好きだから」

　柵に頰ほお杖づえをついて、御剣は夕凪と同じように浮かんだ月をぼんやりと眺める。

「じゃあ、現実の話はやめておきますか？」

「宇宙の創り方とか愛の分別の話だったら付き合ってやってもいい」

「だいたいそんな感じです」

　明滅する点状の鉄板は今日も二人が作る沈黙の間を飛行する。

　夏の夜の生なま温ぬるい風が水滴をのせた赤い髪を撫なでて彼方かなたにそよがせた。

「隣人さんはあのときのこと、やっぱり覚えてますよね？」

　エキセントリックボックスは妄想のような現実の現象だ。

　それがもたらす辻つじ褄つま合わせは、現象に触れた者の記憶からファンタジーを消し去る。代償ありきの魔法使いとも言える人ひと身み御ご供くうの記憶ごと。

　そのはずだった。

「あのときって……どのときだろう？」

「一週間前に屋上であったことも。展示会場で鶴つる見みがしたことも。降りしきる雨の下で僕がしたことも」

「性しよう懲こりもなく女の子を泣かせたんだろう？」

「僕の性を知っている時点で認めてることになりますよ」

「自分で言ってたら世話ないよね。お互い」

　零こぼしたため息は頷うなずきの代替。

　街の明かりも落ちた群青色の闇へ、夕凪はジャージのポケットから取り出した紙飛行機を飛ばしてみる。しかしほどなく緩やかな半円を描いたそれは当然のように彼女の手元へと戻ってきた。

「昔から苦手なんだ、飛ばすのって。空は飛ぶものでも泳ぐものでもなくて、いつか落ちてくるかもしれないものだったから」

　二畳半でクルクルと踊らされているその黒い紙に御剣は見覚えがあった。綺き麗れいに折られた両翼の間から微かすかに覗のぞくミミズが這はったような文字にも。

　彼女の人間性を鑑かんがみれば、そこに書かれていることを読んですぐ理解し順応できることに関してはもう驚きもない。だから人身御供やエキセントリックボックスについて知っていてもおかしくはなかった。

　だが、理解できることと覚えていることは違う。

　夕凪がエキセントリックボックスについて知っていたとしても、エキセントリックボックスについて──『神かみ代しろ』となった人身御供について覚えているのは理屈に合わないことだった。

「どうして僕のこと、覚えてるんですか？」

　御剣が視線を夕凪へ戻す。

　夕凪は白々と月を見上げたまま言った。

「そんなの、私が魔法使いだからに決まってるじゃないか」

「前に言ってた黒魔術ですか？」

「ちちんぷいぷい」

「はぐらかさないでください」

「むっ。真剣な剣幕。ちょっとうっとうしい」

「大事なことですから」

　今まで辻褄が合わせられないことはなかった。

『神代』の力に当てられた人間はたったひとりの例外もなく皆、御剣のことを忘れていった。友人も。恋人も。両親でさえも。それを含めて「代償」のはずだった。

「そんなの──」

　と、夕凪がなにかを言いかけたとき。

　明かりを消していた御剣の部屋がぴかっと光り、展開した箱がとことことベランダまで走り出てきた。

「スクランブル、参上」

「いや、呼んでないぞ」

「もしかしたら」

　と、スクランブルは呆あきれる御剣の横をぴょんと跳んでお尻で柵に着地しながら言った。

「『神代』の力を使われる前にもう、アリスが人身御供とエキセントリックボックスについて理解してたからかも」

「なに……？」

「そしたら、ありえるかも」

「ちょっと待て」

　御剣はスクランブルを抱きかかえて早々に柵から降ろす。

「そんな条件、僕はきいてないぞ」

　もしその話が本当なら、最初からエキセントリックボックスについて懇こん切せつ丁寧に説明をすれば人身御供は忘れられないことになるのではないか。

「普通はありえないことだから」

「なにが？」

「知ってることと、理解できることは違うの。普通なら人は、私たちのことを目にしてもそれがなんだかわからない。だからこっちから一方的に干渉できるの。でももしそれを見る前から理解できてる人がいたらそうはいかない」

「いかないとどうなる？」

「辻褄が合わせられなくなる」

　呟つぶやくようにスクランブルが言う。

「直接見てもわからないはずなのに……」

　文字だけで理解にまで達した夕凪に羨せん望ぼうとも恐れともつかない視線を送るスクランブル。

「そりゃ、私が普通だったら地球は自転してないさ」

　喉のどを鳴らして笑う夕凪。

「じつはアリスはすっごく頭がいいの？」

「知らなかったの幼女？　頭のいいやつから先に死んでいくんだよ？」

「やっぱりアリスの言ってることわかんなーい」

「…………いや、たぶん違う」

　人身御供やエキセントリックボックスについて理解するために必要な情報量は膨ぼう大だいだ。それだけの長い文章を氷室があの折り紙に書いているとも思えない。

　だから夕凪はやはりそれらについて完かん璧ぺきに理解できているわけではない。

　ただ──〝どうせわからないもの〟として達観し、受け入れているだけだ。

　あえて言うなら、諦てい観かんと言い換えることもできるその真の達観こそ常人には得られないもので、彼女はそれを持っていたということだ。

「どうしてずっと惚とぼけてたんですか？」

「隣人くんが宇宙の神秘を解き明かしたらそのとき教えてあげるよ。やや伏し目がちに」

　そう言って、夕凪はそれ以上話を深掘りさせないようラインを引いた。

　しかたなく、御剣は御剣で、夕凪に起こった変化について考える。

　辻褄が合わせられないということは、もう彼女は決して自分のことを忘れないということだ。忘れさせることができないということだ。

　それは幸せなことだろうか。

　それに幸せを感じてもいいのだろうか。

　だれも幸せにできない人身御供の自分が、ひとりだけ幸せになってもいいのだろうか？

「…………」

　暫しばしの沈黙が流れる。

　結局、まず宇宙の神秘を解き明かさないことには、その答えも見えそうになかった。

「……それで」

　と、湿った口火を再び切ったのはスクランブルだった。

「二人はこれからどーするの？」

「おまえは陸に打ち上げられた魚にも同じことを言うのか？」

「今日を生きているのに明日の話なんかをするやつはみんな脳みそが前ぜん頭とう葉ようにしか詰まってないんだ」

　なぜだか早口でめちゃくちゃ責められた。

　スクランブルはちょっと泣きそうになる。

「ふえっ……」

　込み上げてくる涙をぐっと堪こらえる。

　スクランブルはスクランブル的思考で、もうすぐには泣かないと決めたのだ。

「ま、モテモテで困っちゃう隣人くんはどうせ明日もべつの女の子と会うから、早く歯の抜けるような話を考えないといけないんだろうけどね」

　茶化すように言う夕凪に御剣は尋ねる。

「……エスパーですか？」

「ひっかけさ」

　そう言って夕凪はつまらなそうにプイとそっぽを向いてしまった。

「ただの冗談のつもりだったんだけどな。さすが俊足の手だ」

「足なのか手なのか」

「乃音。打ち上げられた魚は手も足も出ないね」

「元々ないからな」

「また人助けってやつかい？」

「どうでしょう？　まあ、考え方によっては」

「いつまでそんな気持ち悪いことを続けるんだか」

「それも、どうでしょう？」

　御剣はスクランブルを降ろして先に部屋の中へと戻らせる。

　そしてガラガラと窓ガラスを閉めて邪魔者を隔離したところで。

「……でもひとつ、わかったことがあるんです」

　トン、と柵に背中を預けて言った。

「隣人さんに『気持ち悪い』って言ってもらえると、僕はどうやらちょっと嬉うれしい」

　胸に手を当てて心を探る。一秒間に一回のペースで弾はずむ心臓は高鳴りを忘れているようだったけれど、それでも不思議と身体の内側には暖かさを感じた。

　穏やかで安らかなその熱を、一番感じることができるのは、夕凪が隣にいるときだった。

「隣人くん」

　丸めていた背中を起こして御剣のことを見つめる夕凪。普段世界を睨にらむように吊つり上げられているその目は今、大きなクマをダブつかせながら嘲ちよう笑しようと憐れん憫びんを称たたえておかしそうに垂れていた。

「さすがにちょっと今の発言はマゾっ気が過ぎてるというか、いや隣人くんがじつはそういうタイプだってのはわかってたけど、面と向かって言われると鳥肌の立つ気味悪さだね」

「そうだろうから面と向かっては言ってないんです」

　軸足を半回転させ、御剣は完全に夕凪から背を向けてしまう。

「あっ、なんだよそのシャイな感じ。全然似合わないからこっち向きなよ」

「どうしてですか？」

「照れながら性せい癖へきを暴露してる隣人くんを瞼まぶたに焼きつけて毎朝お腹なかを抱えて笑う」

「嫌です」

「おいおい、これも人助けだろ。私の一日の始まりがちょっとハッピーになるんだぞ。そのためなら隣人くんの些さ細さいなプライドがなんだ」

「それ、他人から言われると相応にむっとしますね。まだそう思える心があったみたいです」

「あはっ。一々返しが気持ち悪い」

　楽しそうに笑う夕凪。

　困ったふうにこめかみを搔かく御剣。

　窓に張りついたスクランブルがそんな二人を嫉妬の眼差しで見つめる。

　これ以上話していたらまたスクランブルが飛び出してきてややこしくなるだろうと思い、御剣はズラされた話を戻して今日のくだらない話にピリオドを打つ。

「だからまあ、隣人さんが『気持ち悪い』と言ってくれる限り、僕はそう思ってもらえるような生き方をしていくつもりです」

　気持ちのいいその宣言を、夕凪はやはり気持ち悪いと思う。

　けれどその気持ち悪さは、先日感じた不気味な不快感とは結びつかない。むしろ──。

「隣人くん」

　だからまあ、とりあえず。今日のところはおやすみの言葉で締めてやることにした。

「キミも私も本当に────気持ち悪いね」

　そう言いながら彼女があんまりにもおもしろそうに笑っているから、つられて御剣の口にもほんのりと笑みが零こぼれた。

　いくつかの関係が変わったり、終わったり、戻ったりしたけれど。

　夕凪との関係だけは、ずっとこうして続いていくような気がした。







[image: たとえばお盆のフェニックス]

　潮の香りがする海岸を歩く。緩やかなカーブを描いて続く防波堤に上り、空と海の境目を歩く。寄せては引いてを繰り返す波の音。遠くに見える小さな船に向かって海鳥が数羽飛んでいく。午前十時の潮しお騒さいは、夏の暑さを少しだけ和らげる。

　堤防の途切れ目を跳び、消波ブロックの奥はあまり見ないようにして、御み剣つるぎはあの灯台へ向かっていた。約束した〝責任〟をとるために。

　堤防の終わりに座っていた彼女はいつものようにスケッチブックを抱えていて。ちょうど一枚描き終わったのか、ふうと長い息を吐き出してそれを畳んだ。

「おはよう。御剣くん。御剣乃の音おとくん」

　先日の件がなかったことのような、腹に一いち抹まつの居心地悪さも感じさせない笑みで鶴つる見みは御剣のほうに向き直る。ヘッドフォンと大きな眼鏡めがねは既に外していた。

「ああ、おはよう」

「どうぞ、座って」

　言われた通り灯台の下で腰を下ろして膝を崩す御剣。

「スクランブルちゃんは？」

「ああ、いるよ」

　御剣はポーチの中から取り出したエキセントリックボックスを雲ひとつない水色の空に向かって放り投げる。

　ぴかっと閃せん光こう。ぱたぱたと展開。

　スクランブルは今日も元気に手足を広げる。

「スクランブル、参上！」

　そのままストンと御剣の膝の上に落下。

「りんりん……」

　彼女が一番口を開きづらそうだった。御剣と同じだけあるはずの罪悪感で、御剣以上に気をつかってしまう。

　そんなスクランブルに、鶴見はバッグから取り出した飴あめをひとつ渡してやる。

「飴ちゃんをあげよう」

「うわーい、飴ちゃん！」

　諸々ある後ろめたさも食欲の前には組み敷かれる。

　スクランブルは渡された黄金飴をひょいと口に放り込んだ。

「おいしーい！」

　まるで初めて食べたみたいに感激の声を空へ飛ばすスクランブル。

　鶴見は一笑と共に尋ねる。

「ねえ、スクランブルちゃん。ボクのエキセントリックボックスと話してみる？」

「ふえっ？」

　右に左にころころと飴を転がしていたスクランブルの舌が止まった。

「ど、どうして？」

　若干動揺した様子できき返す。

「うーん……なんとなく？　同じエキセントリックボックスだし、なかなか会う機会もないだろうし、そう思うのかなって」

　しばらくの逡しゆん巡じゆんの後。

「……は、話してみたい……です」

　なぜだか妙に改まった様子で彼女はコクリと頷うなずいた。

「おっけー」

　鶴見はバッグから取り出したエキセントリックボックスをひょいと空に放り投げる。

「出てきて、エキセントリックボックス」

　世界を覆う群青色の光。

　展開したエキセントリックボックスは端整な顔立ちの青年を真ま似ねて地上に降り立つ。

「エキセントリックボックス、展開致しました」

　ひゅるりと一礼。

「ちょっとスクランブルちゃんと遊んできて」

　下された命令に首を傾かしげるエキセントリックボックス。

「遊ぶ、とは……なにをすればよろしいのでしょうか？」

「ただ話をすればいいの」

「話、とは……」

「それはスクランブルちゃんにきいてみて」

「かしこまりました」

　二体のエキセントリックボックスの目が合う。金と茶の瞳が傾斜角四十五度の視線で見つめ合う。

　先に視線を逸そらしたのはスクランブルだった。

　そして先に声をかけたのもスクランブルだった。

「…………いこ？」

　ちょこんと伸ばした手で彼の手を摑つかみ、向こうに見える砂浜へ向かって防波堤を歩いていく。互いに青い世界を反射しながら。

　いつもと比べてどこか控えめな彼女の振る舞いに御剣は違和感を覚えたが、スクランブルがあのエキセントリックボックスと話をしたいと言うのならそれを止める理由もなかった。

　むしろこの場にスクランブルはいないほうが滞りなくこれから行われることが進みそうだった。

　涼しい潮風がひゅるりと二人の頰ほおを撫なでた。

「責任をとりにきた」

「うん」

　座ったまま向き合い、言葉を交わす二人。

　御剣は今日という日を示し合わせてきたわけではない。ただここにくれば鶴見に会えると思った。

　鶴見もなんとなく、そろそろ彼がやってくる頃だろうと思っていた。

　あれから数日が経ち、二人は今日、この場所で約束を果たす。

　──責任。もし鶴見凛りんという人間を落とし込んだ剝むき身の絵が評価されなかった場合、責任をとると御剣は約束した。

　先日のコンテストで鶴見が受賞した作品に彼女らしさは欠片かけらも宿っていなかった。

　だが、同じように自らを投影し心を震わせる絵を描いたべつの人間が結局評価されなかったという事実が、間接的に証明していた。

　間違っていたのはやはり御剣が持つ感性のほうだったと。

「つまらない現実や歴史を覆す絵を描いてもそれが評価されることはない。なぜなら停滞こそが称賛の基準で、築き上げてきた価値基準を覆すことなんてだれも望んでいないから」

「そうだね」

「適当なことを言って悪かった」

　目を見たまま謝る御剣。

「だから責任をとりたい。僕はどうすればいい？」

　あの日決めなかった責任のとりかたを尋ねる。

　鶴見はしばらく黙ってじっと御剣のことを見つめていた。

　そしてやがてふっと笑みを零こぼし。

「じゃあ」

　と、閉じたスケッチブックを広げた。

「絵のモデルにでもなってもらおうかな」

　バッグにしまった道具を取り出し、ごっこ遊びのような手軽さでそれらを堤防の上に並べていく鶴見。

　困惑しながら御剣は尋ねた。

「……そんなことでいいのか？」

　御剣がとろうとしていた責任は自分の失言に対してだけではない。

　御剣は今回の件で自分が彼女に及ぼしてしまった影響全部の責任をとりたいと考えていた。

　使わないと決めていた『神かみ代しろ』の力を使わせてしまったことについても。

　決して失ってはいけなかった才能を手放させてしまったことについても。

　冷たい雨の下で泣く彼女を置き去りにしてしまったことについても。

　全部の〝そうするしかなかったこと〟についての責任──罰が絵のモデルになるというだけでは、ずいぶん割に合わないような気がした。眼球を抉えぐり取られるくらいは覚悟していたのに。

「ボクがそれでいいって言ってるんだよ？」

　したたかに言葉が落とされる。

　御剣は渋々と頷いた。

「……ああ。わかった」

「よろしい」

　ニッコリ笑って、鶴見は紙の上に先の細いペンを走らせていく。

　輪りん郭かくを引いていく音がふいの懐旧へと誘う環境音に溶け込む。

　絵を描いているときの彼女が放つ不思議な魅力は次第に喧けん噪そうを遠のかせていく。

　気づかぬうちに御剣の視線はまた彼女に釘くぎづけになっている。

　──鶴見凛はまだ絵を描いていた。才能はもう失ったはずなのに。

「……なあ、鶴見……」

　永遠のように続く静寂の中、御剣は話しかけようとして、やめた。

　彼女の邪魔をしてはいけないと思った。責任感でも罪悪感でもなく。

　白い髪と向き合う彼女の集中力は変わらず先鋭的で、そこに時折楽しそうな表情が混ざり込む。銀色の血を垂らして真剣に遊んでいるようなその姿勢に、表情に、今はただ見み惚とれていたかった。

　自覚を進めてしまった御剣に、もう以前のような居心地の良さを感じることはできなかったけれど。同じ場所で同じ時間を過ごす一体感はもう感じられなかったけれど。

　それでも。

　絵を描いているときの彼女はやはり、どの瞬間を切り取っても、それ自体が一枚の絵であるかのような魅力を放っていた。

　だから御剣は、デッサンモデルとしてずっと彼女のことを見つめながら、昨日までのことをひとつひとつ静かに思い出していく。

　回想は得意だった。否応なく毎日見ていた夢でずっと繰り返していたことだ。

　鶴見が御剣の輪郭をなぞっていくように、御剣もまた鶴見と描いた日々の輪郭に一本一本線を引いていく。

　時間はあった。

　とても長い時間があった。

　雨の下で出会い、雨の下で別れるまでを詳細に描けそうだった。

　天辺に昇った太陽が傾いていく。

　灯台に留まった海鳥が羽ばたいていく。

　満ちた潮がゆっくりと引いていく。

　繰り返し頭に浮かべて色を濃くした回想が終わりを迎える。

　鶴見はペンを置き、御剣はずっと崩していた膝の片方を立てて薄く微笑ほほえんだ。

「……できたか？」

「…………うん」

　思いのすれ違った二人はもう決してひとつにはなれないけれど。それでも共有された出来事は同じだったから。長い長い二人のモノローグは、交わらない視線の間でたぶん、じゃれ合うようにゆらゆらと漂っていた。

　それが今──終わった。

「鶴見」

「なに？」

「絵を、見せてくれないか？」

「……うん。いいよ」

　スケッチブック以外をバッグの中に片付けて鶴見は立ち上がる。

　合わせて御剣も立ち上がった。

　沈んでいく太陽が水面に反射して、世界が黄金色に輝いていた。

　窓ガラスに縁取られた彼女を見たときのように、鶴見凛という存在がこの上なく美しく見えた。空と海と夕暮れの夏──規格のない広大な世界を額縁にして。

「──はい」

　鶴見はスケッチブックを裏返す。

　御剣は彼女の描いた御剣乃音と向かい合う。

「…………」

　闇が蜷局とぐろを巻いていた。

　でたらめに引かれたとしか思えない無数の黒い線が幾重にも交錯し、複雑怪奇な幾何学模様を成している。そこに描かれているものが仮に人間の顔だったとして。頰ほお骨ぼねはぐにゃぐにゃに曲がり、七つある目はそれぞれ縦に伸びたり潰つぶれたりして悪あく辣らつな裂け方をしていた。鼻は折れ、口には十字架が結ばれ、耳は腐り、髪は砕けた大地に根差していた。

　だからそれはやはり人間ではなく、闇そのものなのだと思う。もしくは深しん淵えん。もしくは狂気。

　絵の才能を捧ささげた鶴見にはもう、そんな絵しか描けなくなっていた。

　絵と呼ぶことすら憚はばかられる線分の集合体。

　しかし鶴見は満足そうに鼻を鳴らす。いつも自分を晒さらけ出した絵を描き終わったとき密ひそかにそうしていたように。

　あるいは、本当に自分のことはこう見えているのかもしれないと御剣は思った。

「…………鶴見…………」

　かける言葉を見つけられず御剣は口を歪ゆがめる。

　そんな彼に向かって、大きな声でこの上なくおかしそうに笑いながら、彼女はスケッチブックに描かれた絵を破り捨てた。




「────キミのことなんか、だいっきらーい!!」




　ビリビリに破り捨てられた御剣乃音が潮風に攫さらわれて空に舞う。

　舞い上がり、舞い落ちる無数の紙片に囲まれて笑いながら、鶴見は今まで描いてきた他の絵も見境なく千ち切ぎって破って捨てていく。

　それら全てを潮風は攫って舞い上げた。まるで彼女が今日まで積み上げてきた人生を称たたえるかのように、空高く。

「お、おい……！」

　壊れきって見えるその行動に御剣は狼狽うろたえる。どうしてそんなことをしているのかわからなかった。彼女の破壊が自分より進んでいるわけもないだろうに。壊れた彼女の思考がわからなかった。

　ただ、それをしている鶴見の顔は本当に楽しそうで。そして少しだけ切なげで。

　だから。彼女なりに考えがあってのことだと思った。

　絵の才能に恵まれた──御剣乃音の心を震わせた鶴見凛の絵が黄昏たそがれた空に舞い、煌きらめきの海に溶け、世界の色を乱反射させる。

「御剣くん。御剣乃音くん」

　細切れになった思い出に囲まれて鶴見は言う。

　光の中で笑いながら、影に立ち尽くす御剣を見つめて。

「キミの全部────本当に、だいっきらいだよ」

　突き放した宣言はまるで自分自身に言いきかせているようで。

　なにかを諦めようと、手放そうとするときと似た思いが宿っていて。

　なにかを摑つかもうとするときに必要な覚悟みたいなものが込められていて。

　楽しげな笑みも消して、凛とした表情で、鶴見はもう一度、嚙かみしめるように言った。

「……本当に…………大嫌いだった……！」

　二人の奥にはまだ沈まない無遠慮な太陽。ぎゅっと結んだ口元が微かすかに震えるのさえ強烈な光と影で暴き出し、言葉と感情の溝を浮き彫りにする。

「……ああ……」

　向けられた言葉をそのまま受け止めて御剣は頷うなずく。

　頷いて、言った。

「…………ありがとう」

　浴びせられた言葉が示すのはまさしく御剣が求めていた感情だった。

　あんなことをしておいて、挙げ句許されてしまったら、また胸の軋きしみに倒れ込んでしまいそうだった。好意に殺されてしまいそうだった。

　嫌いだと言われて。最初から嫌いだったと言われて。御剣の心は少しだけ軽くなった。

　彼女の言葉に裏腹の想いを汲くみ取れてしまうのは自分が人間として欠落しているからだと思うことができた。

　今回ばかりは御剣の感性が正しかったということに彼は一生気づかない。

　それでいいと、鶴見は思った。

「二人の話」として思い出すのは昨日までじゃなく今日までで。「雨の下で出会ってから晴れた夏空の下で別れるまで」で。

　だから二人にとっては──ここが本当の「さよなら」だった。

「ボクはこれからも絵を描き続けるよ」

「でも、絵の才能は……」

「才能がなくたって絵は描ける。キミが褒めてくれた絵だって最初からあんなふうに描けたわけじゃない。自分を落とし込むための技術は学んで身につけた。失なくしたのならまた取り戻せばいい」

「隣人さんみたいなことを言うんだな」

「ボクは今日までも今日からも、絵を描くために生きてるからね」

「あの彗すい星せいみたいな絵は」

「描かないよ」

　キッパリと言い切る。

「ボクは人に見せて気持ちいいと思ってもらえる絵を描く。自分なんてどこにもいない、だれにでも描けそうな、どこにでもあるような絵を、だれよりもうまく描く。そして最高の画家になる」

「それでいいのか？」

「うん。それがいい」

「そうか」

　不思議と鶴見ならやれる気がした。あんな絵を見せられたあとでも、鶴見凛なら自分の生きたいように生きられる気がした。元々彼女はそういう強さを持っていたから。失くしたものくらい取り戻せる気がした。あるいは、べつのもので空白を埋められる気がした。

　それはとても身勝手で、現実から目を逸そらした泡沫うたかたの期待かもしれないけれど。

　叶かなうことなら彼女にはそうあってほしいと、御剣は思った。

「だから──バイバイ。御剣くん。御剣乃音くん」

　風に攫われて紙吹雪ふぶきが飛んでいく。遠く、遠く、広がる空の向こうまで。

　告げられたのは別れの言葉。明日なんてやってこない永遠のさよなら。

「……ああ」

　同じ街に住んでいても。同じ高校に通っていても。

　もう二度と彼女と交わることはない気がした。

　それでいいと思った。それがいいと思った。

「……もしボクがもっと有名になったら……最高の絵を描けるようになったら……そのときは…………」

　ぐっと出かかった言葉を飲み込んで。飲み干して。

　鶴見は最高の笑顔で言った。

「……そのときは、前以上の発作を誘発してキミを殺してあげるね」

「……ああ。楽しみにしている」

　崇高だった夢を横入りしてきた願いで貶おとしめられ、道を絶たれ、支えを失い、それでもなお絵を描くことを諦めないなら。いつか本当に──黄金色の輝きを乱反射しながら世界の果てに消えた過去の絵よりもずっとすばらしい作品を生み出せるかもしれない。

　鶴見凛がなりたかった鶴見凛になれるまで──横入りしてきた想いが完全に過ぎて消えてしまうまで──。

　願いを固定し揺るがない楔くさびを立てるための「さよなら」。

　いつか再開したときに、心からの笑顔で「久しぶり」を言うための「さよなら」。

　鶴見凛が鶴見凛になるために──。

　御剣と鶴見の関係はここで一いつ旦たんリセットされる。

「鶴見」

「なに？」

「がんばれよ」

「キミもね」

　まるで御剣がこれから立ち向かうべき苦難を見透かしたように鶴見は言った。

　ふっと笑みを零こぼして御剣はその場を去っていく。

　緩やかなカーブを描く堤防を渡り、途切れ目を跳び、消波ブロックの奥はあまり見ないようにして、歩いてきた道を戻っていく。約束した「生」を摑つかむために。

　見上げた茜あかね色いろの空はどこまでも続いていて。ふいに一筋の影が差したと思ったら鶴見のエキセントリックボックスがなにくわぬ顔で主のほうへ鳥のように飛んでいて少し笑えた。

　これから鶴見がどうなっていくのか。自分と同じように死に惹ひかれていくのか。それとも絶望の先に希望を見つけるのか。まだ答えは見えないけれど、彼女に寄せた期待のぶんくらいは自分にも望んでやっていいのかもしれないと思った。

　向ける思いはもう憧れではなくなったけれど、御剣には今のほうがずっと彼女を近くに感じられた。今なら彼女になにかしてやれることがあるかもしれないと思って、とんだ傲ごう慢まんだと鼻で笑った。

　御剣も、鶴見も、それぞれべつべつの道を歩んでいく。明かりもない暗闇の、一歩先があるかもわからない不安な道。

　それでもひとりではないから。孤独でも手は繫つないでいられるから。御剣は大丈夫な気がした。その手を握ってくれるだれかがいる限り。




　隣でスクランブルの声がした。

　御剣は静かに彼女の手を握った。










　あとがき







　傷を残したいんです。叶かなうことなら、僕の物語を読んでくれたすべての人に。

　人によっては「ずっと覚えていてもらいたい」とか、「心に残るものを作りたい」とか、そういう言い方をする場合もあるかもしれません。一巻のあとがきでは僕もあえてそういう表現にしました。伝わりやすさとか、分量の兼ね合いから判断して。

　けれど抱いだいている願いを僕にとって一番しっくりくる言葉に言い換えたら、やはり「傷」になります。

　みなさんは、最近いつ膝を擦すり剝むきましたか？

　老化現象でしょうか。僕はもうその問いにすぐに答えることができなくなってしまいました。あるいは、ずいぶん安全な暮らしをするようになったからなのかもしれません。自転車に乗らなくなったからなのかもしれません。

　人は……という大きな括くくりで語っていいのかちょっと迷うけれど、少なくとも僕は、傷ついてもそれをずっと覚えていることはできないです。喉のど元もとを過ぎた熱さは案外すぐに忘れてしまいます。

　でもたぶん、ふと思い出すんです。またそこに新しい傷を作ったとき。そういえばあの日もこんな思いをしたなって。傷の形を忘れても、当時の感情はじわっと湧わいてきたりする。赤くなった箇所から滲にじみ出すように。

　かさぶたになって馴な染じんだ皮ひ膚ふの内側には、経験が張りついているのかもしれません。

　だから傷は見えなくなってもなかったことになるわけじゃなくて、思い出に形を変えて、思い出されるのを待っているのだと思います。

　そういう不ふ滅めつの傷にこの作品がなればいいなと思って、僕は物語を書いています。

　読んでくれた人の内側にこの物語が忍び込めたら、これ以上のことはありません。







　この話を書いたのは一巻が発売された半年以上前になります。スニーカー大賞を受賞したあとのものすごく暇ひまな時期にゆっくり綴つづっていました。

　それでも指の爪を二度切った頃には最後までできあがっていて、「とりあえず続刊の構想だけ教えてください」というメールをくれた担当編集さんに「こんな感じです」と一冊分の原稿をドドンと送りつけた瞬間はいつ思い出しても気持ちがいいです。

　もし全部書き直すよう言われたら傷ついて、すぐに記憶をかさぶたで塗り固めてしまうところでした。

　あとがきを書くにあたって、久しぶりにこの物語を読み返しました。

　たぶん、希望みたいなものが描きたかったんだと思います。

　それに付ふ随ずいする理想みたいなものを叶かなえたかったんだと思います。

　どんな噓も許されるフィクションの世界で、だれもが余すことなく救われる「完かん璧ぺきな幸福」を僕が書かないのは、もしかしたらその〝向こう側〟へいきたいからなのかもしれません。

　だけどそんなものがないことを頭ではわかっているから、登場人物たちはみんな行動するたびに傷ついて、それでもまた前を向こうとするんでしょうね。大なり小なり、後ろ向きな感情を抱えたまま。




　あー、彗すい星せい、流れないかな。




　三巻は、時代がこの作品のところまで追いつくか戻ってくるかしてそれなり以上に売れるか、宇う宙ちゆうの神しん秘ぴが解き明かされてそれなり以上に売れたら出ると思います。

　その日がくるまで自分はどんな物語を書いていくのか。

　その日がきたら自分はどんな続きを書くのか。

　少しだけ未来の自分に期待して、締しめの言葉とさせていただきます。




























　あーした天気になぁーって油断した人間の頭に大雨がふーれっ！
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